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㊥横浜は安政6年 (1859年)の開港以

乗､130年余を経た今日､人口約328万

人を擁する全国第2位の大都市へと成

長してまいりました｡

しかしながら､都市として本宋備え

るべき都市基盤施設整備の立ち遅れや､

昼夜間人口のアンバランスなど､さまざ

まな歪みを抱えている一方､市民生活

においては､社会経済の変化とともに､

価値観やライフスタイルはますます個性化､多様化し､文化 ･ス

ポーツ.学習等の活動や快適な生活環境への関心が高まっていますO

そのため､街づくりにおいては､市民の皆さんが求める種々の

要望に応え､市民生活の一層の向上を図るため､柔軟かつ機敏な

対応が求められています｡

また､21世紀を目前に控えた今､未来を展望し､いきいきとし

た都市､快適で住みよい街をつくるため､私たちはそれについて

考え､かつ実践していかなくてはなりません｡

横浜市は､総合計画 ｢よこはま21世紀プラン｣に基づき､この

ような街づくりに着実に取り組んでいくとともに､誰もかこの街

に住む喜びと誇りの持てる ｢ニューシティ横浜｣の実現をめざし

ていきます｡

本書は､こうした街づくりを実践した成果や､各地区で進めら

れている街つくりの様子､将来の方向性などを､図面や写真を使

ってわかりやすく表現しています｡

本書がたくさんの方々に読まれ､横浜の未乗､街の将来を考え

ていただくために少しでも参考になれば幸いです｡

平成 3年 横浜市長 鳥 杏 杏 1ミ
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街づくりの歴史

横 浜 の 街 づ くりの あゆみ
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ベリー釆航

横浜村でE]米和親条約締結

神奈川でE]米修好通商条約締結

横 浜 開 港 外国果易開始 開港場の街づくり開始

我が国初の鉄橋が吉EEl橋に架構

鉄道開通 (横浜一新構)

我が国初のガス灯つく (横浜本町通り.大江確聞)

横浜公取開設

我が国初の近代式水道完成

市政施行
第1期横浜港築港=事完成

居留地価去

横浜t鉄 (後の市電)神奈川～大江楕開通

京浜電鉄 (現在の京急緑)

横浜鉄道 (現在の横浜線)

第2期横浜港築港工事完成

関東 大 農 災

乗積屯鉄 (現在の乗積描)

区政施行 (叫見､神奈川､

神奈川一品川開通

東神奈川一八王子間運転開始

簾風ガ涌村等ai入

(新港埠頭完成)

丸子多LPJlト神奈川闇開通

保土ヶ谷町等Ji人

中､保土ヶ谷､磯子の5区)

鶴見河口埋立=事書= (後の京浜工業地帯に発展)

1929年 (昭和4)世界恐慌
神中鉄道 (現在の相鉄線)厚木～西横浜間開通

1930年 (昭和5)山下公取完成

湘南電鉄 (現在の京急線)黄金町一浦賀間等開通

1936年 (昭和11)

1937年 (昭和12)

1939年 (昭和14)

1943年 (昭和18)
1944年 (昭和19)

t945年 (昭和20)

1948年 (昭和23)

1949年 (昭利24)

第4次市域拡張 金沢村､六滴荘村等ii入

子安 ･生麦地先 (恵比寿町､宝町)埋立地完成

第5次市域拡張 日吉村の一部JI入

第6次市域拡張 一川和村､戸塚町外15町村it入

港北区､戸塚区誕生 第2次世界大戦開戦

(中区の一部より)両区新設

(中区の一部より)西区新設

横 浜 大 空 穎 敗戦

接 収 (而中心部､港湾等)

(撫子区の一部より)金沢区新設

野毛､反町で日本貿易博集会開催

辛 (昭和26

年 (昭和27

守 (昭和30

年 (昭和31
守 (昭和33

年 (昭和34
年 (昭和35

辛 (昭和36

辛 (昭和38

人口柑0万人突破

大桟橋の接収解除

第10回国体開催 (三ッ沢競技場)

政令指定都市となる

横浜開港100周年記念祭開催

横浜新道開通

所得倍増計画発表 (高 度 経 済 成 長 始まる)

大黒町埋立地完成

山下埠頭完成

根岸湾埋立第1期完成

1964年 (昭和39)新幹線新横浜駅開業 根岸線磯子まで開通

1965年 (昭和40)第三京浜道路開通

1966年 (昭和41) 田園都市線長津田まで開通

1968年 (昭和43)人口200万人突破

首都高速横羽線 (l期)完成 (東神奈川ランプまで)

1969年 (昭和44)港南区 (南区より分区)､旭区 (保土ヶ谷区より分区)

持区 (港北区より分区)､瀬谷区 (戸塚区より分区)新設

東名高速道路全線開通

1970年 (昭和45)港北ニュータウン事業書=

本牧埠頭 ･産業用地道成完成

1971年 (昭和46)根岸湾ハ地区埋立完成

1972年 (昭和47)市t全廃 ･市営地下鉄 伊勢佐木長者町～上大岡間開通

1973年 (昭和48)根岸線､大船まで全線開通

1974年 (昭和49)金沢木材埠頭､金沢地先1号地埋立完成

1975年 (昭和50) 金沢地先2号地埋立完成

1976年 (昭和51) 相鉄線いずみ野線開通

1977年 (昭和52) 金沢地先3号地埋立完成

1978年 (昭和53)首都高速三ッ沢線開通

1982年 (昭和57) 横浜横須半道鏡､市内全線閑適

1983年 (昭和58) みなとみらい21事業t工

1984年 (昭和5g) 首都高速横羽線 (ll期)新山下ランプまで開通

大黒埠頭第1期埋立事業完成

1985年 (昭和60)人口300万人突破

1986年 (昭和61) 戸塚区を､戸塚区 ･乗区 ･泉区に分区

1988年 (昭和63)金沢地先埋立完成

1989年 (平成元) 市政100周年 ･開港130周年 r横浜博集 会J 開催

新交通金沢シ-サイドライン 新杉田一金沢八景間開通

横浜ベイフリッジ開通

1990年 (平成2)市道高速2号線 (狩場線)開通



開港場整備と文明開化(-1888)

開悪所の横浜は､つりii状の入り江をふさ<ように横に

伸びた小漁村であったが.江戸の商人吉EEl助兵衛によっ

て1667年に吉Efl新EZlとして埋め立てられたのを皮切りに.

このつりiL状の湾は､横浜新田(1797)､太EIl屋新田(lB54)

等によって書次埋め立てられていった｡このようにして.

今日.横浜の中心市街地となっている地域の大部分の基

礎が､江戸年rqに築かれた｡しかし.江戸末期の横浜市

域全体については､神奈川宿､保土ヶ谷宿､戸塚宿が東

海道の宿場町として町並みを形成していたが､ほとんど

の地域は､江戸に近い位Tにありながら商品生産力の低

い兼漁村が立地しているにすぎなかった｡

嘉永6年(1853)､米人ベリーの率いる黒船が浦半に来航

し､翌安政元年 (1854)の再度の来航により､日米和親

条約が転rSれた｡また､安政5年 (1858)には日米捷好

通商条約が掃拾され､ここに2D【I有余年挽いた江戸事府の

鎖国政策が廟領するとともに､戸数僅かに10(】戸余りの一

寒村であった艇 か､安政6年 (1859)には開巻のgBと

fJ:り､歴史の舞台に豊g!することとなる｡

書府が開幕埠を日米修好通商条約で決められた神奈川で

fJ:く､横浜としたのは､措地として優れているというこ

とであったが､実際は国内の不穏な情勢のなかで､外国

人が東海道筋に居留する際の混乱を危供したこど､横浜

村の地形が丘陵と入江に隔てられ､長崎の出島と同様な

隔世された条件を鮪えていたことによるとされている｡

横浜の開溝等整備は.その既成事実化を急<事府により

暮々と進められた｡

開薦当時の扶浜は､4つの確によって局内と遵漉された

島状の土地を中心に形成され､溝の付近に設けられた内

門によって囲まれた地域は r関内J､その外は r閑外Jと

呼ばれた｡胸内の中央部.現在はgR庁のある甥所に運上

節 (税関に相当する役所)がTかれ､それを境に､南側

が外EEl人居留地.北側がEl本人居留地として指定され､

政策的な商人の移住も行われた｡その後横浜は､生糸や

莱 ･海産物などを主とする商姥又易の場として発展し､

明治推薪ころすでに里易額は全国の約8割を占めていた｡

横浜実易の拡大に伴い.外包朝から自治権の確立を含め

た居留地の立命拡充などの要望がなされ､その転乗､元

治元年 (1864)第2回地所規則 (横浜居留地*+)か書

府と美 ･米 .仏 ･≠4ケ白との隅に転ばれた｡さらに､

&応 2年(1866)の大火を契8Lとして第3回地所規則(横

浜居留地改造及び競馬場､基地等的暮)が同年綿岩され

た｡この規則の実施は書府から明治政府に継承され､洋

式公園 (現横浜公園)､歩車道分彬の暗20閲の大祐路 (現

日本大通)､その周辺の防火建築帯の完成をみた｡この規

則は､現在の横浜の中心部である関内地区のす格を決定

するとともに､今日の都市計画の事本的要素をきんであ

り.まさに我が国の近代都市計画の先駆として評価でき

るものである｡

一方､明治政府は書国強兵.殖産gQ業政策のもとに､欧

米技術の8t億的なさ書人を図った｡特に外国との窓口とTJ:

った横浜は,単に物流の拠点としてだけでlJ:く､t債 ･

電話 ･近代上下水道､鉄道､ガス虎等の新しい都市づく

りに関する技術がいち早く移植された｡また､新知ほや

情報の流入とあわせ､経済 ･文化面でも先便的役割を果

たすこととなり､国際平易都市として発展することとな

った｡

事町)り(d衷■tJ8両J:りtll東町会所の時相 をiZC)明治7年

l



築港と工業招致(1889-1922)
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明剃 7年 (1884)剛 ､ら･横浜潜の出入外航船舶臥 外

帥 易Jlが廿大するに伴つこ 商法会抜所 (現商=会議

節)､摂行等の商業金融機関が艶備されて､近代的大港湾

建世のJt肘 ヒが望まれるようになった｡

ようやく明治22年(1889)･イギリス人技臥 H･S･パー

マー案による横浜港修築第 t期=事が書=され､明治29

辛(1096)に竣工した｡この結果､港内の状惜rま一新さ

れ､舶舶鎖地は150万坪に及び､面柵においては欧米活着

に劣らないまでになった｡しかし第 1期工事による整備

ち.臼井戦争後の外国臭易の急増､経済dt勢の変化に対

応できず､第2朋=事が､明治32年 (1899)にf=され

た｡この工事は､前 .故郷こ分けて行われ･前期=事と

して我がEEIJt初の係船壁等の整廿が行なわれたが･政府

は8書tt争による井金柾を理由に工事の無期延期を決め

た｡そのような状況下で横浜市は.事業升を負担する旨

の書見を準え､工事JB横を梗fFすることにより､引き続

き後JqZ事が明治39年 (1906)に*手され､大正6年

(t917)東洋一といわれた新着埠頭を桂とする第2期築

港=事が完了した｡この=事事の負担方式は､以後､港

湾計画立案に横浜市が参画する道を開き.その後の港湾

幾何方針に一石を投じることとなった｡

-万.=井についても､横浜ドックの完成 (1897)をは

じめ､生麦浦から仇屋町にかけてのiI見､神奈川臨海部

の埋立が明治30年代後半から続き､京浜=蕪地帯の基盤

が形成されることとなった｡

しかし.明治32年(1899)の治外法権の触庚､さらに明治

44年 (1911)の我がEgのEn税自主権の捷待により､これ

までの特椎に守られて隆盛を誇った外国南光の努力も衰

え始め.併せてtX浜居留地の位暮付けは相対的に偉下し

ていった｡

明治22年(柑89)､市町村制公布に伴い横浜に市枚がしか

れた｡第4代gt浜市長となった市原盛宏は､明治36年

(1903)に.tA浜の軒市形成に関する基本方針､｢横浜市

今後の施枚について｣を発表した｡そして､その中で港

沖gEt.工業化奨励策を促し､現在の用途地域制のさき

がけである r=兼地区｣の指定を生み出した r産集基盤

屯叫｣､住宅.別荘を招致するための r衛生地区Jをもり

込んだr生活基転施設｣､さらにr都市政矧こ腕する委員

会｣の投暮を捷奏した｡これは､日搭載争勃発による地

方財政無指という事態に直面することになり､具体的な

事#としては展托しなかったか.今までの受身の姿勢か

ら枕浜市としての自立的施策を捷案していることは注目

にtする｡

我が屯t初の近代都市計画法制である東京市区改正条例

か大正7年(1918)横浜市に挙用された｡翌年発生した

大火をねにtA浜市は大正9年(192t))､挽許の道路拡張を

主とした市区改正事業に書手､大正11年(1922)竣工し

た｡しかし､頚岳隻dBを壬fJ:内容とした市区改正事業だ

けは､第一次大戦後の産業jl本の急連な台iRrこ伴う=業

化､都市化に対応できず､大正8年 (1919)r都市計画

法J､r市街地建築物法Jが制定された｡翌年､横浜市は

r大棚乗込投のJR乱 を発表､,S定都市計画の垂木方針

を担定し･この方針に基づいて大正10年 (1921)都市計

画区域･同12年 (1923)商業 ･=業 ･住宅 ･末指定地域

の指定を内容とする用途地域が決定された｡また,大正

l博 (1922)に防火地区の指定がなされたが.施行をみ

る矧こ南東大地書に4遺し､天矧 こ移されなかった｡

大正H年JI包(ED土地1長先行)地形田
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震災復興から戦時体制へ(1923-1945)
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大正12年 (1923)9月 1日午前11時58分44秒マグニチュ

ード79といわれる大激震力＼関東地方を購った｡この大

地震と同矧こ起こった火災により､横浜は開港以来の経

済的 ･物的蓄積に壊滅的打撃をうけた｡被害は全市に及

び､宅地総面柵の8割が焼失し､港湾設備も埠頭や倉庫

の大半は被害を被るなど都市機能は完全に麻湾した.

震災密矧 こ際し､政府は帝都役興院を設けるが､横浜市

の要請もあり､帝都復興計画に横浜を含めることとなっ

た｡横浜市は､復興計画案として､港湾設備の拡大､鉄

道網の再編､都心部の拡張､道路 ･公園の整備など､現

在も都市計画の課厄とされているものを提案した｡

しかし､政府は財政難を理由に市案を大幅に折小した｡

国の姿勢は､復興ではなく復旧であり､それも自治体の

経営に任せることを基本とし､国力を国防､軍備拡張へ

傾けるものであったo杏終的には､港湾整備は､復興事

案外とされ､さらに､街指の拡張､拡幅は最少隈におさ

えられ､区画整理も中心部のみに縮小された.また笹興

事業は､国と自治体にJ:る分担とされ､辛拳主体が国の

各省所管､復興院､県､市と多元化し､統-性､効率性

を欠く結果をもたらした｡

復興計画の美方割こ際しては､宅地の一割以下を道路 ･公

園として熊dt提供 日 割以上は捕fK金交付)し3iの整備

を行う区画整理や､耐火建築物を兼務づける防火地区の

拡張に対して反対運動が起こるなどの問題はあったが､

昭和4年 (1929)頃までにほほ完了をみたのであるCま

た横浜市は､米米公債の募集により資金難を乗り越え､

独自に市電指線の大拡張､小学校の鉄筋コンクリート化

などを重点事業として行った｡

-方､地方財界の ｢横浜在興会｣を中心に活発な経済を

興への動きもみられた力＼ 震災前からの優性的な不景気､

阪神工業地帯を背景にした神戸港の成長などにより国際

貿易港としての地位が揺らぎつつあった｡これに対し､

横浜市は､｢≡大政策｣を打ち出した｡すなわち､大防波

堤の築造にJ:る港湾整備 (昭和2年 (1927)肴=)､=菓

都市への転換をねらう臨海=薬地帯造成､及び､=英地

帯として成長しつつある鶴見 ･保土ヶ谷地区の市域拓人

である｡すでに大正初期から臨海部の重=美化を予期し

た民間の手により企画された鶴見河口埋立が昭和2年

(1927)には着工し､さらに京浜運河についても計画が

されていたO他方､横浜市においても市営埋立が着手さ

れ､加えて鶴見臨海鉄道など産業基盤施設整備も進み､

商業貿易都市横浜は､急速に=半都市化した｡昭和8年

(1933)には､=羊生産の6割以上が重化学=業とTJ-っ

た｡

昭和6年 (1931)の満州事変は横浜の軍需工業化を促し､

肪空上.効外へ=場の分散を図り､金沢､戸塚､港北方

面なども､軍事工業地となった｡しかし､本市の工業都

市化の望ましい形である港との関連=葬は､その後､泉

易統制などの軍需優先政策のため実現しなかった｡戦時

下､都市計画も､防空計画の一環として､建物疎開､防

空空地､防空緑地帯が中心となり､横浜の葡づくりは停

滞してしまう｡



戟炎からの復興(1945-1960)

車二次世界大戦中､京浜工業地帯とZE要港湾を有する横

浜への空事は激しく･Z災以上の被害をもたらし､敗戦

矧こ臥 実に市街地の42%を坑夫するに至り､半世紀の

pqに2度も廿兼的打事を被った｡さらに敗戦の混乱の中､

占領書にJ:り大規模fJ:接収を受け､全国の接収面材の62
%を横浜が負うこととなった｡

虎丹原の中心部は兵舎が建ちならIS;萎地の印となり､生

命線である港矧ま､その90%の施設が接収され､流通81

能の俸下.商社金融機関の他都市への流出をもたらしたC

昭和25年 (1950)の戟鮮戦争の特群による日本経済の立

ち並りのきざしとは某腹に横浜でほほ収延期の可能性が

高まり､横浜の経済は9?薄を掃けた｡

戦災al井計画は､政府の方針により､百年の大計となる

理憩的都市改造が意回され､横浜市も市内一円に25-loo

mの広肯JL街路 (防災道路)を120bTl､また､区画整理を

2.073haにわたり計画した｡しかし､敗戦後のインフレ.

良書雌､物Jt欠乏で政府は､大将な事辛縮小を行い､横

浜では､中心部の接収地や､票災復興地区を除いた周辺

部で捲きはぎ的に計画され､その後の横浜の成長に耐え

る都市施設を形成することができなかった｡

他方､建築物の整備に関しては､戦災i空興の遅れた閣外､

Bh内地区を中心に昭和27年 (1952)の耐火建築促進法に

萎つく r防火建築帯｣の指定と共同建築の推進が図られ､

全国の防火建築帯の15%が造られたがt施笈の時期的遅

れと補助手続きの煩雑さ等もあり､十分な建築帯を形成

するまでに至らなかった｡

唱和22年 (t947)には､薪寺法下､地方白岩制度が確立

され､また昭和25年(1950)､養芳志により横浜港が国営

港から市の管理下へ移されるなどの､-連の民主化政策､ Ib-

'~ト: ∴ ‥:l''1.-L三∴ :丁 -A::ll.:lr I ･ ∴ ･ ､ 一 一 ･･
高まった｡しかし､地方財政は圧迫されており､接収の

耗く横浜は､ 市税減収､赤字の累積を生み､昭和27年

(1952)戦前水中にもどった人口に必要な生活施設の隻

dlに手をつけられない状況であった｡戦災､そして今E]

まで続いている接収.経済の立ち遅れの三正吉の時代で

あった｡

唱和30年 (1955)頃になると､抜収解除､復興事券の一

応の収束.さきに述べた接収解除された中心部での防火

建築帯の助成などが推進され､ようやく再建へ歩み始め

た｡しかし,商社等の東京流出や､航空横の発達に伴う

害舶の戎少､コンテナ化への対応の遅れなどにより､横

浜善の地位は低下していった.一万､経済の高度成長を

支えた日本のA化学=菓化策は､横浜にも大きな影書を

もたらした｡その絵果､横浜の=集都市化は一層進み､鳶

の性格も=#港へと変わった｡講海工業地帯の造成が市

政のt要な方針となり､本牧埠頭､及びER連産菓用地の

隻句､大黒埋立による租見陸海=集地帯の拡張､さらに､

根岸湾の埋立と抜き､近代的大工等の誘致が始まった｡

同矧こ､鉄道の延伸や=場用水適の姓億､進出=場の画

定犬重税の免除を行う=場誘致条例の制定などが行われ
た｡

この時期､すでに郊外部の人口増の傾向が見られ､鉄道

のターミナルである横浜駅周辺に商業中心地の形成など

が起こった.しかし､戦災復興からエ射 ヒ正視の市政の

中で･上下水乱 字種などの生活施投整備は進まず.ま

た･住宅水準も､戦前以下のままであった｡

L 這 _ふ ノ 払あ ' 1 1 _千 - -
tt災す井区両党BE+事の先行状況El)1号JtイJTス(反町地区)
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急激な都市成長への対応(1960-1978)

昭和35年 (196【I)､政府にJ:って所得倍増計画が策定さ

れ､横浜市はこれに呼応して､=場誘致条例の制定､工

業地の埋立等､工業開発を積極的に推進したOまた､同

時期には､山下埠頭(1963校=)､本牧埠頭(1970竣工)等

の港湾整嵐 横浜新道(1959)､第三京浜国道(1965)､首

都高速横羽線(1968-神奈川ランプ､1978-横浜公園)､

東名高速道路(1969)等の幹線道路や臨港i共著(新港埠頭

～LLJ下埠頭)､田園都市線 (～長津田､Tg63)､根岸線の

延伸 (一大鮎､1973)等の都市基盤が整備された｡

一万､昭和3D年 (1955)頃からの急速な経済成長に伴う

首都EElへの人口集中により､東京からあふれ出る人が周

辺都市に定書し､ベットタウン化が進んだ｡横浜市にお tRJf井の埋め立て昭和36年頃

いても一時は､一年に約10万人という急激な人口の伸び

を示したが､郡市基盤施設が十分に整備されTJ:いまま人 ■177

口や産幸活動が増大することにより､土地利用の混乱に 】LIj

よる住環境の悪化､開発行為による水害の危険､道路混

雑等が生じる一方､市民生活の基盤である学校､病院､

下水道等の公共公益施設の整備不足を招いて､いわゆる

都市問題がいたるところで発生したOさらに郊外部の開

発に伴う多数の新市民の流入は市民意書取の多様化を招い

た｡

このような新たな局面に対応するため､横浜の市政は工

業開発等産蕪基盤整備優先の都市づくりから､r市民生活

優先｣､r市民参加｣の都市づくりへと転換することとな

った｡そして横浜の都市構造を､これまでの歴史的経緯

を跨まえて､｢港湾｣､｢=業｣､｢住宅｣機能と､これにカロ

えて ｢国際文化管理都市Jの形成をめざすものとし､昭

和40年 (1965)6つの基幹的事業 (6大事業)の推進が

岸案された｡6大事業は､いずれの事業も単一的な事案

でなく､いくつかの事業が複合する総合的な計画であっ

た｡これは､(都心部強化事業)I(金沢地先埋立事集)､

(港北ニュータウン建設事業)､(高遠鉄道建設事業)Lく高

速道緒網の建設)､(ベイブリッジ建設事業)から成って

いた｡昭和39年(1964)､埋立地に進出していた企業の設

備建設をきっかけに企業と市が r公害防止協定｣を締結

した｡これは､以後市内のみならず全国的な公害防止運

動とその解決策のモデルとなった.

すでに述べたように､無秩序な宅地開発は､土地利用の

′昆乱と市民への都市的サービスの低下を招き､巨大な行

政甫要を引き起こした｡このため､昭和43年 (1968)に

｢横浜市宅地開発要約｣として､区画盤理や住宅地造成

事秦等の許認可に際して､法令の定める基準の他に､道

路､公園､河川､学校等の態備基準を定め､開発誘導を

行った｡

さらに,新都市計画法による市街化区域､市街化調整区

域の区域区分(線引き)､用途地域措定､高度地区など他

の地域地区制の総合的活用､日照等指導要綱の制定､市

街地環境設計制簾の制定などが昭和45-48年 (1970-

1973)にかけて次々と実施され､都市づくりとしての横

浜の特色がつくられたo

これらの施策に加えて､街づくりにおいて､横能性や経

済性だけでなく人間性の追求に読点を3Eく全国的にもめ

ずらしいアーバンデザイン行政力＼ 昭和40年代の後半か

ら行われ､｢都心部における緑の軸線の形成｣.｢LLJ下公園

周辺地区の街区指gF｣､r都心プロムナード｣､｢都心商業

軸の整備(馬車道､伊勢佐木町等)｣､｢山手景観風致の保

全J等が実践された｡
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安定成長期の衛づくり
(1978-)

帥 昨 (1973)･世界的な蹄 変動 (オイルショック)

をきっかけとして､我が国の経済成長政策は変更を余儀

なくされ 技術革新と節 のソフト化を那 馴こ安定成長

時代へと移行した｡横浜市でも､これまで即 口の一途を

たどっていた人口増は弱ま｡･横浜の都市づくりも､こ
れ3:ですすめてきた抑制的､防衛的な聯 紛 ら･新たな

脚 を迎えるとともに､都市環即 実的向上を目指す施

寸が脚 され- くこととなったCさらに国酎 ヒや高齢

化などの社会基調毛･新たに注目され始めるようになった｡

91す､生活基盤施世や郡市基盤施設整鰍こついては､重

点的な取り組みがなされ､下水道の整備による水洗化普

及事のRZl的向上･生活道路の市内全域舗装化などを果

した｡また､小､中学校等の教育施設も満足できる水準

にAL.浦祉B経 や医汝施投についても整備が進められ

た｡折 基軒施蚊でrま矧こ都心を中心とする市街地と新

たに形成された郊外部とに二分された都市構造を･バラ

ンスのとれた-伴性のある横道への転換を図るため･都

心部と郊外部を連結する鉄道､地下鉄などの公共交通機

JIと青嵐B為や主要な幹線道路などの道指交通ネットワ

ークの曳輔が進められた○この結果､鉄道面では地下鉄

の新横浜一戸塚臥 相軌 ･1すみ野線が開通し､さらにそ

れらの延伸やみなとみらい21線などの新たな計画も推進

されている｡しかし道践面では､高速道路や環状道路な

ど幹JAjh指の整備面で前進がみられたものの.まだ､充

分な水準には至らなかった｡

次に.DJD部では.みなとみらい21､関内､伊勢佐木町､

元町､新本牧地区などの再転億による機能強化が進めら

れた｡中でもみなとみらい21事業は国際コンベンション

汝能をはじめ､業耗 ･文化など多岐にわたる中稚管理機

能を糾 させて横浜の主体性を確保するとともに､首都

は能分俄の受け皿を担おうとするものであり､公共基盤

BB1枚並竹や熊術熊､横浜国際会漁場などの公的施設整備

などが月桐に進められた｡この他新横浜第二軌Dや.副
&心 (tI見.上大岡､戸塚.港北二ユ-タウンセンタ

-)､地域拠点 (郊外部鉄道沿線の主要駅周辺等)でも公

的滝汝屯竹､再開発､民間建設訪中などにより衛づくり

が推進された｡また一方では､横浜港の充実､京浜=業

地帯への先鵡産業や研究所立地促進等経済基盤の強化も

周られた｡

このころより､市民の要望もこのような市民生活の基醍

となる生活事態沌投や都市萎盤施臥 拠点整備だけでTJ:

ベイフリッジの建汝(左から右のJrで並行)

く､より快適な生活環境を求める高次なものと変容がみ 拝の保全

られ､公k､プロムナードの整備や緑地の保全､歴史や

文化をいかした街づくりが進められた｡

平成元年(1989)､横浜市では市政百周年.開港百三十周

年の祭典 丁横浜博覧会｣を開催した｡いま､横浜は次の

100年に向けて､市民の毎日の生活が ｢安全｣､r安心J､

r安定｣の下におくられるよう､快適な生活環境のなか

で心8かな人間性あふれる都市づくりをはじめたところ

である.そして横浜の歴史の中で培ってきた多面的な都

制 I畝 開放的で進取の気質に富む市民性､国際性豊か

な文化などの実在を活かL,市域全体のバランスがとれ.

主体性のある活力にみちた都市､｢ニューシティー横浜｣

の実現をめざす取り組みが進められている｡







位置/地勢/人口

位置
横浜市はL神票川県の東端､首都東京の南西20-40kmの

距離に位3EするCしかし､東京と横浜を結′5く交通機関が

整備されているので､市内から東京都心までの時間的な

距離は小さい｡このため､戦後全国から東京に流入した

人口が周辺部､特に横浜にあふれて､いわば東京のベッ

トタウンともなる原因となった｡こうした東京との位aE

掬係は､今日でも横浜の祷づくりに少なからず影響を及

ぼしている｡

地勢

横浜にはもともとほとんど平地はなく､都市の発展に伴

い､埋立により平野が拡張され､現在の横浜が形づ(ら

れた｡横浜の地勢をみると市域全体に高くはないが起伏

の多い丘陵地が連なっていて､その間を鶴見川､惟子川､

大岡川､拍鳳 日､境川の 5つの河川が走る構造となって

いる｡

このようtJ:地形のため､鉄道は丘陵地の闇をめって走り､

連絡は不規則になりが右で､矧 こ環状の道路が発達せず､

今日の横浜の交通問題の背景にもなっている｡また､鉄

道､道路､河川が丘陵地の間を通ることとなるので､そ

こに立地要因をもつ住宅.商業､=業が混在するという

問題を生じさせている｡

さらに戦後､人口の集中に伴って起こった都市化の波は

丘陵地まで住宅地化し､自然の財産である斜面緑地は失

われていった｡このように横浜の績づくりは､地形的fJ:

要EZaによっても影書されている｡

人口

横浜市の人口は､約323万人 (平成3年(1991日 月現在)

で､東京についで全国第2位となっている｡高度経済成

長期にあたる昭和30年後半から40年中頃までの約10年間

には､対前年増加率5%前後と高い人口増加が続き､特

に昭和Ll0年代前半には､毎年10万人余りの人口増があっ

た｡その後も一時の急激な増加はないものの依然として

人口増加の傾向にあり､平成12年 (2000)における人口

は約369万人と推計されている｡

人口増の内訳をみると､まず､自然増では､昭和3D年

(1955)から上昇し､昭和40年代に再び高い出生率を示

したが､その後は出生率が低下し.逓減を彬引ナており､

今後もこの傾向が続くと推定される｡

一万､社会増は､東京EElの動向に連動して1960年代の高

安縫済成長期と､昭和50年代後半の経済の国酎 ヒに伴う

2度のピークがあった机 今後は国策等による東京集中

の抑制効果がある程度でてくるものの､東京圏への中枢

哲理横能の集積により人口増加の傾向が依然根強いと推

定される｡

人口の年令構成については､年少人口 (0-14才)及び

生産年令人口 (15才-64才人口)が減少し､老年人口比

率 (65才以上人口が全人口に占める割合)は平成は年

(2DOD)に131%になるものと推定される (昭和60年

(1985)では､73%).横浜市の老年人口率は全国に比

べて低く､また平成12年 (2000)においても依然として

低位にある (平成12年の全国値163%)と推定される力＼

高齢化は昭和50年 (1975)頃より全国を上回る割合で進

み､高齢化社会への対応が今後の課題となる｡また､横

浜の人口構造上については､夜間人口に対して昼髄人口

か少ないことが閉環となっている｡昭和60年 (1985)に

おいて夜間人口700に対し､昼間人口896であり､今後横

浜の主体性を砕立L,ていくために､就業や就学の場を増

やしていくことが課屈となっている｡
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･Jd して多くなつ- るのか棚 である｡甜 な折 化

仰 せた】脚 年代には凋 人口の仰 こ伴い住宅地は既

■脚 から郊外へ如 t｡､その撰 ､山林､舶 r蛸

*L/た.-2掛 の宅地化においては公共脚 が十分整

糾 い31まき卯 宅鯛 発か進み･市はこれらの公

JtP の1-に追われ､転乗として市財政を圧迫するこ

とE:なった･-3肺 の地形上 =集と住宅の立地jg地

u■なるため･従来･=gBが立地していた所に住宅が押

L/■鵬 =･m の土地利用がなされた等の間長を生じた｡

tの書.上E:のような高度が 成長期にみられた急激な

■■ItL=雌 すると･JI近は一応の沈酬 ヒ傾向を示して

い6机 郊外鰍か鉄)や丑符の沿線地区等を中心に都市

tJltTL=iL行し･山林やJt地は浪少を続けている｡市

内に井された山林 ･脚 色やA地は甘市生活にうるおいを

JIl.所A･性の向上 レクリエーション活動の億の提供

I ttな書味をもっている.

これら汚された自矧よ 市民共有の財産として有効な保

土方*■の玖村等が果急の汲捷となっているが､単なる

書壬にとど3･らす､開発とのZl和を含めて､多角的な対

応が求められている｡

*た.JEJt相通の転換に伴って､=葛跡地などの高J住

t化やJt71系土地利用への転換等のJZ)書かでている｡さ

らに.而酬 t:区域内の未利用地等については,T重な土

JL*Jとして有効活用を図るため､計画的な立備誘gが

bFとなってくる｡

こうした状況のもとで､今後も開先を適切に扶事しつつ､

公共公首題丘の充実や都市施設との宅合性をとった土地

の書初1J用を図ってい<必要がある｡

9gt.81浜市では､鉄道や幹線道緒をはじめ都市基盤施

R 公共公巷65投の艶輔をgt確的に推進していかなけれ

ばならないか､高J*した地価水iPのもとでは､事業用地

や公共代甘地の確保か杜しい状況となっている｡このた

め･射)のiE保.多様な事業手,Sの確立､公有地の有効

利用事拷合的な対策をZlじていくことが必要となってい
る.

また~万で近年の東京#'D郡に端を発した地価有J*は､

各J9の応矧こより.ようやく沈馴 ヒの方向にあるが､地

軸 ■の再転はまだ予qrを許さない状,Rlこあり､今後と

も増4対策を推進していく必牢がある｡

これから臥 8t涙の土地利用は､Jt地､山林等の自然的

土地利用Lは 少し.辞市的土地利用のうち住宅地.商業

軸 ややI加･=半地はやや沌少､公共用地等は増加す

るものと推定される.市域面gtも埋立等により増加が見
込まれる｡

25.【皿trI一己L∝015.00010.ENX)5_【加0 宅地ZbI は地面fII

3.∝0(千円 rT1)2.m1.tI∝l0 Ar地 JIエlLエJF地 宅地



産業

横浜の産業構造を就業人口から見てみると､昭和60年
(1985)現在､就業人口総数1.151千人のうち､第一次産

業が 1%､第二次産業が34%､第三次産業が65%であり､

日本の他の大都市と比較して製造業を中心とした第二次

産業の占めるり=イトが高く､第三次産業の比率が低く

なっている点が特徴とTJ:っている｡

横浜の=某は日本の経済の高度成長に大きな役割を果た

し､鉄網､化学､石油､輸送機､屯栂等の業種が節海部

を中心に立地している｡しかし､昨今の円高を背景とす

る厳しい国際競争の展開や技術革新の進展を経て､先端

技術産業を中心とする産業構造に転換しつつあり､今後､

国際的分業が進むなかで､横浜が現在の優位性を雑持 ･

向上させていくためには､先端技術産業をさらに発展さ

せていくことが禿筆とTJ:っている｡

また､市内事業所のうち約99%が従業者数99人以下とな

っており地域産菓活動の主要な担い手となっているが､

その多くは販売力､製品企画力､技術力､情報力などの

点で経営的に不安定な変兼を抱えている｡これらの中小

企業については､その特性をいかし､今後の経済社会環

境の変化に対する適応力を高め､個性 創造力と技術力

のある企業へと育成する必要がある｡

横浜の額集については､昭和58年頃から高度経済成長期

にみられた急激な都市化による濃地面積､我家戸数の大

幅な減少に歯止めがかかっていたが､最近の宅地化圧力

の増大に伴い､減少の傾向が再び強まっている｡市内農

業による自給率は､昭和63年には､野菜で28%､畜産物

(豚肉の場合)で156%となっており､今後も都市親業と

いう性格を生かし､農業の維持､保全を図ることが必要

となっている0

-万､経済のソフト化 .サ-ビス化の進展に伴い､市内

での第三次産業の果報が進んでおり､今後も商業やサー

ビス業の生産額は増大の傾向にあるC

商業については､商店数はやや減少しているものの､年

間販売額とは高い伸びを示しており､とりわrj-､横浜駅

周辺を中心とする西区や､戸塚区､緑区､瀬谷区等の郊

外区で､その傾向が著しくなっている｡他方､卸売業に

ついては､東京の強い影牡を受け､商店数､年間販売額

ともに､県内におけるシェアを徐々に減少させる傾向と

なっている｡しかし､横浜港や京浜=業地帯をひかえ､

また､臨海部や内陸部での都市随発が進行するなかで､

県内･市内の豊笥な消菜需要や､産集活動に対する商DDl]･

サービスの供給体制の確立が求められている｡

また､サービス業については､今後市民の所得水準の向

上､余暇時間の増大､人口の増大に対応した生活文化産

業の発展､事業活動を行っていく上で不可欠な対事業所､

サービス幕の強化､人 ･情報の交流を活発化させ､横浜

の情報発信力を高めていくためのコンベンション関連産

業の強化を図る必要がある｡

さらに､国際化 ･情報化が進展するなかで､乗京への国

際的機能 ･中枢管理機能の一極集中がすすんでいるが､

その影書を受け､横浜への本社機能の集積は十分とはい

えず､依然低い状況にある｡今後､首都圏の蕪芹核都市

として､横浜経済の主体性､自立性を育めるため､本社

横能の集積や支店 .支社の機能拡充等をすすめ､横浜の

中枢管理機能を強化する必要があるC

市内蓮井別従#壱敦の推移



今後の課題と方向

横浜市は･昭和48年 (1973)の世界的経済変動 (オイル

ショック)後の安定的な経済成長のもとで着実に街づく

りを推進してきた机 市民生活をとりまく甥矧に の間

大きく変化し､予想を上回る人口の伸び､国際化や高齢

化の進展､自由時間の増大､市民意誠の多様化などがみ

られ､新たな課題が生じているC横浜市が今後取り組む

べき新たな課題と方向は以下のJ:うにまとめられるO

国際社会への対応

都市活hや市民生活の国際化がすすんであり､開港以来

の風土をいかした国際郡市へのさらなる飛Plを屠ること

が■要となっている｡このため､都心 ･副都心などでの

F蕨横能を強化した街づくりと､外国人市民 ･訪問者な

どにとって日常の活動や生活かしやすい環境づくりが課

Jlであり,また市民の国際感覚を豊かにし､国際平和に

Jt献することも重要となっているo

高齢化社会への対応

人口の高掛 巳は雅美にすすみ､市民にとって身近な問題

となっている｡そのため援Egを必要とする高齢者に対し

て､住みtKれた地域での支援体勢づくりがct:り一層重要

となる｡また､人生80年代を迎え､生涯にわたる生活設

計をしながら､充実した生活をあくることが求められて

いる｡さらに,高齢者が社会参加しやすい街づくりも必

新しい技術や情報システムを活用することにより
､
塁か

な市民生活が可能になる｡
地域社会の変容への対応

年々盛んになる様々な地域活動の場を積極的につくって

いくことが
､
地域の連帯や市民意識を高めるうえで必要

とTJ:っているC子
供
､
老人
､
障害者など様々な市民がか

かえる課題に対して地域の中で対応することが重要であ

り
､
地域と区役所が協力しこ青少年の育成や地域福祉

をすすめることが求められている｡

市民の意識と行動の変化への対応

自由時間が増大し､個性を大切にする傾向が強まり､様々

なライフスタイルが見られる｡また､心の壁かさ､生活

の質を重視する文化 .スポーツ ･学習に対する市民ニー

ズが高まっている｡このため､生涯学習の展開､市民の

文化 .スポーツ活動の充実､文化 ･スポーツ施設の整備

が重要となっている.

快適で文化的な都市づくり

道路や下水､公園などの生活基盤の整備をすすめるとと

もにうるおいのある個性豊かな街づくりへの積極的な取

り組みが課題となっている｡今後は緑を保全するととも

に､横浜の特徴である丘と海の地形をいかした魅力づく

りや､開港以来の文化改源 ･地域の歴史的ig産を生かし

た街づくりが求められている｡
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バランスのとれた都市構造

市域の-体性を図りつつ､都市の活力を総合的に高める

ことが都市づくり上の課層である｡このため､鉄道 ･道

路等の交通のネットワークを中心に市民の生活雷を配慮

し､都心 ･既成市街地 .郊外のバランスのとれた街づく

りを具体的にすすめていくことが重要である｡そしてEEl

域の中核となる都心 ･副都心 ･地域拠点の整備を図ると

ともに､市域を連絡する草道､道路網の整備も課題であ

る｡さらに広域的には､首都圏の業務核都市として､経

済､文化などの都市機能の強化をEglることも重要である｡

大都市の経営

人口30D万人を越える大都市の経営には､地域性をいかL/

た街づくりをすすめることが重要である｡このため市民

が参加する祷づくりや､身近な区役所の機能の強化が必

要となっている｡都市の自立性を高めるため､地方自治

体への権限移講や財政基盤の強化など､行財政制度の見

直しが求められている｡







横浜のかかえる問題点

戦後日本経済の急速な成長と数次にわたる国土 ･地域開
発計画の展開は､国民経済芸者部門間の不均等な発展と大
都市への生産 ･流通 ･消耗機能の集中をもたらし､短期

間のうちに世界に類をみない規模と速度にJ:って都市化

を招いた｡今日､このような大都市化と産業関連の地域

的頂点に五つのが首都東京であり､これに生産 ･労働 ･

生活など多くの面で強いつながりをもつのが首都圏内の

各都市である｡

経済の低成長期に入った昭和40年代後半以降は､生産棟

能の言十画的分散化が全国的に進められ､人口構造の変動

にも相対的安定期がおとずれたが､一万では､世界的規

模で進む生産力体系 ･産業構造の転換 (サービス､先端

技術産業化)と情報化 ･交通 ･通信の発展のなかで､全

国経済のネットワーク化が進展し､首都圏への中稚管理

横能や消糞 ･サービス機能の集積がさらに強まってきて

いる｡

横浜の都市としての歴史は､130年前､幕末開園時の横浜

開港による国際港湾都市としての歴史に始まったCその

後は､明治後期以降の京浜工業地帯の本格的形成による

重化学=菓都市への成長と､戦後の高度成長期以降の高

度産業化､首都圏住宅郡市への発展が､横浜の都市とし

ての様相を著しく変化させてきた｡

戦後の横浜は､戦災､占領 ･接収による郡市再建の遅れ

や港湾機能の縮小､中枢管理機能の東京への吸収に加え

て､東京のベットタウン化を余儀なくされ､かつて備え

ていた京浜讃都としての独特の個性や地域性を急速に失

ってきた｡そうしたなかで､大都市化による都市構造の

歪みも著しくなり､交通､住宅問題等深刻TJ:都市間層が

宇頁在化している｡

都市構造上の問題点

横浜は､人口320万人を越す我国第2の大都市に急成長し

てきたが､その反面､さまざまな問題点を生み出してき

た｡これらを都市構造的な面から捉えると次のことが学

lプられる｡

第-に､横浜は､巨大な人口に比べて中枢管理 .業務 .

商業 ･文化等の都市機能の集積が低く､昼夜間人口比な

どにみられるように､雇用､満巽の両面において東京に

依存しており､都市としての自立性の欠如が問題となっ

ている｡

第二に､人口の急激な増加は､社会i3本の拡充のスピー

ドをはるかに越えており､戦災､接収により立ち遅れて

いた都市基盤施設､矧 こ鉄道 .道路等の整備の必要性を

さらに高めている｡

第三に､東京からのスプロール化による流入人口の増大

は､郊外地の無地 ･LLJ林を住宅地として開発し､比較的

豊富にあった緑と自然を奪う篤実となった｡そのため､

残された緑と自然は市民の共有財産として井重な存在と

なっている｡また､郊外部の急速な都市化は未整備市帯

地を拡大させ､都市施設の絶対ZBの不足を招き､地域社

会における日常生活の利便性を低下させている.

第四に､郊外部において人口移動が激しく､新しい市民

が多数流入し､市民意識の欠清化や､地域コミュニティ

の頑威か問題となっている｡さらに､旧栗の市街地と新

しい郊外部の連携の希薄さからくる市域の一体性の欠如

等が問題になっている｡

第五に､革盤整備の遅れもあって､横浜の経済活動の中

心とも言うべき港湾機能が相対的に低下しつつある現状

をくいとめ､機能の充実､強化を図ることによりミナト

の活性化を目指す必要がある｡

既成市徳地の問題点

古くから市街化が進み比較的人口密度の高い既成市街地

では､長い間横浜の下町的イメージをもった街として､

=場と木造住宅の密集した混在的iiiなみを形成してきた｡

そこでは､冠婚葬祭を始めとした市民同士の人情味あふ

れた｢ふれあい｣｢にぎわい｣があったOしかし､昭和40

年代における人口の爆発的増加､自動車交通の絶対的増

加等外的要因からくる影gFが､従来からの社会類本スト

ック不足等内的要因と複雑にからみあって､近年様々な

問題が指摘されている｡

横浜の郡市としての成長は､港から発展してきたことが

第-の特徴であり､開港以来､港湾や曳易の活発な活動

に伴って､商業地や住宅地が広がりをみせ､軌D部を中

心に市街地の形成が進んできた｡-方､第二の特徴は､

高度経済成長期以降に急激にすすんだ東京のベットタウ

ン化により､郊外部の田園都市的構造を後退させ､住宅

郡市的性格がきわめて強い市街地に-変させた.このよ

うな都市としての成長過程は､横浜の既成市謹i地の性格

やそこから発生する問題にも差異が生じている｡

すなわち､横浜の都心部の中核は､車生前から商業 ･葉栗芳

地区として発展してきた関内周辺地区と､戦後商業を中

心に発展してきた横浜駅周辺地区があり､さらにそれら

を取りEElむように戦前からの市街地が形成されてきた地

区から成っている｡この二地区は長い間､=場 ･鉄道施

設等により分断されていたため､築拝等の郡心機能の不

足､交通網を初めとする都市骨格施設の未整備等､一体

的な都心部としてのあるべき姿を呈しているとは吾い難

い状況にある｡

これまでに建築基準条例による住居容稚宰制限や､学校

収容関連の制限等により都心部への無秩序な人口流入を
かなり防いできたが､一万では住居系から商業系への土

地利用の転換により住民の流出が続き､いわゆる人口の

空洞化現象が起きている｡

また､かつては横浜の都市の発展の原動力でもあった大

規模=場等が､産業構造の変換や､住=混在等による厳

しい操業環境下の元､施設の老朽化や､地価の高推､I

薬等制限法の規制等により､近年その土地利用転換が図

られ､今後もその傾向は続くと予測されている｡さらに､

商業 ･業務集積地においては､稔合交通体系の弱さや､

自動車保有台数の増加とそれに対する駐車場不足による

不法駐車問題も覇在化している｡

今後､本市の自立性 ･主体性の確立のため､総合的.I

体的な言十画の基に都心部の強化を図ると共に､本市の頗

づくりとしての魅力ある軌♭部空間を創造していくこと

が必要である｡

一万､市民生活上からは､身近なところでの環境整備を

必要としており､特に､既成市街地における生活環境の

向上は､積極的かつ強力に進めていかなくてはならない

問題となっている｡

市民のE3常的な生活EElを考えるとき､住宅とそれをとり

まく生活関連施設が集中し交通の結節点ともなっている

駅前周辺地区は､市民生活の拠点ともいうべき性格をも

っている｡しかし､本市の各駅前地区の実態は､狭い広

場､狭駈な道招､密集した商店街等多くの解決しなけれ

ばならない間濁点を抱えている｡これらの問題点を整理

することにより､生活拠点としての駅周辺が本来どのよ

うな婆であるべきTJ:のかを模索し､その実現を目指すこ

とは､生活環境の向上を果たすうえで欠かすことのでき

ない課題である｡各地区によってその特性が異なり､し

たがって単純に一律化 1-元化はできないが､駅前を中

心とした市街地整備をすすめていくうえで考慮しなけれ

ばならない共通の問題点としては次のことが挙げられよ

う｡

第-に､本栗､鉄道駅は交通の結節点としての棟能が充

分に満たされなければならないが､この点での立ち遅れ

が指摘できる｡駅前広場の確保､バスターミナルの整備

等か必要とされている｡

第二に､道路の狭いこともあって､人と華が塙積し通行

の安全がおぴやかされている.歩車分離を図り歩行者空

間の充実へ向けての取組みが必要となっている｡

第三に､主要鉄道駅を中心とする日常生活レベルでの地

域拠点においては､商業 ･羊務等の機能集積の弱さが指

摘される.地区の特性を生かした拠点の育成のため､地

区のポテンシャルを生かした商業 .業務さらには駅前に

ふさわしい横距の集積 立地誘導が必要となっている0

第四に､既成市街地での駅前地区には､古くからの商店

街が形成されているが､老朽化した建物が多く防災上か

らも弱い休符をもっているO建物の共同化,不燃化を図

ることにより､商店街の再生と魅力づくりをすすめてい

く必要がある｡

第五に､文化施設､コミュニティ施設等の生活に密着し

た利便施設や公園 ･オープンスペースの不足､老朽木造

住宅密集や､住宅や商業 ･=業混在による環境の悪化が

指摘されており､都市空間 ･生活空間としての魅力と潤

いを創出する必要がある｡

これらの地域では地域住民､権利者等と合憲可能な計画

に基づき､出来ることから実現させ､地域の特性を生か

した多彩な街づくりをすすめていくことが求められてい

る｡

郊外地域の問題点

都市への人口襲中に起因する住宅需要の高まりの中で､

本市の郊外地域における宅地開発は急速に進み､本市で

は､これら宅地開発が無秩序に進行することを防止する

ために､｢宅地開発要綱｣等を制定して必要な公共公益施

設の確保を図ってきた｡しかし全体でみると交通網をは

じめ必要な都市施設は十分とはいえず､地域の中心とも

いえる拠点づくりは未確立のままにある｡住環境の面で

も､土地区画整理事業等の面的整備手法で施行した地区

は､比較的計画的に良好な住環境が保たれている力＼ そ

の他の地区ではミニ開発等が無秩序に進行し､スプロー

ル地域特有の散漫な住宅地を形成している｡

また､自然との調和の面では､市街化調整区域の指定､

市街化区域内の山林 ･農地の保全等を積極的に図ってき

たが､今後も人口の増加が見込まれ､また､研究所等の

文教施設の進出も予想されるなど自然と開発の調和を一

層強力に進めていかなくてはならないC



新しい街づくりの理念

第二次大戦後の我国は.重化学=薬を中心とした技術革

新が進むとともに､東京､大阪肝への人口集中が全国規

模で進んだ｡これは世界的現象としても起こり､かつて

のゲルマン民族の大移動にも例えられるような､農村か

ら郡市への移動であった｡さらに､交通 ･情報 ･通信検

閲の発達は熊村を都市と直積し.もはや都市生活様式は

農村にも背及し､国土全体が都市化社会に入ったと害っ

ても過TではfJ:い状況になっている｡

もともと歴史的に蓄積のない社会東本ストック不足の中

で､土地利用計画も不十分なままに大規模な業務と人口

の兼中が始まり､そのテンポが他の国よりも早かったた

めさまざまな半音 孝心部への過度の業務集領､自

動車の洪水､遺産推通勤によるラッシュ地獄､地価上昇､

密集した住宅､うすよこれた川等々の現象 を引き

起こしてきた｡このようfJ:大都市の弊害による現象は､

かつてアメリカの社会学者ルイス.マンフォードが語っ

ているように r都市は文明の発祥地であり､人類の文化

を発展させてきたが､同庁引こ､その歴史の中でみるよう

に人間を坪外し､類庚させ､文明終書の地ともなる.｣

また､｢メトロ/ボリスはやがて人口が沌少し.人っ子ひと

りいないペンベン華が生えるだけの要珊地域が広がり､

滅んでいく｡Jという趣旨の予苦を想起させる｡現在の大

都市の都心部における人口の空洞化現象などrま､この予

吉を暮付けるものと思われる｡このように大都市を ｢ネ

クD'1(リス(死者の街)｣にしないために新たな街づくり

の理念を確立する必要がある｡

都市は吉うまでもなくそこに住む市民の生活の場であり､

多くの市長引ことって都市は生誕の地であり､成長し一生

を託す定住の場であるから､このような都市を今後どの

ようにつくりあけ､運営しようとしていくかは.21世記

へ向けての市民的Jl大開心事なのである｡

本市の都市づくりは､閑東大兼災と第二次大戦にJ:る壊

某的打事を受け､それに引き続く部分的接収.巨大都市

東京のt:■による蝶発的人口増加にJ:るスプロ-JLr化等々

により､その発展を大きく妨げられた｡このような中で

も､宅地開発要網等 ｢横浜方式｣とよばれる多くの街づ

くり手法をi#入しなから､都市基盤のストック化を図っ

てきた｡一万､近年街づくりの施策の中にアメニティの

向上､地域の個性づくり等､きめ細かな環境計画的視点

のg人が叫ばれてくるなど､街づくりのあり方は大きな

転換期にきている｡

今後､-JIの都市化の進展が予想される中､今ここに21

世記の都市づくりに必要な理念と､それにふさわしい都

市政策の基本方向を明らかにし､挺合的tJ:街づくりの施

策体系を8t築する必要がある｡いいかえれri､今､我々

はJL的対応に違われてきた過去を振り返り.市民の広範

fJ:合意のもとに､21世丑の我々の子孫に持れるような望

ましい都市を残すため努力していかfJ:くてほならfJ:い｡

今後､市民との共通認流をもって軽竹雄愚に立ち向かっ

ていくための街づくり理念としては､
第-に､斉涼の有限性の問題がある.r満車｣｢住み｣｢憩

い｣｢楽しみ｣｢移動する｣という市民生活の基本的活動

が円滑に行われるためには､当然その基盤としてのj:地･

水 ･空気 .自然 ･点群などが不可欠の要素としてあるが.

それらrJ:すべて有限であるという事実を知ることである｡

自然をひとたび破壊すれば生態系のサイクル全体が狂い､

元通りに蘇らせることは捷めて難しく.それは開発にあ

たっての自然との調和がいかに大切かを教えているので

ある｡捜地が漉ればそれだけ転乗が減り､自Ⅰわ車台数が

増えればそれだけ一酸化炭素などの有害物ftがふえる｡

人がJIえれぽゴミの発生も増し､その処理対策が必要と
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なる等々自明のことではあるが､快適な都市生活のため

には､これら基本的なことを市民全体で確証しあい/都

市を計画的につくりかえていかなくてはならない｡

第二に､夷源の有限性を前提に.郡市を過密化から改孝､

防止していかなくてはならない｡そのための r都市の適

正規模｣の間旗がある｡つい何年か前までは都市の人口

増加や市ai地の拡大を.単にその都市の発展と考える風

潮が強かったが､現在の大都市における過密の実,態をみ

れば､これがいかに誤りであったかは自明のことである｡

また､大都市への遇集群が生活町境 .自然Zl境を悪化さ

せ､人間の生命をも脅かしつつあるという危瀕惑はーい

やがうえにも人口密度を適正なものとすることや葉芽の

過兼柵を是正させ､適正な規模に分散.抜i#させること

の必要性を諾派させている｡

第三に.建築的自由をめ<る間JIがある｡大初市への選

集初は､生活EI境を全体的に悪化させてきた机 それは

建築活動をめ<って鋭く浮き足りにされてきた｡狭小な

敷地でのミニ開発､良好な住環境の中への中高層マンシ

ョンの無秩序な良人､郊外地の乱開発､また､商葉地域

などにおけるケパケパしい色彩の建物や広告物､=作物

の氾濫等､都市は全体的に商品化され混乱状況を呈して

いる｡このような都市環境を改羊するためには.建築行

為に対し地域全体で望ましい基準をつくりあrJ､それに

沿った目標に誘gL､時には禁止､規制することが必要

である｡西ドイツでは:土地利用､生活空間の形成におい

ても.次のような原則が確認されている｡｢私的所有の土

地においても建築の自由はTJ:い｡建築の自由は潜在的に

土地所有巷が半分持っているが､それは公共の許箆可に

よって初めて発動する｣そうしなければ､有限の空間は

めちゃめちゃにfJ:り､生活空間の秩序が確保できなくな

るという回民的合寿か得られたためだと思われる｡満員

I辛でタバコが吸えないのと同じ発想で建築の自由が語

られる必要がある｡このような市民的箆三先を早急に確立

しなければならない｡

第四に､都市の魅力,個性､景洩閉局がある｡近年､歴

史的種物や街並を保全する動き.あるいは都市を個性的

で魅力的なものに修景する動きなどが全国的にみられる

が､これらの主な要田として文化面への欲求が高まって

きたこと､全国画一的祷づくりへの反省､歴史的環境へ

の富強の高まり等があげられる｡本市においても他都市

に先匹けア-パンデザイン手法を街づくりにiB入し､-

定程度の成果は上げてきた｡しかし､価fiある近代建築

の多くが取り均し,の危機にあり､相変わらずの広告物の

氾蓋がみられ､よこれた河川はそのままである｡今後､

街づくりにおいて個性､早晩､文化等を考点した街の魅

力つくりを推進していく必要がある｡

第五に､行づくり行政の総合化の伺Jlがある｡人口増加

により行政の仕事は肥大化し､複寺庄化してきた｡都市整

絹のためには多大な財政支出を要するが､俗に3割自治

と言われる中､一定の成果をあげてきたが､ともすれば

r縦割り行政J からくる硬直化､非効率化は否めなかっ

た｡これまで述べてきたように､新しい街づくりのニー

ズに対応するためには､新しい行政感覚やシステムが必

要であり､都市経営的観点も8人しつつ､行政の効率的

効果を発揮し､総合的街づくりを行う体制を強化するこ

とを詑!Bする必要がある｡



21世紀に向けた衛づくり

都市の活性化を求めて

本市は首都姫のベットタウンとしてL昭和30年代からの

開発にJ:り､都市としての構造が大きく歪められてきた｡

そのため東京への通勤 .通学時のラッシュ､市民生活上

不可欠fJ:道路､下水道､公園等都市基盤施設の絶対的不

足､商業施設､文化センター､図書領等利便性 .文化性

のある施設の不足等､都市として自立するための措条件

は充分に満たされる状況にはない｡都市構造の是正を始

め都市空間の撫能を更新し､住みよいiiiにすることは､

蔀市の活性化をめざすための書大の課長である｡

そのため､都心部においては広域的観点からの軌Dの形

成.既存軌CL部の-1の強化､街の魅力づくりを進め.

またいわゆるインナーシティ間JEといわれるような既成

市iii地の悪化､人口 ･産業の売出等の改善を進める｡蔀

心推能を補完し､中城生活丑の中核としての副都心の撫

能強化､および主要鉄道駅を中心とする日常レベルの地

域拠点での交通 ･商業 ･兼驚 ･文化 ･行政サービス等の

槻能向上を図る｡さらに郊外地域においてはミニ開発の

防止を始め､計画的市街地整備を推進し良好な住宅地の

形成を図り､農地 ･山林等の保全と開発の調和を保って

いくことなど､地域特性に応じて地区整備を柵健的に推

進し広域的なネットワ-クの整備と併せて､都市の活性

化を目指していかなくてはならない｡

そのため､下紀に述べるような視点から､21世紀に向け
た街づくりに取りiElむ必要があろう｡

l)首都圏の業務核都市の形成

首都圏における東京都心部への-唖依存型8t道を改善す

ることは.大都市EEのEg有の開溝岸決に大きな役酌を果

す｡特に首都CEIは大板井と異なり東京-点集中頼向が強

く､周辺都市の殆んとは夜間人口が昼尚人口を大嶋に上

廻っている｡さらに深刻なことに現在でも他都市からの

業群棲能の東京への移転が続いている｡

このような過集gtを何とか防<ためには,文化 ･教育横

閑を始め中枢管理撫能を本市や周辺都市等へ分散し､首

都EElの均衡ある発展を怒っていかなくてはならない｡本

市は人口320万人を有する日本第二の都市でありながら､

他都市と比べ官庁 .大企業の本社の集glはきわめて少な

く､逆に横浜で育った大企兼が本社を東京へ移転すると

いう事態さえ生まれている｡このような状況を放tして

おけば､本市の都市としての主体性 ･自立性などはさら

に違い特栗の事に柊わってしまう｡昭和62年に21世妃に

向けた我国の国土形成の指針となる r第四次全国捲合開

発計画｣(略称､四全捲)が策定され､その整備方針に沿

って､本市は乗京脈の半株核都市として首榊 能の受け

皿づくりを進め､その8L位の一部を分担するとともに.

故浜の独自性を発洋するtk能の強化に本格的に取り組む

必要に迫られている｡そのため､新しい軌CL部の創造を

めざすみTJ:とみらい21事業を蔓軸に､従来からの都心部

の-fiの機能強化､広域交通拠点である新横浜第二都心

での都心機能の立地促進､港北ニュータウンセンタ-也

区等削軌Elの整備強化を推進し､併せて広域的かつ高次

の集群 ･商業 ･文化などの郡市横能の集積により､横浜

の主体性 .自立性を確立し､首都日凱こおける葬務核都市
の形成を図る｡

2)都市拠点の形成

そもそも都市は､市民が T憩い｣｢住みJ｢血書Jr学びJ

rJtい物｣するglであり.市民の r共同的享受｣の甥で

あるから､そこでは当然市民に身近なところに魅力ある

就業の場が確保され.楽しいショッピングができる商業

施設があり.文化の香り高いコミュニティー施投があり.

教育を受ける各確の学校等がなければならない｡

このような都市を実現するためには､都市活動が-点に

集中することなく､地区の特性に見合った機能が､市域

全体に適切に配Jされるとともに､それぞれの地区か有

機的につながりを持ち､槻能を分担していくことか正要

である｡そのためには､都心 ･副都心 ･地域拠点等の竪

鮪を進め､各種都市横能の集gt･強化と市域の一体性の

確保を因る必要がある｡すなわち､都心部においては､

みなとみらい21事集の推進により都心称の-体化と都ICL

81能の強化を進め､新横浜第二軌Clにおいては交通拠点

性の肇化と共に多様TJ:都心8L能の集絹を図る｡また港北

ニュータウンセンター地区､fI見 .上大岡.戸塚駅周辺

地区は､都心撫能を補完する副布山として､また､中唖

生Ji冊の中核として､携能強化をBZlる｡さらに､主要鉄

道脈を中心とする日常生活レベルの地域拠点においては､

業梓 ･商業等の撫能集fIや脈前広場等の公共施奴整備

等々､地域の特性をいかした拠点の育成を図るとともに､

各拠点間､住宅地と拠点とを転ぶ交通網の整備を行うこ

とにより､多核的な都市構造を目指し､市域のバランス

ある発展を図っていく.

3)都市の魅力づくりの推進

社会的 ･禁講的tB勢の変化と､市民の社会的号泣の変化

はL市民が都市に求めるものに多様化をもたらしている｡

例えば､超高Jrピルのもつ壮大さ､ダイナミズムへのtL

れは､一転して非人肺的なものへの拒否反応へと変わる

gl合や､かつて車が都市活hの主役を講じていたものが､

今では人間が楽しく安全に歩ける街の価卓が再箆nされ

ている等々､の変化が起きている｡従果､ともすると街

づくりに襟しては､新しいフィジカルな r施設Jを割り
出すという側面だけが強的され.地域のもつ歴史･風土･
雰囲気といったソフトな面での要素が無視または軽視さ

れが右であった｡今や都市の糖能性 ･利便性よりもアメ

ニティ.ぬくもり･落ち書きといった価値の方に市民の

日が向きつつあるようにも思われる｡新しい都市書十画の

モチーフとして､人間の視覚的イメ-ジに訴える都市の

美しさ､景観といった新たfJ:腐力づくりが求められるよ

うになってきている｡都市は多様な創造活動をおこなう

壕であり､都市Eg有の個性と誇るべき文化 ･歴史EI塊を

見つめ直し､それを街づくりの中に活かしていかなくて

はならない｡すなわち､それぞれの地域での地理的な特

命や自然特性 ･歴史性等を考慮した個性ある街づくりを

目指し､実現していくことで､そこに住む人々が自分運

の街に誇りと愛書をもつことになろうし､また､そこを

王方れる人々にとっては､個性的な街に接することによっ

て新たな発見の喜びを縛ることにもなるであろう｡

地域の魅力づくり､歴史的環境の保全､都市デザインの

強化等による､魅力ある都市空間の創造､アメニティ皇

かな都市環境の形成は､行政と市民が一体となって取り

組むべき課題であり､都市の活性化を求めるための課虎

でもあるといえよう｡

4)住民主体の街づくりの推進

健全TJ:都市としての基本的要件は､r安全にJr快適にJ

かつ r便利 に｣生活が営めることであり､このような耳

境をつくりだすことは､行政のZE重な役割の一つといえ

る｡しかし､住民も行政に都市環境､生話EI塊の改書を

ただ要求するだけでは､街はよくならない｡

現代社会に住む都市住民として､共同生活意班に横さし

た ｢自分運の街は自分連の手で｣という自Xがあって始

めて､行政に対しても ｢良好な街づくり｣を求める権利

か生じるとも言えよう｡

従来.住民にとっての街づくりは､｢はじめに計画ありき｣

であった｡しかし､今,都市における居住環境の改善､

地域の活性化等､多様化するニーズに対応したきめ細か

なldiづくりを行っていくには､住民自らが自分連の住む

街の帝釆像を考え､主体的に活動する住民参加のiiiづく

りが大変壬要なものとなっている｡

その街の独自の存在価値を､長所や短所を日常性の中で

整理されていないままではあっても､書もよく知ってい

るのは住民自身であり.我が街づくりとしてJlも深く考

えることができるのも住民自身である｡街づくりの出発

点は､このような住民間のSL合いの中から､rなtt街づ

くりが必要1:3のかJrどのような街づくりでなければなら

ないのかJを明らかにすることから始まる｡そのような

時間のかかる地道な努力の積み王ねによって8iづくりに

対する住民間の合意形成が図られていくのである｡

住民が行政や関係槻関と対等に法論できる衛づくり計画

を､自らの手で作成できることは理想である｡しかし街

づくりをどうするかという班愚は､一般的には住民にと

って未だ日常的朋ICl事までにはなり得ず､章雄は必ずし

も高くないのが実情である｡また､住民主体の衝づくり

といっても確立されたルールがある訳ではない｡むしろ

それぞれの街がその成り立ちや特性を異にし､ZT境や条

件か異なっていることを考えれば,各地区の事frにより

千差万別なのである｡しかし､常に住民の合書形成に基

づく住民主体の衛つくりという琵講のもとに進められな

ければtJ:らない｡r住民主体の街づくり_-このことはまさ

に都市活動の推体的,i性化を図る芳なのである｡

5)都市経営的視点の確立

社会の成熟化の進展にともない都市においては､市民の

様々なニーズに糾極的に対応していくとともに.長期的

な都市づくりを進めていくことが求められている｡市民

が快適性や文化性といった心の豊かさを強く求めるJ:ラ

になった今､街づくりにおいてもハードからソフトに至 し

る3=での幅広い施策を措合性をもって進めることが求め

られ､いわゆるたて割り行政では対応が粧しい状況とな

ってきている｡さらに､かつてのような高度経済成長か

望めfJ:くなった今日､都市は:これまでと異なり四の支注

も多くは期待できない状況にある｡したがって､自らか

必衰と=夫による自立的TJ.都市づくり､'tBづくりをすす

めることか不可欠となっている｡都市は市民を中心に企

業や団休 .行政携閑などの様々な主体によって運営され

る共同体であり.衝づくりにおいても市民や民間が主体

的に参加して進める面が多々ある｡そこには､個々はも

とより全体での経官的視点にたった施策の展臥 E]げの

設定.誘導策､役割とルール等の明確化 ･確立化が必要

である力＼ こうした市民の参加や民間活力の活用など関

係者が連携 ･協力し､活力ある街づ<りを進めていかな

ければならない｡
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バランスのとれた都市構造の形成

国際化 .怖甲化の進展にともない､首都圏､特に東京へ

の諸機能の一極集中が進んでいるが､これは均衡ある国

土形成にとって望ましいことではない｡そこで､21世紀

に向けたわが国の国土形成の指針となる第四次全国総合

開発計画においては､東京への-樺菓中構造を是正 L,､

多極分散型国士を形成することを基本的E]横として設定

している｡この中で､首都圏においては､複数の業務核

都市を育成 .強化し､東京都心部に集中している業務機

能等を分散配韮することにJ:り､首都圏を多核多圏域型

の地域構造へと転換 していくこととしている｡

横浜は人口320万人を編する我国第 2の都市であり､首都

圏の蕪辞核都市であるO首都機能の-部を担い､中枢管

理棟能､国際機能等を強化するため､広域的な交通体系

や情報基盤等の都市基盤施設の整備を進めるとともに都

心､副軌 Dを強化 し､美辞 ･商業､文化などの都市機能

の集積を図り､横浜の主体性を確立 していく.

現在の横浜の都市構造は､昭和30年代後半から40年代中

葉に至る高度経済成長によりさまざまな髭やを受けてい

る｡就業や経済活動などの東京への過度な依存､ベッド

タウン化による郊外部の土地利用の変化､都市基盤施設

の立ち遅れ､市域の-体性の欠如などがそれであるdこ

れらの解決のため､今日まで､高速道路や幹線道路など

の骨格づくりや都心､副都心､地域拠点の整備による都

市機能の強化､市域の一体性確保に向けた対策などを進

めてきている｡しかしながら､まだ満足できる状況では

なく､引きi売き､都心部と郊外部､そして市域全体のバ

ランスのとれた発展のためこれらの施策を進めていく｡

横浜では､自由時間の増大や高学歴化などによる価値観

やライフスタイルの多様化を背景に､従来の地域､帯域

とは別に､市民の行動が重夫道沿線等を中心に広域化､多

様化 してきており､このようなことに対応した総合的な

街づくりの推進が必要とtJ:ってきている｡そこで､中城

生活EElという概念を新たに設定した｡これrま､これまで

の市域 ･区域を基準にした街づくりではなく､鉄道､道

路等の交通ネットワークを中心に展開される市民の生活

EElに配慮 した祷づくりを行うための概念である｡この概

念を取り入れるため､市域を 4つの生活EElとし､その中

核として副都心を配置 している｡そして､街づくりとし

ては､中城生活EEl内の副都心や地域拠点の整備を進める

とともに､中域生活圏内の拠点を連絡する交通ネットワ

-クの形成や拠点等に文化 ･スポーツ等の全市的施設､

方面別施設を配3(していく｡

横浜を首都圏の業務核都市として育成 ･強化 し､市域の

バランスある発展を実現するために､以下に示すように ､

都心､副都心､地域拠点の宅儀を進めるとともに.既成

市街地､郊外部､韓海部についても街づくりを進めてい

く｡

q見区 1tB_8101](㌔9080 99.6-ski.393_791.a90_7906

神宍引H区 ー【臥6

西区 ー56.6

中区 2α】.1
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保土ヶ谷区 79.1

旭区 閃.8 89_6

親子区 88.g

金訳回 B8.5

港北区 B7.9
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戸蝶区 78.3

3I谷区 7d.2



都心の整備

JI浜で臥 横浜僻周辺地区･関内 ･Bg外地区などの既存

の地区に新たに整備を進めているみなとみらい21地区を

ぁゎせた潜を中心とL,た地区と･新横浜駅を中心とL/た

地区 (第二DID)を都心として位牙付けているo

dL浜が就業の甥を東京へ依存している状況を打開し･首

都肘こおける業務核都市とL/て自立するために､これら

のgJDを次のように封 じしていくO

.葱を中心とL,た都心については､みなとみらい21地区

の昏竹を中心にそれぞれの地区の特色をいかL/ながら

充爽･射 ヒし､総合的に一体となった魅力ある軌Dを

形成していくo

.薪坂浜第二gJDについては､東海道新幹線ひかり号の

大けな噂符串と高速鉄道3号緑の閑適を契鰍 こ､#'D

8蛸 が糾 しつつある机 周辺地区を含めて基盤整備

を進め広域拠点性を酎 ヒし､都心にふさわしい機能の

立地を促進していくC

副都心の整備

Nl浜でIL 港北ニュータウンセンタ-地区､鵠見駅周辺

地臥 上大岡駅周辺地区､戸塚駅周辺地区を副都心とし

て位t付けている｡副都心は､都心機能を補完する地区

であり､また､中城生活圏の中核となる地区であるが､

郁心への半群 ･商業槻能の集中や憐接諸都市の成長が進

もなか､これまで十分な横能集積がなされていない｡

そこで､8I能強化をBZlるため､再開発事業等を進め､美

耕･商業棟能の集絹を回るとともに､文化 ･スポーツを

はじめとする広域的な市民利用施設等の整備を進める｡

さらに､中域生活ERl域内において､道路 .鉄道等を計画

的に菟輔し､副都心を中心とした交通ネットワークを形

成する｡

地域拠点の整備

q浜では､特定の鉄道駅周辺地区を日常生活の中心であ

る地域拠点として位3r付けている｡現在の地域拠点は業

務 ･喝井等の枚能集初が低く､また､駅前広場が未整備

の地区もあり､地域の特性をいかした拠点の形成が大き

なELtLとなっている｡また､交通嬉節点に位3rするため､

BJ都心とともに,中城生活圏の拠点としての横能をあわ

せもっことも必要である｡

このため.駅前の再開発事業等を推進し､業務 .商業､

文化 スポーツ撫能の集積を図るとともに､市民利用施

叫 の隻句を進めていく｡
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既成市街地･郊外部の整備

横浜は地形上､市域全体に起伏の多い丘陵地が連なり､

その間を河川が走っている｡鉄道や道路は丘陵地の間を

とおり､そのJ:うTJ:地区から住宅､商業､=葉が混在す

る市街地の形成が進んだ｡そして､高度経済成長を背景

に､急激な開発rj:丘陵地に及び､公共施設が不十分TJ:市

街地が無秩序に形成された｡このため､既成市街地にお

いては､道路の狭陰､老朽木造住宅の密集､住宅や商菓･

=葦の用途の混在化､緑地の減少等により､防災や住環

境の面で様々な開腹を抱える地区が存在し､郊外部にお

いては､道路､公園等の都市基盤施設整備の遅れなどが

住環境に影準を与えているOまた､iB指や鉄道の整備が

進んでいる地区においては､スプロール的な開発を防止

し､計画的な市街地の形成をはかることが必要となって

いる｡

そこで､これらの状況に対処するため､次に示すような

施策を進めていく｡

日住環境の改善

=場跡地のマンション化等によって住宅と工場の混在が

進み､=場の生産環境や住環境の悪化している地区につ

いては､地区の特性に応じて土地利用の誘導を行い､環

境の向上をはかる｡また､木造住宅が密集している地区

においては､生活道路､公園 ･広場等の整備や住環境整

備事業等を進める｡

2)既成市街地の環境改善

道路の狭院､宅地の細分化､緑地の減少など多くの問題

をかかえる既成市街地においては､建物の耐製化 ･不燃

化を進めるとともに､生活道指や/ポケットパーク等の整

備､地域商店街の活性化､斜面緑地の保全等の事業を進

めるC

3)魅力ある環境の創造

斜面緑地等良好な絵の保全に努めるとともに､河川等の

親水性､地域の歴史的特性を活かした魅力ある街づくり

を進める｡

4)計画的開発の誘導

道路 ･鉄道等の整備と整合を図り､教育､文化､レジャ

ー､研究開発飼,設等､都市活力向上に寄与する開発を計

画的に誘導する｡

また､大規模な工場移転跡地等について､土地利用を適

正に誘導する｡

無秩序な開発を抑制し､小規模な開発の計画的整備を誘 商店街の活性化(大Jl山エルム通り)

導する｡

5)良好な住宅地の整備

鉄道や幹線道路の整備に合わせ､計画的な住宅地の整備

を進めるため､土地区画整理事業等を推進するC



摩海部の再編成

肺 着は内港以来･日本の代表的国際又易鳶として宅儀

好充され､8I浜だけでなく､日本の経済 ･文化の発展に

t牢な役割を果してきた｡臨海部は､これまで荘厚長大

垂井等を中心に発展してきた砿海=菓地帯が･生産拠点

のJI杓や高付加価値型産業への移行･拭作 ･研究開発機

能のir入牢､大きな構造変化が生じつつあり･また､社

会の成熟化を背景に､ウオーターフロントに寄せられる

多tlなニーズが高まる等･大きな転換期を迎えている｡

このような中､建方Srま次のような脚 を抱えている0

.4Jt 押掛 lの白海工業地帯の長期的展望にたった再

J ･再生書｡

.余瀬持何の廿大等を背景とする斗洋性レクリエ-ショ

ンや応力的な親水空間へのニーズの対応,

｡FI井部とその周辺土地利用との亜合や地区の特性を考

Jした再■ ･再生dlと､生産 ･物流8I能をささえる道

路■や土地利用の転換にあわせた都市基盤確没の整備

これらのZU に対処するため､臨海鰍こおいて次のよう

な施策を進めていく｡

1)港湾槻能の強化

港湾8I能の強化､充実を進めるとともに､大黒埠頭､雨

本牧ヰ規等､沖合への展開をはかる｡また都心横能を拡

大するため､EeE存都心部及びみなとみらい21地区とその

JI辺の港湾施投が-体となった都心鴎海ソーンを形成す

る｡さらに土地利用の再i ･再整備にあわせた道路等の

年書推進とともに､ヘリJl(-トの宝飯や既存操の活用を

含めた公共k送8L内のir人について検討を進める｡

2)*JCL由海部の整備

みなとみらい21事美の推進とともに.頼経するポートサ

イド地区と北仲通地区の再掲発を推進する｡

また.山内埠頭周辺地区 (業務 ･研究開発横能等への土

地利用の転換)､山下埠頭.新山下地区 (摂光､文化､コ

ンベンション.商業 ･流通機能等の無頼)の再開発も推

進する｡

3)京浜=#地帯の再整備

tI見･神売引Il臨海=集地帯のもつ立地条件と集絹を活か

すとともに､鴎港軒繰道路の整嶺等､生産確境の向上を

図りa能削 ヒを促進する｡また､再i ･再考俄を進め､

物克8帖 の隻句を図る｡

4)魅力ある親水空間の創造

句兄.神奈川Ea蒋弧こおいては末広地区等.軌娼 海部

ではみTJ:とみらい21地区､山下埠頭 .新山下地区､LIJ内

II軌司辺地区等､外は部では大黒埠頭､本牧埠頭､南本

牧年頭･敬子 ･金沢鴇海部では新杉田地区､敬子地区､

金沢幸蒲地区､八景島等において､市民が憩えるウ,r-

ターフロントを整備する｡
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効率的土地利用の実現

都市はその時代時代の社会 ･経済状況を反映する｡高度

速讃成長期にみられた急激な宅地化や近年の地価高Jtな

どがそれである｡現在の横浜の土地に飼するLb向と…1愚

は次のJ:うなことであるB

.郊外部の鉄道や道路の沿挨地区等を中心に都市化か進

行し､LIJ林 .接地やA地の漉少が続いており､これら

の保全や開発との講和などを含めた多角的な対応か必

要となっている｡

一産業構造の転換にともなって､=甥跡地などの高層住

宅化や集群系土地利用への転換等の動きが出ており.

=塘跡地や市街化区域内の未利用地等の有効利用を図

るため､開発などの計画的な整備誘導が必要となって

いる｡

●高Jtした地価水草のもとでの事兼用地や公共代替地の

確保は団粒な状況となっており､財源の確保､多様な

事美手法の確立.公有地の有効利用等JE合的な対策が

必要となっている｡

.地価高書の再転はまだ予断を許さない状況にあり.土

地は国民共通の公共性､社会性をもった財であるとの

基本琵uEにたった具体的な対応が必要となっている｡

これらの排Bllこ対応するため､横浜では次のような基本

方向で施策を進めていく｡

①土地利用の基本的方向に沿って､土地利用の規制 ･訪

中を行い､名書擁能の明和のとれた効軍的土地利用を

実現する｡

◎都市基盤施設や公共施設等の荘dlを進めるため､公共

用地のgt境的確保を図る｡

⑳地価対策を推進する｡

土地利用の規制 ･誘導

土地利用の規制 ･誘導の目的は､開発行為 (宅地達成)

と建築行為 (謙築物の建築)と建築行為の箕､JL 位雀､

時期を適正に規制し､土地利用をあるべき方向に誘斗し

ていくことによって､都市活hを間接的に制御し､都市

を全体として調和あるものにしていくことである｡民間

の,i力を活かし､良好な市街地を形成するため､市街化

区域及び市街化調整区域､用途地域等の地見地区制のZ

用及び地区計画の活用等によって土地利用の適正化を図

るとともに､宅地用発要約をはじめとする各種の要Nや

基準等を適正にiZ用していく｡また､市3i化区域の計画

的.効筆的利用や､市徳化調色区域の保全も推進する｡

1)線 引き (市壱引ヒ区域 ･市街化調整区域の区域区分)

線引きの制度は､市街地の無秩序な拡大などによる弊害

を除き､都市の健全TJ:発展を実現するために泣けられ､

都市計画区域を市街地として隻句する区域(市街化区域)

と市徳化を抑制する区域 (市街化調査区域)に区分する

ことで段障的かつ計画的に市街化を図ることを目指して

いる｡8t浜では､昭和45年に初めて市街化区域及び市街

化調整区域を指定し､その後唱和52年と59年に見直しを

行っている｡現在都市計画区域のうち概ね粥が市街化区

域となっている｡

2)用途 地域

用途地域は､都市における将来のあるべき婆を､建築物

の用途や形態 (建ぺい率 ･曹f一軍)の規制を遺して実現

することをB的に定められている｡横浜では､大正14年

に初めて用途地境を指定したが､昭和45年の都市計画法､

建築美事法の改正後､昭和48年に新制度に基づく用途地

域を指定した｡そして､昭和60年に全市の見直しが行わ

用 途 地 域
漣ぺい事(96) 零 稚 事(%) 外壁の後退匝荘 高度地区(I高f唄)

第 1稚住居専用地域 30 50 敷地境界から1m 第 1確高度地区

30 60
40 60

40 80

50 80

50 80 -5【ー 100

60 100

･第 2稚住居専用地土成 60 150 - 第 2稚高度地区

住 居 地 域 60 200 - 第3題高度地区

近 隣 商 業 地 域 80 200(200) - 第4手i高度地区300(250)

400(300)

商 業 地 域 紬 400(300) - 第4手垂高度地区
400(300) - 第5碓高度地区

508(300)

600(300)

700(200)

800(100)

準 I 兼 地 域 60 200 - 第4手i高度地区

I 業 地 類 60 200(100) - 第5頚高度地区

工 業 専 用 地 域 40 200 - -
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れ その攻臥 榊 発事軒 地区相 即 計醐 街づく

｡の畑 に応じて紛 的に紳 見乱 を行っている｡

3)JlJl地区

JLl地区臥 市桝 の脚 をJC持し､また土地利用の堵

JL細 るため･建築物の高さのJt高限度 (Jl高限高度地

即 またはJL債限度 (鵬 開高度地区)を定めるもので

ぁり1 1涙では･用途鵬 と高度地区をセットにして活

用しひ る｡この- 地区により･建卯 の高さを地域

の土地利用の方向に沿って適正にコントロールすること

ができ､市街地の鵬 形成に役立っている｡

1)その他の地域地 区

*定地区の土地利用を8ほ 的にZm するため･防火 ･革

pi火地J*､JL敷地臥 昏港地区､塩辛g和 博地区､繰地

&全地臥 特定街区､高度利用地区などの指定により､

■M の不感化､*摂保全､港湾8蛸 の読書､荘重gB丘

Jの促進などを回っている｡

5)用途別事耕制限

用達地域の規制は大まかで.都市活動を適正に規制する

には不十分であるため､建築基準条例によっこ 商業地

Jt.近群議井地域､工業地域において住居用途の容稚率

をSIJ限している｡これにより､商業､=羊の立地が保証

され.商事.=井の利便増進に投立っている｡

6)市街地EI境設計制度

6両には人々のふれあいのgBとTJ:る魅力ある空間か必要
であり.市街地に珪世される建物の敷地内においても､

)正なIのオープンスペースが効果的に配証される必要
かある｡市街地Z*塊設計制度は､用途地域と高度地区に
よるjI薬物の啓和事と高さの制限をは和するかわりに､

公用空地を確保させ､市街地の環境を向上させようとい

うものである｡

7)宅地開発要N

加美では.人口*を抑制しつつ.宅地開発にともなって

不可欠な公烏､学校等の公共公益施設の整骨促進とヰ送

手段等の確保等を図るため､宅地用先安JFIを制定した｡

このgJIは､0lha以上の宅地開発の開発事業者に対し

て･公共公益用地の捷供､道路その他の都市施設の整備

等について､市の計画に,qつた適正な負担を義務付ける

ものであり､これにより住宅地の環境を向上させ.住民

の健康や利便に多大な利益をもたらした｡この要網は横

浜の土地利用規制の草本として､JLも王要なものの一つ

である｡

公共用地の確保

公共用地の確保を図るため､次に示す満車を行う｡

'公共事美の円升な実施をはかるため､用地取得計画を

策定し､これに毒づく効率的な用地取得を行う｡

●用地取得計画に対応し､土地開発基金､都市整備重合

など先行取得半金を拡充する｡

'土地t一報を収集できる体制を確立する｡

一倍地方式､床取得方式等による用地の確保など公共用

地確保手法の多鰍 ヒと､地権者との土地の共同利用や

再見発事#の中での用地や床の確保を進める｡

+現存の未利用地の,%用や施設の複合化による土地の高

BE利用そして､抜収地の解除や国公有地等の活用に関

する内係社内との協議を進める｡

■
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'用地取得体制の酬 t.や､代宮地対策を実施するととも 暮鵬 区(+m )

に､各稚制度の適正化､地価対策 .土地対策の確立等

について国に要望していく｡

地価対策の推進

横浜でrま､国土利用計酉法に事つく土地耶引の規制措T

として､届出th告制に基づく規制(市3i化区域2,【m〕rn以

上､市酬 ヒZt曳区域5.【柵】rH以上の土地取引か対象)を行

って宋たが､唱和62年の国土利用計画法の改正を受け､

地価の急激な上昇またはその恐れがある地域を監視区域

(昭和62年10月 1日から全区の市衝化区域が対象)とし

て指定し.届出対象面積を引き下げ (昭和62年11月 1E]

から市街化区域はlDDrrl以上)地価抑制に努めている｡さ

らに平成2年3月20日以持監視区域内の土地取引につい

ては､投8t的土地取引の規制も実施し､平成 3年 6月か

らは届出対象面fAを市街化調整区域のl00rH以上の土地と

ている｡今後も土地取引の規制を捷け土地取引の王正化

を因るとともに､国に対し､抜本的かつ具体的な地価対

策を推進するよう点きかけていく｡

3M 各年Jt榊

(万n1)20)
1tX)

D

■!■J>与■1■の書■■LJ_Jll■lLqtL=J144tTJ■〝1IIzhF▼.
JLや地区における書物の形書初冊



総合交通体系の確立

交通は､都市が活動するうえでなくてはならないもので

ある｡交通を受rj-持つ施設のうち､道路､鉄道は代表的

なものであり､横浜においては次のような特徴がみられ

る｡①都市としての歴史が浅く､丘陵地が多いため交通

施設のストックが少ない｡⑳古くから東京との結びつき

が強いことから､東京指向型の交通体系となっている｡

③都市化の傾向が港を中心に房状に発展してきたため､

放射型のパターンとなっている｡

このような特徴は横浜のベッドタウン化や都心弧 こおけ

る自動車交通の編挟､郊外部における自動車交通の混雑

などの状況を生み出した｡この状況を解決するため交通

施設の整備を進めてきたが.まだまだ不十分であり.こ

れからの交通体系上の課愚を学(Jると次のとおりとなる｡

●首都Aにおける業務核都市としての広域交通体系の確

立

+郊外部に重点を雀いた交通基盤施設整備の推進

+都心,副都心の槻能強化や地域拠点の育成と､都心と

副都心､拠点間の連携を強化するための公共交通ネッ

トワークの整備

4週末発生交通への対応

+鉄道等の整備や交通陸路箇所へのZi点投売などによる

効率的整備

.地域への適正な交通機関のヰ人や交通機関相互の機能

速決などによる総合交通体系の確立

.自動車交通積梼地区における円滑な交通流動の推進と

駐車場の確保

これらの課矧 こ対応するため､①広域ネットワークの茸

偏､②骨格的交通ネットワークの整備､⑳EIJ都心や地域

拠点におrj-る交通拠点性の向上と､中域生活EElにおける

総合的な交通ネットワ-クの形成､を基本方向とし､交

通体系の整備を推進していく｡

道路の整備

道路は､貴も基本的な都市施設であり.通行路としての

役割のほかに上･下水道､ガス､電気､電話などの師許の

収容空間としての役割､生活環境上の空間や災害を防止

する役割など様々な役割をもっている｡

横浜の道路は､平成元年度現在､総延長8,7Ll2kJTl.道路

面積522knl(市域面gtの12%)で､単位面稚当たりの道路

延長は20km/blと他の大都市と比較しても貴長であるが､

狭幅鼻の道路が多く､ネットワークの形成も十分ではな

い｡また､177路線延長約77OkrTlの都市計画道路が決定さ

れているが､整備状況は低水準であり､整備推進が課題

となっている｡さらに､昭和60年の横浜の自動車保有台

数及び発生交通JEはそれぞれ対55年度比､約129倍､約

712倍であり､人口の伸び率 (約108倍)を上回り.令

後とも自動車利用による道路への依存度が高まると予想

される｡このようなことから､通符の整備は車重要課題

であり､次に示す施策を行い道路捧系を整えていく｡

日高速道路網の整備

横浜の高速道路択rま､市内の都心部などの拠点を相互に

達括する機能と､これらの拠点と周辺都市と遵揺する横

能､また市内へ流入する通過交通を処理する横能の碇立

を目標としている｡そしてこれまで都心と市内各地域を

岩ISく約92kmの高速道箱が整備されてきたo平成2年3月

には､狩場線が開通し､軌 山部周辺を環状に結ぶ高速道

路網が形成され､交通混雑の漣和に役立っている｡今後

も①広域適格ネットワークの形成､◎市域の一体化､㊨

地域の利便性の向上.のため､平成12年での163bllの放射環

状型高速造指網の形成を目指し､次の施策を進めていく｡



+*二兼舶 世事乱 首都居中失速括自h華道の建設推

暮

+JE連が JIの早瀬完成

J+浜と脚 市を宕ぶ紳 絹 遼ji路の実現

++衷ZT状J落書の連投

●他事の萌づくりなどを考点したインターチェンジ等の

Er

●■22脚 への- に甜 L/た高速道路の整備

2)fF線道路網の整備

■涙では､放射湘 大型の道路ネットワークを基本として､

脚 の榊 ■捌 托 都市計画決定している｡整備率は

甜%に遺しておらず(平成元年度末L なかでも郊外部の

暮紳 tがされており･都市博能の暮gtの高まりや･地

tZB点の立+が進む中で･街づくりと一体となって進め

ることが暮事な脚 である｡そこで･①♯市骨格の形成･

2中aE生活Iの■托ネットウ-クの形成･◎郊外部の街

づくりの促進､④都心部等の渋滞解消､などのため･平

成12年でのm bTa)草絹水草をE消 して次の施策を行って

いく｡

4放射型ZL路､珊状型道路の整備

4中城生活I内のIlJ都心､地域拠点間を道路する路線 ･

区■のI点丑竹

●Jt守りの爪へのJてス托絵等の計画的整備

●鉄)との連扶立体交差化の推進

+B心辞書の交連Jtの多い交差点の立体化

3)生活道路等の玉偏

N助FF*)拾 (幹JA道路へのアクtzス道路)や最寄り脈

へのJTス指Ntの亜fB.交通岩節点であり街の顔にもなる

爪耶広gの亜61などが十分でなく､市民生活に不便さが

みられるため､生活道鞍の計画的整備や交差点の改良.

脈前広Qや自転車JI平場等の屯輔を進める｡

鉄道網の整備

れ浜で臥 現在､JR.私鉄､市営地下鉄､金沢シーサ

イドラインの約190bTlの営集落鞍がある｡しかしながら.

郊外軌こおける隻1水事はまだ低く.また､混雑宰200%

を上回る塔J&も多く,十分な交通利便性を確保している

とはいえない｡そこで.市営地下鉄姫をはじめとする鉄

)の亜*を推進し.市内の交通が不便な地域の解,1gを目

指すとともに､市域の一体化を回る｡具体的には次のと

おりである｡

'市営地下鉄1号推(戸塚～湘南台)及び3号線(新横浜

～あざみ野)の亜俄と市外への掛中の検討

'tは 4号捜 (日吉一着北ニュータウン)の整備と割 と

ニュータウンから横浜捜方面への延伸の検討

●みなとみらい21線 (横浜一元町付近)の五億促進と元

BJ以遠への延伸､東神奈川駅とみなとみらい21地区と

の接続のZqも

'二俣川から新tA浜を経て大倉山万面ならびに川崎方面

へ至る鉄苛の左絹

●相軌.､すみ野絵の延伸軽侮 (いずみ中央一湘南台)

●東急東横線の複々線化

+郊外部の拠点を転ぶ横浜領状絵の検討

+新横浜駅への新幹線ひかり号の全面停車の実現

駐車場の整備

苛心苛等において､ti牢等不足に起且する道路交通渋滞

や歩行壱空向の耳外などの詰問Jlは.南井活動や業務活

tbの停滞を招く一日となっており､そこでその対応を園

釈前広I(中LIJ釈)

るため､各8の施策を推進している｡

●忘年gS整f一計i5Zq壬の実施

.公共Ei車4の生す方策の検討

●駐車場整廿に関する諸制度の検討

+駐車場案内システムの事人など既存EE車tgの有効利用

策の検討

.駐車場整矧こ関する指導 ･網茸

4横浜市監事喝対策協は会の運営

取手唱条例 (附t耗拷基準)の見直し､民間駐牢甥の整

備促進のための由井制度の実施､みなとみらい21公共Et

牢喝 (仮称)尭廿の推進など具体的事業についても､実

応に向け事業推進を図っている｡また､都心部において

は引き続きti車gB生す基本計画の策定や事業化の検討を

行うとともに､新たに副都心 .地域拠点において息車gB

実態詞書を実施し､違法鞍上B車等の現状を把担してい

く｡
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上下水道･河川の整備

上水違

横浜の水道の歴史は日本でZBも古く､明治20年から始ま

っている.市勢の発展にあわせてこれまで8回の拡張事

業を行い､現在､道志川､相模湖､馬入川､酒匂川の4

水系からの受水によりL-日華大178万rrlの給水能力を所

持しており､給水人口366万人の水需要をまかなえるまで

になっている｡しかし.長期的な視点からみると､保有

水源の効率的使用や節7J(型社会の是清は必要であり､ま

た､水源地域の開発等による水貿悪化の対応や､地震等

の災害時における給水体制の整備も必要となっている｡

そこで､次のような施策を進めていく｡

.21世碇へ向けた水声源の確保のためL営ケ瀬ダム開発

(一日464万rTiの受水)及び相模川水系建設事業を促

進するとともに､受け入れ施設の拡充整備を行う｡

+配水拠点､自己水管の整備､水資源の有効利用の推進､

補助水源の研究 ･開発､そして､市の施設への循環式

地下貯水槽の設3Eや原水棒保のためのg水施設の補強

整備などの災害時対策の推進により､水の安定供給体

制を確立する｡

4水源の水井保全対策や､浄水施設の整備を行い､良質

な水を供給していく.

下水道

下水道は､浸水の防J上､トイレの水洗化､公共用水域の

水質汚濁防止等､市民の生活環境の向上を図るための18

も基幹的な都市施設である｡戦災､接収およびそれに続

く高度経済成長期における人口の急増にともなう市街地

の拡大等によって､横浜の下水道整備は立ち遅れざるを

得なかった｡そこで公共下水道の整備を市政の表立点施

策のひとつとして位3[付け､全市域を9つの処理区に分

rj-.処理場の建設､膏きよの整備等を行ってきた.その

結果､計画された11の下水処理場すべてを稼働させ､平

成元年度末には菅きJ:の整満水準は8.384knl､処理区面積

は23.419h8になり､市の捲人口に対する水洗化普及率は

85%に遷した｡しかしながら､郊外部においては､まだ

水洗化の普及が遅れている地域も存在している｡そこで､

次のような施策を進めていく｡

●郊外部等の下水管きょの整備を玉点的に進め.平成12

年の水洗化普及率lI】0%､菅きよの整備水準10.694kTnを

目指し､水洗化を背及する｡

●雨水満水地の整備 (平成12年整備水準14箇所)等の合

流式下水道 (合流式下水道採用区域は下水道計画区域

の約yiの約11,000ha)の改善等を進め､公共用水域の

水質向上を図る｡

●ポンプ排水区域 (旧市街地で雨水排水能力が不足して

いる地域)においこ､ポンプ場(平成12年整備水準29箇所)

や関連曹きよの整備等を進め､浸水被害の解消をEg]る｡

.処理場.ポンプ場､曹きよ等各施設の効率的な管理 ･

運営を進めるとともに､効率的な処理や資源利用のた

めの技術開発を進める.

河川

横浜には､総延長約213krllに 及ぶ59の河川が存在し､これ

らの多くは､(D河川延長が短く､流域面相が小さいため､

短時間の集中的降雨により浸水被害が発生しやすい､㊨

急速な都市化の進行により自然のもつ保水 ･遊水機能は

著しく低下しており､河川への負担が増加している､と

いう状況である｡このため､少なくとも一時間の降雨1

50mYn以下では浸水被害が発生しないよう､国､県ととも

に河川の改修や遊水地の建設などを進めているが､いま

銘水JLの推移

だ十分な水準に達していない｡したがって､引き続き河

川改修などを進めるとともに､各水系ことに挺合的な治

水計画を策定し､河川､下水道､流域の役割分担のもと

で､一体となって総合的な冶水対策を推進する｡河川に

関連する具体的施策は次のとおりである｡

+河川の流下能力の向上を図るため､国､県とともに､

河川改修(平成12年整備水準847km)､分水路等の整備

を進めるとともに､河川からのいっ水を防止するため､

遜水地や公共施設の地下を利用した地下調節池の整備

を進める｡

●鶴見川において､小机 IJk山地区に多目的遜水地､境

川水系等に遜水地の設alを進める｡

'水源の森の確保など水源の滴兼による保水 ･遜水機能

の保全や流域治水施設等の整備にJ:り､流域対策を推

進する｡

+市民が水に親しめるように､親水性の向上.水貫浄化･

自然環境の保全についても､総合的に検討し､河川環

境の整備を行う.
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緑の保全と創造･公園整備

冶地や公園などの空間は､都市防災､大気の浄化､快適

兼摂の維持､レクリェ-ションの場等の様々な機能を持

ち､市民の日常生活の活力を生み出す不可欠の公共的空

間である｡

横浜の場合､昭和35年以舌引ま全体としては繰豊かな都市

であったがLその後の急激な市街化により､山林などの

緑地は昭和40年以降ここ20数年闇に 6割が漉少し､現在

では.市街地に点在する斜面緑地や.郊外部の大規模緑

地 (緑の 7大拠点)は､十ZEなものとなっている｡

公Egは､昭和30年代半ば以降の人口の急増に整備Jが追

い付かず､平成元年度末の整備状況は､市民一人当たり

の都市公園iE)柵が305Td､市民一人当たりの公地 ･繰地

面初は454rdで､政令指定都市中低位となっている｡

これまで､既存の緑地については､大部分が民有林であ

るため､緑地保全地区の指定､市民の森の設3Eを行い､

地権者等の協力や､旦収にJ:り保存を図り､市街地では､

緑の環境をつくり育てる条例 (昭和48年)や横浜市部市

振化基本計画を定め､新たに線化を進めてきた｡また､

公園については､開発に対する行政指gや用地男収の促

進､借地方式の中人等により､整備を進めてきている｡

しかしながら､現在も斜面緑地や郊外部の拠点緑地の既

存の緑地の漉少は続いている｡また､公園整備もまだま

だ不十分であり､さらに､余暇時間の増大､生活行動の

多様化､スポ-ツ .レクリェーシヨン活動の活発化等に

ともない､スポーツ ･文化活動 ･地域のイベントなどが

できる多様な公園の整備も必要となっている.

そこで､｢緑のマスタープラン｣を基調として､平成12年

の市民-人当たりの公開 ･繰地面領10niの確保を目標に､

次の施簾を進めていく｡

日 緑 の保全 ･活 用

●緑地保全地区の指定.緑地保存地区の指定､市民の森､

ふれあい檎林の設3L等により保全 .活用を図るととも

に､良好な景観の斜面接地やまとまりのある優良緑地

などについては事大種的に用地取得を図る.

+市民利用施設の設3Eや公共事業にあわせて緑地を買収

するなど､多様な施策により緑地の確保を行う｡

+郊外部の緑の7大拠点は､緑地保全や緑地の取得.大

規模fJ:公園.市民ふれあいの里.芸術の森の整備等の

様々な施策により保全 .≡舌用していく｡

●斜面穎地について､接地保存地区等の指定や取得､開

発の抑制や楢i#により保存を図る｡

4風致地区の指定や地域特性に応じた自然斉源の保全 .

活用を進める｡

2)緑 の創 造

●横浜市都市振化基本計画に基づき地域の特性に応じて

行うO

●適格､河川､学校､埠頭等の公共公益施設の繰化を推

進する｡

+緑のプロムナードづくりや並木道の整備など道路の緑

化を進める｡

●緑の街づくり基金の拡充や緑化協定のg入により､市

民参加の緑化を推進する｡

●緑の協会を強化し､都市緑化に関する啓発活動を進め

る｡

3)公園の整備

●住区基幹公園 (児i公園､近憐公園､地区公園)を区

ことの整備水準の格差の是正に十分芦己虎L,髭備すると

ともに､市民の多様なレクリェーション雨要に対応で
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保安林 森林法 JE林水産大臣

(旬JIJ ある時 -知事の許可

近郊片地保全 首St近珊 地保全法近郊練地保全区域内 内FE総理大臣 (政令市は市長)区域

近郊接地特別 q■(都市計iEi決定) 境を有する地区
保全地区 近郊片地保全区域内 (敢11市は市長)

措地保全地区 都市拝地保全法 知事
(都市tf覇決定) (政-T'市は市長)

風致地区 都市計商法 知事
見取地区条例 (都市tf面決定) (政令市は市長)

片地保存地区 はのZt境をつくり育 市長 市街化区域内 / *

てる条例は地保存事#実施実Jl 片地保存契約 市長と解放

市民の森 練の和魂をつ<り育 市長 地使用契約
てる条例■★JtfJIl 市長と協抜

市帯地片の景観確保事♯ J*のE*境をつ<り7gてる条例 し 地 な し

ふれあいの据 はのEt境をつくり肯 市長

拝地保全隅遵施策

きる総合公園やiZtb公Egをバランスある配3Eを考慮し .市民の多様な二-ズに対応していくため､こともログ

ながら整備する｡ ハウス等市民利用施設の設3lfJ:どにより公園の高度利

.市民のレクリェ-シヨンや文化活動等の全市的拠点と 用や複合利用を図る｡

して､緑の7大拠点を中心に総合勤 ･植物公園や芸術 .斜面掃地の活用やJポケットパークの整備など､新しい

の森そして歴史公園など､特色ある公園づくりを進める｡ タイプの公園づくりを進める｡
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市民利用施設の整備

市民は､自由時間の増大や所得水準の向上､高学歴化の

進展などにより､生活の耳への関心を高めるなど､心の

豊かさを王祝してきている｡そして､健康への欲求.集

へのあこがれ.学ぶ集しさ､未知への関心､人と人との

ふれあいなど､ヒューマンで文化的な市民生活への月旦

が高まっている.こうした市民生活における成熟化の進

行により､市民の余暇ニーズは高まり､学習､文化､ス

ポーツ活動など生きがいを重視した活動が増えている｡

一方.高齢化社会や高度傭報化社会の到来のなか､人間

としての早瀬を守り､人間らしい生き方を社会的に保証

するための福祉や､生ZEにわたる心と体の健康づくりの

■要性も忘れてはならない｡

横浜では､これまで､学習､文化､福祉､健康､スポー

ツ､レクリェーションなどの活Ibの場を捷供する施設と

して.地区センター､公開､区図■館､区スポーツセン

タ-､老人福祉tzンターなどを計画的に整1肖してきてい

る｡引き続き.施設の8L能に応じた利用冊 (市域､中硬

(中域生活肝)､区域(行政区).地域(日常利用EElなど))

において.市民のための､市民が利用しやすい､個性あ

る施設隻絹を進めていく｡新たに曳俄していく主な市民
利用施設は次に示すとおりである｡

日 学習

+生涯学習を効果的に推進するために,全市的な中心施

投として､生ZE学習tR報の収♯ ･捷供､生茸学習プロ

グラムの再発､リーダーなどの研修を行う生涯学習再

発センタ-を整備し､地域の施投として区生涯学習支

援センターを整備する｡

●身近な学習活動の堀を捷供するため､小 .中学校を活

用してコミュニティ.スク-ルを竪甫する｡

●市民の多様な学習ニーズにこたえられる中央図書館を

整絹する｡3=た､区図fEEや地区センターなどの地域

のEgl暮サービスを支援するとともに､特色ある鹿■を

備えた中央図■柁分館を中城生活苛に整絹する｡

+市民の自主的な活暮むの鳩である地区センターをよりき

め細かく日常利用冊に整備する｡

●市民の有fB者が知的学Eb生活を再体壊し.教書学習を

通じ多彩な人間関係を形成していくためのシニア大学

を設立する｡

●書少年団f館の槻能を拡充することにより､T少年の

育成活nおよび創造的な文化活動の場としての区書少

年文化活暮むセンターを各区に丘1稲する｡

+書少年が科学.社会 ･歴史.自然 ･生物とのふれあい

を適じて宍】誰の向上や暮かな悪性を高めるために､市

民ふれあいの里や.科学技術を活用したこどもの事と 中央局ff

遊び場等を整備する｡

+こどもの遊び場として､こともログハウスを日常利用

Eelの公地内に整備する.

2)文化

+専門的な文化施設として､音楽系.兼瓜系の専門ホ-

ルや能楽堂等を整骨する｡

●多目的文化施設として.市民の文化活動や監十に幅広

く利用できる市民ホールや､スポーツ大会からコンサ

ート等まで多目的なイベント空間となるスポーツ文化

ホールをそれぞれ中域生活EElに盤備する｡

+地域の文化活動の拠点として､区民文化tzンターを各

区に盤t*する｡

4操と水辺をいかした文化施設として､自然Et境と調和

した文化活動をql出するための芸席の森､芸術家の交

流と育成を目指すア-トセンター.野外音楽堂等を盤

備する｡
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●その他の多様なニーズに対応するため･文明開化を体

■するもののはじめ村や･メディアの発展や映像文化

をテーマとする脚 文化センターtJ:とを整備する｡

川東市の文雌 の保存 ･活用システムの中心施設とし

て圧印 物音を較すする｡また･地域性に育んだ魅力

ぁる文化財等を保存･活用する挿土fl料常等をSは す

る｡

3)福祉 ･健康

+地Bi碍祉 ･保例語瓜を総合的に推進するシステム (地

妓ケアシステム)の中心となる槻関として､区福祉保

tセンターを各区に整備する｡

+地坪における在宅箱祉 ･保健活動の拠点としこ 入浴､

括A.桝eE等のデイサ-ビスを捷供する在宅支援サー

ビスtZンターをEl常利用EElに整すするo

oJS肪者が交BEや学習などをする81能を甘えた高齢者保

t研乍施設を生絹する｡

●JB黒性老人に対して､短期間､集中的に中門的な岩萩

とIZfを捷供する痴呆性老人等短期集中治療施設を3

EE書Pに塩瀬する｡

4地嫌におrj-る福祉､保健､医襟活動を支援する生涯保

dE匡*拭合センターを整備する｡

+～書者のスポーツ ･文化活動の促進とスポーツ ･文化

dI報等の捷供のため､辞害者スポーツ文化センターを

SEAする｡

4)スポー ツ

●スポーツ活臥 市民大会､区民大会クラスの大規模な

イベント､文化的催事等に対応できるスポーツ文化ホ

-JL'を中硬生活ELに整備する｡

4市民のスポーツ活動の中心的施設として､また､内外

の公式娩技大会の開催ができる油性として､陸J=競技

4.室内水泳廿技甥､武道臥 アイスアリ-ナ等を竪

flする｡

●マlJンスポーツ施設として.ヨットハーバー等を艶fl

する｡

5)レク リェー シ ョン

+市民のふるさと書glや連帯感の醸成と書少年の健全な

■庇を回るため､市民ふれあいの里を整備する｡

+Jt井に市民がふれあう場として横浜ふるさと村を整備

する｡

●FI書をもつ人も､もたTJ:い人も.ともに自然の中で浩

hL､無実､h物等とふれあうことのできる場として

田qlStnあいランドを整備する｡

4宿毛滝設及びスボ-ツ .レクリ=-シヨン施設等を琳

えた市民休暇村を宅*する｡

tウォータ-フE)ントをいかしたレクリエーション ･レ

ジih 島松を隻句する｡
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都市デザイン

ミナトの景観､異国情緒あふれる街並､個性的な商店街､
こうしたミナトマチョコハマを代表する情景は､関内周

辺の地域にある｡この地区は､関東大乗弘之と第二次世界

大戦の空姓によってほぼ全漉した.また､戦後はその大

部分が接収され､都心部としての再整備が本格化したの

は､昭和40年代に入ってからである｡そして､道路 ･公

園 ･建築物などの整備とともに､人間的な街としての魅

力を築こうとして取り組まれたのが､都市デザイン行政

である｡

土地利用をはじめ､都市が変貌していく中で､それぞれ

の地域の景観など､街の魅力を築いていくことは､非常

にま要なことである｡それは.緑や川などの自然の保全､

歴史的米産を活かした街づくり､憩いの空間をもつ活気

ある商業地づくり､ミナトと市民が接することのできる

水喋繰づくり､新しい住宅地の街並景観整備等々､それ
ぞれの地域の特徴を活かしてL独自の空間的魅力をもつ

ことである｡

20年を経た横浜の都市デザイン行政も､関内地区を中心

にした懸り組みに始まり､周辺地域へとその領域を広げ

つつあるが､まだすべての地域の取り組みには至ってい

ない｡さらに､市民のライフスタイルの変化に応じた街

づくり､市民と共に取り組む衡づくりを頼み重ね､横浜

にふさわしい手法を模索しながら､個性と魅力ある都市

空間づくりを進めていく必要がある｡

都市デザインの意義と役割

都市デザインの活動は､その街に相応しい特徴と魅力的

な都市空間をつくり出すために､街づくりに参加する様々

な事羊主体､生活者､施設などの関係を整理し､街全体

としてのデザインを行っていくことである.そのため､

活動の対象は､都市の公共空間を形成する公的施設と私

的施設の両者にわたるOその中心となる考え方は､公共

性であり､みんなで実現し､守り育てたいと考える､市

民が共有できる価値横である｡

そして､調盤の原理となるデザインの原則や､目標など

を明確にするだけでなく､具体的な調整の場面では､そ

の街や地域とデザインの関係を検討し､一つ一つの施設

の目的や､利害関係を整理しなければならないことであ

る｡

都市デザインの取り組み方

都市づくり行政を担当する都市計画局の中に､郡市デザ

イン活動を専門的に行う組鹿としてL都市デザイン室を

設置している｡そして､公共事業の推進や､民間事業の

誘導を行う部局､市民と行政の接点である区政所などと

連携し､次のような取り組みを行っている｡

･企画的都市デザイン

都市づくり事業の企画 ･立案から行う都市デザイン｡

'調整的都市デザイン

街づくり事業に関わる関係者を調整し､地域の特徴と魅
力ある空間づくりを推進する都市デザイン｡

'誘g的都市デザイン

衡づくりの賃的向上を目指す誘gFJレ-ルの確立と､その

効果的活用と運用を図る都市デザイン｡

●デザイン開発

都市デザインの視点から､公共施設などのデザインを開

発する｡

･都市デザインに関する調査･研究､PR

都市デザインをより充実させ､市民の理解を深めるため

の調査 ･研究とPRo

都市デザインの目標

都市デザイン活動は､都市づくりにおいて機能性や経済

性などの価値現と､実しき､楽しさ､潤いなどの糞的価

値､人間的価値とをバランスさせ､特徴と魅力ある都市

空間の形成を目指しているoそのため､次の7つの視点

をもって都市デザイン活動を進めている｡

n)歩行活動を擁護し､安全で快適な歩行者空間を確保するO

匿)地域の地形や植生などの自然的特徴を大切にする｡

(3)地域の歴史的､文化的資産を大切にする｡

的)オープンスペースや緑を豊かにする｡

CS)海､川などの水辺空間を大切にする｡

倒人々があふれる場､コミュニケ-シヨンの場を増やす｡

C7)形態的､視覚的美しきを求める｡

都心部の取り組み

横浜の都市デザイン活動は､港町横浜の歴史をもつ関内

地区から始められた｡横浜の都心部であり､もっとも横

浜らしいこの地区の再生は､歩行者空間の軸線としての

｢緑の軸線Jとr商業の軸線｣づくりを中心に展開された｡

｢緑の軸線｣は､都心部の中央に計画された高架の高速

道路の地下化とともに､r大通り公園｣を生み出すことか

らはじまる｡3=た､これに連なる ｢くすのき広場｣は､

地下鉄=事の復旧の機をとらえて造り出され､その後の

歩行者空間のモデルとなった｡そして､LLJ下公園 ･日本

大通り周辺の街並整備や､｢開港広場Jの誕生によって､

この軸線の形成が図られてきた｡

-方､｢商業の軸線Jは､馬車道モール､マリナード地下

街､イセサキモールと続く､商店街通りを席次整備する

ことで､都心部の魅力を高めてきた｡歩道に埋め込んだ

提タイルと,案内板 ･サインポ-ルで港へのル-トを示

した ｢都心プロムナードJ中辛や.開港以来の格子状の

街籍に名称をつけ､サインを設3(する事業なども行った｡

また､r元町商店街｣は､壁iE)繰指定を活かした､通りの

フロムナ-ド化を図るなどの新しい街づくりや､｢フラン n町モール

ス山｣｢人形の家｣｢LLJ下公園｣を冶ぶ歩行者ル-トの懲

偏を行った｡LLJ下公園通り､及びその周辺は､Lu下公園

といちょう並木の景観を生かした歩行者空間の形成と､

公開空地等による歩行者空間の拡大を図っている｡

外人居留地であったLLJ手地域は､｢山手地区累現風致保全

地区Jに指定し､緑や洋脂､港の眺望などの景観保全を

図っている｡

さらに.首都圏でも有数の無筆筏である､横浜駅西口･

東口についても総合的な取り組みを行っている｡

そして､320万都市としての都心部の強化を図る｢みなと

みらい21地区｣や､｢ポートサイド地区｣など､それぞれ

の地区の社会的､歴史的､自然的特色等を生かした街づ

くりを進めながら､都心部全体を､個性と魅力と活気に

あふれる市街地の形成を目指している｡

区の魅力づくりと郊外部の取り組み

｢区の魅力づ<りJと呼んだこの取り組みは､まず､｢区｣

を単位に､地域の特徴をとらえ､様々な事業を通して､

地域の庖力づくりへとつなげることからはじめた｡脈前

や区役所など､市民の日常生活に深くかかわりあう場所

を核に､公共事業をきっかけとして､さらに､周辺の建

物TJ:どを含めた地域全体の､総合的空間整備へと発展さ

せようという取り組みである｡

地域の人々が多く利用し､より身近な環境の魅力づくり

には.その地域の人々力＼ 計画づくりから参画し､それ

を利用しながら､守り育てて行くことが大切である｡そ 日本火災横浜ビル



のため､地域のまとめ役として､区役所を中心にした､

新しい仕組みづくり､ワークショップ等住民参加の方法

や､佃甲交換･研究･交流の場などの新しい手法の試行･

開発を進めている｡

水辺の再生

都市化が急激に進行する中で､街に潤いや安らぎをあた

える､水辺に対する親心が高まっている｡市f引こJ:る川

の掃除､環境学習､水辺イベントTJ:ど､水辺再生への取

り組みも活発に行われるようになり､水辺を再び市民生
活と結びつrj-る万策を探っている.

また､田盤風景が残されている地域においては､旧河川

敷を生かした､親水広場の宅価や､周辺のLLJ林の保全 ･

活用をめざした計画などを進めている｡

歴史を生かしたまちづくり

横浜には､開港以宋培われてきた独特の文化がある｡海

外へ開かれた港町として､洋風のビルや洋館といった建

築物や､道路､席､石積みなどの土木産業遺構がわずか

ながら残っている｡また,郊外部には､旧街道や農村の

風情を伝える､古民家や社寺が残されている｡｢横浜らし

さJ をかたちづくっている､このJ:うな歴史的責産は､

かけがえのない市民共通の財産と吾える｡これらを衛の

魅力的草屋として､新しいiiiづくりに生かしていくこと

は､都市デザインの重要なテーマの-つである｡

このため､昭和63年に｢歴史を生かしたまもづくり要網｣

を施行し､歴史的建築物等の保全と活用を進めている｡

また､歴史的建造物を取得し､軽備 ･公開したり､旧街

道にそった ｢歴史の道Jの整備などを行っている｡

ライトアップ

横浜には､関内地区を中心に､近代文化の窓口として栄

えた頃を偲ぶ建物が点在している｡昭和61年から始めた

｢ライトアップ ･ヨコハマ｣は､このような歴史的建築

物に光をあてることにより､魅力的で脹わいのある夜を

演出しようというものである｡この試みは好評を受け､

年々その対象施設を増やすとともに､投光器の常設化を

進めている｡平成3年度現在､23の建物が常時ライトア

ップされている｡

都市の色彩計画

横浜らしい魅力的な都市空間づくりを進めるうえで､色

彩の果たす役割は大きく､その沸出工夫が重要である｡

関内地区や､横浜駅周辺地区､港北ニュータウン､金沢

シーサイドタウン､みなとみらい21地区など.地域に応

じた工夫を行っている｡

また､横浜港周辺の無視演出を進めるため､｢みなとの色

彩計画｣がスタートしている｡

ビックプロジェクトの取り組み

規模が大きく､総合的な新しい街づくりは､骨格づくり

から徳が熱成して行く過程を通して､常に箕の高い環境

を形成していくための努力が必要とされる｡

金沢シーサイドタウンは､画一的で､単調な街になりが

ちな住宅地を､生活の表情が表れる､魅力的な住宅地に

することを目指した｡

港北ニュータウンでは､土地区画整理事業による骨格づ

くりに加えて､街づくり協定による上物づくりや､街の

管理など､魅力ある徳づくりを推進している.自然の地

形を残した緑道と公園のネットワ-クを軸に､集合住宅

や公共施設､民間の研究 .研修施設などの建設が行われ
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ている.

みなとみらい21地区は､国際会狭場､展示境､ホテル､

オフィス､文化施設､商業施設､都市型住宅などが集碩

し､かつ､水と緑に囲まれた､新しい魅力を持った都心

の形成を目指している｡r公共施設デザイン指針｣｢街づ

くり基本協定｣を茎に､各種施設のデザイン誘導が行わ

れている｡

また､ポ-トサイド地区では､rアート･アンド･デザイ

ン｣をテーマにした再開発がスタートしている｡

デザイン都市横浜を目指して

都市生活の中では､物質的な些かさから､文化や絹神的

な豊かさの創造が求められるJ:うにTJ:るとともに､デザ

インも､その視点を､生活文化全体へ拡大して行くこと

が大切になってきた｡横浜で実践されてきた郡市デザイ

ンも､都市や建築を軸に､幅広くデザインと関連する分

野との交流を図って､生活文化としての総合的なデザイ

ン活動を進めることが必要である｡

そのため､世界各国の人が集まり､研究､諏論､提案で

きる場を設け､その成果を生かした｢デザイン都市横浜J

を目指す.デザインに関する世界的な会講や展示会､そ

の他､一連のデザイン活動の実施等を積極的に進めてい

る｡

●昭和63年3月 ｢横浜デザイン都市重苦 J

●平成元年2月 ｢都市デザイン交流宣言｣

●平成2年4月 バルセロナ邑ヨコハマ

シティ･クリエーション

●平成4年3月 ヨコハマ都市デザインフォーラム



街づくりとイベント

街づくりは､高速道路網など､画家的な都市計画から､

郊外地域における商店街再生といった地域レベルのもの

まで実に広範な内容を含んでいるが､ことに自治体か中

心になって実技する地域レ′くJL'での街づくりにおいては､

その他矧 こ住む人々の意向を無視して､よりよい街づく

りを進めることはできない｡

かつて､どの切り口にも同じ顔の現れる金太郎アメのよ

うに､数多くの都市で同じようfJ:街がつくられ.都市を

特色のないものとしてしまった｡これは､計画の前提と

なり基礎簸料とされるものに､関連法令や既定の上位計

画､政治,経済政策､公共施設の整備状況.人口･商業･

=業等の無tk貿な統計資料などが多用されがちであった

ためである｡そこには､住民がどのような8iを望んでい

るか.その街はどのような街づくりをしなけれltならな

いのかという視点､あるいはそれに関するtI確が欠落し

がちであった｡そこからは人間性隻かTJ:魅力ある街づく

り､特色ある街づくりを書き出すことは難しい｡

こう言ったことの反省を踏まえ､近年になって各都市国

有の伝統や歴史､またそこから生じる雰Eil気や匂いとい

った地域性のある講が志向されるようになってきている｡

このことはまた､ひとつの都市の中における各地域こと

にもあてはめられることであり､今後の街づくりには､

地域性の掘り起こしを街づくりの出発点として据えてい

く筆勢を持つべきであろう｡

そして､この地域性の掘り起こしこそは､地域に住む人々

自らの手で行うのかJE良の道であろうと考えられる｡そ

れは.その行数白の存在価匂､長所や欠点を､日常性の

中に整理されないままであってもtその地域のことにつ

いてtもよく知っているの13:､そこに住む人々であり､

自分たちの街づくりとして兼も深く考えることのできる

のも住民自身だからである｡つまり､衡づくりを進める

には､その初期段階から市民参加が最大限に保雄される

ことが不可欠であるということである｡

ところで､近年､衝づくりに対する市民の朋心が高まり､

そのJl要性が市民の間で拷知されてきた｡このこと自体

は市民にとっても行政にとっても歓迎すべきことに遵い

ないが､市民が街づくりに参加する､あるいは何らかの

かたちで拓づくりを実践するといった実際的な面にまで

事が進むと､何をどうすればよいのかとまといを生じる

ようなこともあろうし､まだまだ市民と行政との間には

筏づくりに関して無視できない落差があるのも現実であ

ろう｡

筏づくりの主体が市民自身であるということは､本来的

な姿ではあるが､こうしたとまといあるいは清楚を解消

するためには､街づくりに関して実践と経族を持つ行政

側が圭ir的な役割をra:たす必要があるL,､そのためには､

行政か事gtしてきたtr報を書大隈公開し､市民と共に有

効に活用する方法を兄いだす必要がある｡また､市民の

E]常生活t■において.自らできることは何か.どうあっ

たら今よりも快適な街づくりを進めることができるか等々

について､市民が自らの領で考え､行政と共通の碁盤に

立った検討を可能にする土塀を生み出す必要もある｡

とはいえ､市民と行政との共通の基盤を築きあけるには､

種々の報告書や ｢横浜の街づくりJの刊行による情報公

開のみでこと足れりとするにはあまりに不十分である｡

それを可能とする手f引ま､市民と行政との初速的な交流

以外には兄いだせないだろうし､行政は､市民との枕鹿

的な交流を切望している｡しかし､これを制度として保

証するための体制は､今のところ残念ながらできあがっ

ているとはいえない状態であり､また､これをいきfJ.り

制度上の聞古として取り上げることは､8々の無理を生

昭和54年度
さわやかわか読 ヨコハマ79r栃づくりJ5E｣

昭和56年度
さわやかわが街 ヨコハマ81r祈つくりシンJiZジュウムJ

さわやかわが帯 ヨコハマ81r子供たちの街づくり冶■JtJ

さわやかわか両 ヨコハマEnr♯市拝tAゲームJ

昭和57年丘
4)アジア太平洋並市づくりJk
8L訴きのう今日あすJH企■JIhJI)
兼しく歩こうミナトヨコハマLK(企iZII蛙局)

声 .y l. ∴ . ‥

さわやかわか葡 ヨコハマ11r子供たちの萄づくり軽■JLJ

さわやかわが街ヨコハマIBJr水EZのある術づくりシンポジュウム｣

昭和60年度
みなとみらい21シン7FルマークJL
第1回毛北ニユ-タウンまつり
みなとみらい21PRコーナー一一のtRt
イン,i(-トJtザール Jl菜
みなとみらい21フォーラム1おヨコハマ
事1両bt浜手ちつくり功労者X
事1回Jl浜手ちなみtl!T
みなとみらい211;男展 ヨコハマビエンナーレ86
みなとみらい21元気が出るフェア-

昭利】61年E
みなとみらい2187スプリングコンサート
みなとみらい21PRコーナーの)育
d]nt交通flJt会みなとみらい21PRコーナー
計2回若北ニュータウンまつり

みなとみらい21サマーフエスティJてル
街づくりとA;刑シンポジュウム
ライトアップ ヨコハマB6
凄■1出シンJl(ジュウム
ウオーターフロントヨコ八マ､眺
事2回ホ浜手ちづくり功労者X
みなとみらい21Jlr地球サイズの末果Giti｣

昭和62年Ll
みTJ.とみらい～)JE

ライトアップ･ヨコハマ87
aIなとみらい21サマーフェスティバル
インテリジェントビルフェスティバル
許3回析浜まもつくり功労壱r
y3国状洪まちなみ書軌X
ヒユーマナイジンク■道東I-ヰ市州浜会ZA
EE～シンポジュウムBBJg正美tlG市･8t来会王■
みなとみらい2188スプリングコンサ-ト
昭和63年足

Jlif空IIl出暮Jf
8一束J:勾JlヨコハマビエンナーレB9(市民局)
事日ヨアーJtンデザインEIl一コンペ
みなとみらい21ライブコンサート
みなとみらい21JL
みなとみらい21tコIもジー･-ナリストシンポジュウム
みなとみらい21コンサート
アーバンデザインシンポジュウム
EE)Fkシンポジュウム rアーバンデザイン シンポリュウムJ

au国t一窮まちづくり功労者■
歴史を生かしたまちづくりセミナー (蕃周辺の近代iI事)

平成元年度

tL浜NJt会 (YESEEL)(市)

ワークショップヨコハマ89
■5匝I港北ニュータウンまつり
書5匡弓ty界交i■学芸t一浜大会
みなとみらい21テレポート五和テレビ毒1

みなとみらい21JK
可Mアーバンインフラ･テックBgへ出JF
こみ収JE7rデザインコンペ
歴史を生かしたまちつくりセミナー (絹の道 市民ネットワーク)
gF5回N5FEまちづくり功労者X
書5E)tl浜3-ちなみJIRJt
みなとみらい21コンサート
dt涙れ術七みTJ:とみちい21月
よこは3-シティウオ-クみなとみらい～lJL
みなとみらい21プロムナードソ-ンシンポジュウム
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じさせることにもなりかねないのである｡

PLBi市では･行政を進めるにあたって､行政区ことにr区

民のつといJを郎 するなど･横浜市としてできること

から始めこ それを育て大きく発展させる姿勢を保持L

etfナているところである｡

これを街づくりに絞って考えてみると､検討されること

が待たれているZW はたくさんあるはずであるoところ

が､それらは市民の日に見えにくかったり･それを論は

する廿がなかなか見つからなかったりというのが実頓で

ぁろう｡このような実感を多少なりとも改善し､広く市

民の皆さんとの交流を図るため､横浜市でrま様々な交流

のtIに参加し､またそれを企画してきている｡

仇涙の開巻128年､市政施行90周年を迎えた昭和54年から

甥在までの､街づくりに係わるイベントの動きをみると･

昭和54年､56年､59年の3ヶ年で rさわやかわが街 ヨ

コハマJをテーマにr街づくりJ(ネル展｣｢子供たちの衡

づくり絵画展J r街づくりシンポジウムJ r都市探検ゲー

ム｣を､市民参加の下に実歳した｡昭和61年の壬からは､

dl浜の洋銀､伝統的建築物等をライトアップしてデザイ

ン都市横浜のイメージを高めるイベントも実施している｡

｢みなとみらい21｣は.プロジェクト内容.開発地区の

招介をするなどの各種イベントが､r港北ニュータウン｣

では.地元の権利書が中心となったrニュータウン祭りJ

が昭和60年から毎年行われている.

また､平成2年には､｢バルセロナ&ヨコハマシティー･

クリ=-シヨ ン｣を2ケ月間にわたって開催した｡この

他にも国際部市乱浜としてのEg帯的なイベントを数多く

実指している｡

そして､平成元年に.用意130周年､市政施行lOD周年だ

念事業として｢横浜博集会(YES'89)Jが､みなとみらい

21中央地区で､2,200万余の人々を集めて成功裏に終了

した｡

これらのイベントを通じ､市民と行政との交流を深め､

市民の皆さんが街と筏づくりを身近なものと感じること

により､自らが街づくりを実践していく主体の成員であ

ることを箆ytL､それを深めていただくことを大きfJ.目

的のひとつとしているのである｡

そして､イベントをそれだけのものに終わらせてしまう

のではなく,大きfJ:日的達成へ向けてのひとつの萌芽と

してとらえ､今後の交流の場を築くうえでの十分とする

必要があるし.このような努力を積み重ねていくことに

より､胃頭述べたような､とまどいや落差といった市民

と行政との狭軌こある問題が少しずつではあっても､解

為されていくに違Llないと考えるものである｡

平成2年度

JTルセロナ&ヨコハマ シティ クリエーション
*2回 アー/てンテtTイ ンEM コンペ
Eh 8市JI逝毒1

E)米突先公共事暮シンポジュウム

t帽 惹北ニュー タウ ンわ り
1喪山芋の西洋k

チレ東-トaiつくり

書6En 菜まち づ くり 功労者X

話 語;亡と己三二ント= 市- ･州 として和 したものモ

さわやかわが術ヨコハマ84r水辺のある街つくりシンポジュウムJ みなとみらい21J?

暇 まちづ<り■E事JL
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みなとみらい21地区

みなとみらい21の意持

みなとみらい21は､現在､関内 ･伊勢佐木町地区と横浜

駅周辺地区に二分されている都心を一体化､拡大強化し

21世紀に向けた新しい横浜の郁IDを形成する｡また､現

在の物流中心の港湾から国撫交流機能､港湾中枢哲理機

能を担う新しい潜へとPl的転換し､首都EElの蕪辞槻能を

分担する業務核都市としそ行政や企業の中枢管理機能､

商業､サービス､国際交流機能などの集積を図ろうとす

るものである｡

みなとみらい21の都市像

みなとみらい21は.次の3つの都市像に基づいて街つく 皿■

りを進めている｡

24時rq活暮bする国鞍文化都市

国際交流の拠点となる横浜国際平和会議唱の整備をはじ

め､オフィス､文化､商業権投や都心型住宅などあらゆ

るtB能が撮った活気に満ちた萄づくりを進める｡

21世紀のt一報郡市

面3 1防ha

脈的広4書榊 (rTl) 的12m)

Jtス用Jt-ス敷 9

Jtス系混和 26
祐つくりのJBJt名 みなとみらい21a)づくり亀
l暮童
街づくりのル-ル事 giづくり払Lt地区

土地区西野理事美事井較要
事策名称 横浜Eg頼藩砂iI政事♯ みなとみら

テレポート計画を中心に､さまざまな情報が受発信でき い21中央地区士地区申Ji理事#

るEi)際偶巧拠点として整備し､地区内のオフィスや施設､ 施行者 住宅 都市JH公Eg
施行朋Ⅶ 戚和58年一平成12年
BE行両横 743ha
儲LiJ=El

都市計iB決定 S58225,(ら81425変更)

事Jt計ii決定 事兼MiZZ可S58日 8(S

6277変更.HlI20変更)

Jlii戸政 3000戸
かi入口 名JI9万人 在れ t万人

九歩軍 366% (公共287%J

FS海部土地造成事美
事暮圭件 札束市
事JI見地 昭和58年
浬立Jtii面社 中央地区68～ha
新着地区130ha

国細 り別 路mL内野■析山下)
事*圭件 横浜市

椅行期間 醒和印年度一平成12年EE
托延長 が】42bl

家庭などで情報が手軽に利用できる高度情報社会に適応

した街づくりを進める｡

水と汝と歴史に臣ほれた人間El境都市

ウオーターフロントの特性を活かしながら､歩行者専用

空間､掠豊かな水辺の公菌､歴史的建築物赤レンガ倉庫

等の保存活用を軸に､人間と自然とが溶け合う潤いのあ

る街づくりを進める｡

亜席の状況と今後

みなとみらい21の国際交荒の拠点となる横浜国際平和合

法喝のうち､国際会浪センター､ホテルについては昭和

63年12月書=､国際展示場(-期)については平成元年11

月書=､平成3年のオープンをめざし建設中であり､ま

た中心的施設となる5,000席を有する国立国際会三井功は､

粟日本で唯一の国際会払鳩として建設省が建設する｡ま

た高度情報社会を支えるテレポート計画では､地区内に 捌 虫整備
光ファイバー網を敷投するとともに､衛星通信地球局や l 臨潜/トク

関門局杜絶を整備し､国内外の情報ネットワークを形成

していく｡現在､㈱メディアシティー横浜設立によりテ

レポート計画のひとつである都市型映像システムが種勤

しJh西による情報提供をおこなっている｡

業務棟能の集領については､横浜新都市ピルの完成に続

き25衡区の開発(三菱地所が事業主体)､24街区の開発(横

浜市､住宅都市整備公団､三菱地所が事業主体)が具体

化し.先導的役割を果しているが､今後民間セクターを

中心に桜木町駅僻から横浜駅に向けて投宿的に開発を進

める｡さらに横浜美術館､横浜マリタイムミュージアム

などの文化施設の整備､美術の広監 題意J(-クをrJ:じ

めとする緑のネットワークの形成等､新しい都市生活を

提供する居住横能の整備を進めL地域冷隠居システムや

都市廃棄物処理新システムのgF人のほか共同帝の設辞な

ど､安全で快適な都市生活のために新システムを中人(I

都稼働)していく｡

事業の推進体制

公共セクター､民間セクター､第3セクタ-が一体とな

って事業を推進していく｡特に㈱横浜みなとみらい2tは

行政と民間の調立を中心として業務を推進している｡

事♯主体 横浜市
G5行期間 昭和61年度一平成B年度
出面iL 的E3ha
2 赤れんがパーク

事典主体 払美市
島行粥Il平成元年BE一平成8年且
泣面fl l勺6aha
3 日本丸メモリアルJt一ク
7事圭仔 細浜市
汚行耶IIEEl和59年Ll一平成7年E

托面8 ポ155ha
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YOKOHAMA STA.EAST EXIT DISTRICT

横浜駅東口周辺地区

古くは轄子川河E]の入江であった横浜耶馬辺地区は､明

治3年の鉄道用地の確保に始まる相次<埋め立てにより

這成された地区であり､現在の位3Eに横浜駅が開設され

たのも､昭和3年と比較的近年のことである｡しかし当

時の都心地区は､関内､伊勢佐木町であったため昭和20

年代後半までは､駅舎のあった東口は､主に市電の乗 り

換え場所として機能していたにすぎず､3=た､西口は砂

利Tき場であった｡

昭和30年以降になると､戦災復興土地区画整理事業にJ:

る道路や脈前広場のSE矧 こよって発展する西口に対し､

東口では､ハス､タクシー､自家用車の利用者が増大し､

駅前広甥鞍能の蕪化と回道 1号の自動車交通の,E乱の解

満が課題となっていた.そこで当時の r都心臨海部捻合 横浜駅周辺街づくりの濃書
聖鰍 副 みなとみらい21)Jの一配 して､昭和 5年に ≡ア孟;諾?耳芝冨≡這…ま諾杭浜脈弧

r横浜駅東口総合開発計画｣が策定され､次のような申

革か実行に移された.

1)駅前広喝の区域を拡大し､国道の地下郡にタクシー､

自家用車のための地下広場､新都市センタービルの 1

階にバスターミナルを設け､自動車交通をすべて立体

的に処理する｡

昭利8年12月 相tFE和 .■不IJt浜閃全速

昭和20年5月 ≠浜大空♯

昭和21年B月 当地区を舌4,円野地区土地区iEi

trlrt■¶h暮.1年

昭和31年4月 耕浜釈名品3]他営井開始

昭和34年ID月 は浜高島五官事開始

昭和35年4月 横浜冊 r横浜研中ロ開発荘廿に

2)横浜駅東･乱 地下広場 (タクシー､自家用車)､パス 飾る基本75JIと朋 ｣決定

ターミナルとの歩行者の鵬 を図るために､東西連結 器 ;写芸.22書 芸芸票…琵忘芸完成

通路､及び地下街 (ポルタ)を建5'bL'たC 昭和37年11月 IX浜ステーションビル (現シア

3)駅前広場､風道､パスタ-ミナルの地下を利用して公 ル)菅井開始

共粒平場 (約5DO台)を建設した｡

i))西口に集中する商秦機能とのバランスを考え､また､

臨海部の今後の開発を促進するため､横浜新都市セン

タービル､地下街ボルタ､東口駅ビル ･ルミネ等の商

業施投の建設 ･中人を図った｡

今後の街づくりの進め方

r東口総合隅先計画｣は､昭和6D年の鏡浜新都市センタ

ービルの完成により一応完措したが､今後は､能接して

開発が遊んでいるポー トサイ ド地区及び､みfJ:とみらい

21高島ヤー ド地区､横浜駅西口地区等と一体 になった祷

づくりをさらに進める､そのために次ぎのような事兼等

を行っていく｡

p鉄i利用者の利便性をたかめるために､横浜駅におけ

る鉄道の招来計画等をふ3:え､今後の駅周辺の開発､

昭和39年12月 ダイヤモンド地下街完成

昭和41年6月 岡FF地区土地区両SE理事集完成

唱和43年11月 神訴岡田鹿 (現モアース)営業

隅始
唱和43年3月 t一浜耶東口スカイビル完成

昭和46年6月 tA浜朽u会全A協ZA合 r横浜駅

平口持合開発IIiiJ手段

昭和JB年10月 ■H暮浜駅東口開先会社世立

昭和1B年2月 机浜収西口特定iil区 (脚 天理

ビル)完成

招和48年11月 18鉄ジョイナス菅井陀始

昭伽 年11月 三塩81茨店善事開始

沼和4【l年2月 IOhJA/ls-ム､ジョイナスヒル

二l書に移転完了

昭和51年9月 k衷市営地下RtI浜脈先入れ

屯和52年12月 れ浜㍍西口兼-3市街地開発事

JtB市kiL決ZE

唱和53年5月 相鉄ジョイナスビル全土完成
唱和53年10月 ニチイ札浜店(現tI浜ビブレ21)

及び.みなとみらい21地区､ポー トサイド地区の開発 青書用地

による.歩行者Jlの増加に対応した縦 覧駅の改造を国 印 54年 tLR柑 口許2釈F'広I完成

る｡ ≡芸芸 ..欝 芸慧 賢讐 票 ,諾 J;≡

'ポー トサイド地区の開発､みなとみらい21繰 ･横浜釈 ネ人 地下街 rポルタJ書事Fl始

の珪投と､それに伴う再開発､鉄iB上空利用.祇崖町 昭fD55年12月 N東新堺市センター群艮正

方面の朝 粥 を鮎 的に甜 するために､横浜駅北 ≡…56" 脚 酌 周辺地区毛鵬 gL毒
口 (仮桝 の五億構想を進める｡ 耶 】56年柑 r4茨市井心耶 辞捉合隻脚

●耶前にふさわしい土地利用を図り､東口､西口の-体 il(みなとみらい21),尭要

化を強化し､みなとみらい21地区､棄口 ･高島地区の 昭和56年11月 t一兵収束壱舶 自由iI抱全面Rl

再開発等を総合的に誘gするために､横浜駅南口 (仮

称)の整備構想を進める｡ 2抑 JZ:gB完成

.地下都市計画等による開発誘書により､東口､西口､ 昭和帥年9月 tJl浜

みなとみらい21地区､,it- トサイ ド地区を右横的に絵 ≠訴そこう官1P]始

｡横浜駅に築中する自動車交通の混乱を防ぐため､地下 表蒜63年柑 横浜和 市センタ-臥 … 浜

都市計画等を活用した開発誘導による､連絡道路､駐 駅無口朋尭公社を吸収合併

ぶ･歩行者ネットワークの実現を図る _ ≡芸芸年3月 脚 西口和 広m 鵬 肘 東口抑 地̀上'広中

車甥の辺設等とあわせて､駐車場案内システムの充実

をBgる｡

tnl 西区高A句2TEL他

面fI1275ha
脈gE簡宰松 (西口周辺地区や酬

脈耶広qI等面用 地上12800rTl.地下10PX)rTl

パスタ-ミナル8908rrl
バス用/て-ス扱 柑

バス系統敷 24
商店a)名称 両店杜 tI浜ルミ本会(167)

tA浜帆平□地下街汚店重く103)

ttlEBJltI J

読づくりのルール事 的づくり位n地区

平成2年9月 よこはまパルナード完成､緊急

ハンス営#開始

地下aiボルタの朽空

所 在 地 7Jl涙雨i5区高島2丁目

蛭営圭年 t一浜新8市センタ-株式会社

朔Zg年月日 昭和53年11月7El
延 へ EEq柵 39133nl
公共ti廿4 250色
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YOKOHAMA STA.WEST EXIT DISTRICT

横浜駅西口周辺地区

横浜駅西口周辺地区は､戦後の土地区画整理事築 く戦災

関連 ･都市改造字幕)により､道路 ･駅前広場等の都市

基盤が整備されるとtもに､昭和30年代後半の ｢西口ス

テーションビル(現在のシァル)｣｢タイヤモンド地下街｣

などの完成で､西口発展の萎醍が築かれた｡その結果､

商業ポテンシャルの高まりと相侯って商業 ･業務施設の

集積が進み､今では､横浜市最大のターミナル商業地で

あり､首都圏においても新宿 ･池袋につ<'第三位の販売

額を害毒る繁華街である｡

一方､横浜市の玄関口を担っている本地区は､このよう

な著しい発展に伴い､
●増加 ･集中する人及び華から起こる交通渋滞､

･高醐 指鮒 区であ｡ながら､戦後整備した道路 ･ai 霊: ≡買慧 ､粥 1.2丁目･他
区が基盤となっているため､土地利用の不合理と公共 朋 油 等歎 (人/日)
空間の不足､

.混在する建物用途と乱立する建築物､

p自然発生的に拡大してきた地下空間に内在する災害時

の危険性､

TJ:と､多様lJ:都市問題を抱えているC

街づくりの基本方針

本地区は､このような状況を踏まえ､長期的な展望に立

ち､都心部高度両案地区としての魅力ある街づくりを､

次のような基本方針により推進している｡

I)合理的な土地利用と施設の更新により､土地の高度利

用を図る｡

2)旺盛な企業の設備投売活力と､都市計画 ･制度等の組

合わせを積極的に運用することにより､都心地区にふ

555 56D s63

JR横浜 67833d570162641.576
相鉄横浜 338142LH811OLl55079
京急細浜 29296Ll311619334074
東急横浜 242282285238297726
地下鉄横浜 523566761289d62
駅前広場等面河 146DOnl
I(ス用バース敷 20
ハス系統歎 65

商店緬名称 商店数 サ.ダイヤモンド(152)

煉浜脈名店会(252)相鉄ムービルプラザ(2B)
横浜シャル商店会(175)西口季崇商店会(54)
周P雨季両和会(128)横浜モアース中門店会
(113)横浜朋西口五番街商店会(28)
大型店舗扱 15

市3i地再開兄事#
事業名称 横浜駅西口第一稚市街地再開発事♯

さわしい衡づくりを誘導L,､都市機能の更新を図る｡ 施行者(予定)再開発相合

3)建築物の用途 形態等を誘導することにより､魅力あ 施行地区面相 的Ilha

る都市景額と快適な空間の創出をEglる｡ 地権者敷 約25名

4)集中する自動車交通の瓢 を防<ため､総合的な徳づ 芸書芸…決…害 昭和52年朋 2｡

くりを行うなかで･道路 ･駐車場等を整理し､都市の 塵紙 宰
機能､施設の強化 ･改善を図る｡ 建築敷地iE)概 的7.2DOni

5)限りある都市空間の複合的 (立体的)な利用を計画的 芦玉串面相 的55DDrrl

に推進し 糾 する兼街着の利便性 ･安全性を砥保す 護憲 ≡柵的認諾.DODM
るため､歩行者動線のネットワーク化を図る｡ 官用等 約940%

6)歩道の整備 ･緑化の促進等､歩行者空間の整備 .改善 主宰用途 店舗

を促進し､快適な都市環境の創造 ･演出を図る｡
公開 広場等 公澗空地 約2800rrl

街づくりの進め方
特定地区

以上のことから､魅力ある街づくりを実現するための万 事業名称 横浜脈西口特定地区

策として､次のような串羊等を行っている｡ 所在地 横浜而西区北引 丁目

1)｢横浜駅配 第-種市御 也再開発事*J(幸崇地区)の 芸登別書芸完年誓書46年1月
早期事菓化を目指すとともに･隣接する五革街地区の 殆扱穎要

再開発事業 (組合施行)を促進し､横浜駅西口南幸地 勲地面柵 的目口8rTi

域の玄関口としての街づくりを行う｡ 王捕 面鞭 約1700ni

2)脈 建築物等の更新の機会をとらえ･特定街区利息 芸:左書冊酌:D詣｡｡od
市街地環境設計制度等を活用し､都心にふさわしい施 審和率 的1DdO%

設建築物の建設を促進するなかで､駐車施設の確保､

地域冶暖房の導入､ホール .美術寵等の文化的施設の

誘致を行う｡(相鉄本社跡地､他)

3)車での宋街着の利便性と､道路交通の稲梓の揺和を図

るため､公共駐車場の増設等､再王手機能の整備 ･拡充

を促進し､駐車場案内システムの内容の充実を行う｡

4)横浜駅西口周辺地区と､横浜駅及び東口地区､並びに

みなとみらい21地区､ポートサイド地区開発との連繋

を強化するため､地下 ･地上 ･デッキ (空中)レベル

での施設整備を官民-体で行う.

5)都市計画道路北幸緑 (計画幅員22m)の整備を行う｡

6)歩行者空間の環境向上を図るため､歩道の緑化 ･再整

相違 規椴 SRCi皇 地下2階 地上27Ri
主宰用途 平群所
l主ZF鳩 tlB台

地下壱 ザ･ダイヤモンド
所在地 横浜市西区雨季1丁目
は営主体 横浜地下祐株式会社
開校年月日 昭和39年12月1日
延べ面破 38805rTl
公共良gl鳩 362台

地下街 相鉄Dブロック
所在地 横浜而西区雨季1丁目
経営主体 相模鉄道株式会社
開校年月日 昭和49年3月31日

備事業を地元関係者の協力を得ながら行う｡(市道182 主査べ面71 2680rTl

雪線 (通称彫刻通り)p他)

7)建築計画に際し､壁面後退 (1-3m)等の指導により

歩行者空間の拡大を行う｡
KNピル(Zt甥相計制度) sTビル(qt現世!†制度)
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YOKOHAMA PORTSIDE DISTRICT

ヨコハマポートサイド地区

ヨコハマポートサイド地区周辺は､横浜親藩以前からの

古い歴史をもった地区である｡鉄道の開通に伴い臨海部

の埋め立てが進められ､工場 ･倉庫等の土地利用がEg]ら

れてきたが､我国有数の鉄道ターミナルである横浜駅の

近接地として､都心にふさわしい整備が期待されている｡

また､この地区は横浜駅東口に隣接する位置にありなが

ら､国道 1号繰･15号線 ･首都高速造指横浜羽田線およ

び帖子川にJ:り分断され､東側は商佳=混在の市街地､

西側と南側の大半は倉庫おJ:び工場等に利用されている

ため､いわば蕪街的なただずまいをもつ地区となってい

杏.このため､みなとみらい21地区へ至る都市計画道路

栄本町緑が､この地区内を縦ZSするのを契機として､み

なとみらい21事革の-発を担う地区に位置づけ国際文化

郡市横浜にふさわしい新都心の形成を目指している.

地区整備の方向

ヨコハマポートサイド地区内 (約25ha)の整備は ｢特定

位3[神奈川区会港町､大EI町､崇町
面相 的251ha
耶集中客数(人/日)

555 S60 563
京急神奈川 556250445230
ハス系統数 1
街づくりの粗搾名 栗地区街づくりを考える会.

住宅市街地総合整備促進事業J(軌CA部の既成市街地にお ;i/i与,i二㍍ イド表三言ら0,品表芸
いて､良好な住宅の供給を図るため創設された建設省所 街づくりのル-ル等 街づくり協uI地区

管の事業)により､横浜らしさの表現､都心らしさの表

- . ‥ ･ '∴ . .∴ - ∴ -dl<-
景観の創造と､都心に住むことを望み､それを積極的に

活用しようとする人々に対してその場を提供するため､

都心型住宅及び各種都市的施設等を建設していくCまた､

この整備計画に基づき行政にJ:る郡市基盤整備と胃民協

調方式を基本に､民間主体の宅地院発と一体となった質

の高い調和のとれた祷づくりをめざしていく｡

アート&デザイン

特色ある街づくりを行うため､この推進母体として､主

要街区の民間地権者､住宅 ･都市整備公Eil､横浜市から

構成される r衡づくり協法会｣を設立し､rアート&デザ

インの街｣を街づくりの基本コンセプトとした ｢街づく

り協定｣を締結した｡｢アート&デザインの街｣とrj:､関

係者の相互の創藩=夫により､従来の住宅 ･薬常 ･商業

といった3iの基本的構成要素に加え､芸術 ･文化関連施

設の集積を図り､デザインを隅々まで行き届かせた魅力

ある街づくりである｡

土地利用計画

栗本町線を暁として西側は商業 ･業務を中心とした複合

住宅地83ha同案 業務地48ha公Eb･持
地3dh∈】 石蕗77ha 河川 その他ロ9ha
tr画人口 約65DD人
計i5戸敗 的18m戸

立満期問 題和6ロ年度一平成7年度

市街地再開発事業の事業概要

事業名称 横浜皿際52iSt;漣投串蕪 ヨコハマポ

-トサイド地区第二確市街地再開発事薬

施行者 横浜而

施行期間 昭和61年額一平成5年度

施行地区両稚 39,646nl
地権者故 104人(事♯計画決定時) 入居権利

壱5D人(別に6人の指定分洩壱)

事非文 的789億円
都市計画決定 昭和61年12月23日

事業計iE決定 脹和63年7月15日(平成 2年5

月25日変更)
管理処分計画決定 平成2年7月5日
工事完了公巷 平成6年1月(予定)
施設等の横雲
i2築敷地面相 18832rTl
l主薬面相 12214rTl
邑玉′ヾい軍 65%
延べ面積 89256rTl(容研対象両稚 OD493rrl)

利用､東側は住宅中心の複合市街地を基本とし､横浜駅 電柵宰 427%

東口周辺ソーン･中央ソーン･臨,毎ゾーン･神票川公園

周辺ソーンの4ソーンに分け､そのソーン特性に応じた

整備を進めていくC

市街地再開発事業

地区の中央郡 (約4ha)は､みなとみらい21地区の北の

玄関にあたるため､横浜市が施行する第二種市街地再開

発事業により､道路整備と併せた-体的な街づくりを行

っていく.この事業においては､街区で構成する3つの

施設建築敷地に住宅 ･業務 ･商業等か榎合したピルを計

画している｡住宅施設については､住む人の多様なニー

ズに応えるため､画一性を排したより賃の高い住宅を供

給し､業務施設についても､社会の高度化 ･国際化に適

応できる情報システムと､快適な執務空間をもったオフ

ィスビルであるとともに､｢アート&デザイン｣に配慮し

たピルを言十両している｡

主要用途 住宅.兼摂 店81
その他 正体横断施設.地域品性房施設.且中
堀,ピロティ 自転zB事鳩
Jigl台数 396台
公共公益指紋等の聖熊 都市計画逝題r崇本町
繰｣(幅Jt40m,延長的310m)ノJr朽木適軌 +訴析8帯1:
(すみきり部分)区画街路 5路繰(幅員8 (小浜そごう)
-22m.進艮約90-1TOrTl) ヨコハマJltlト



亡空亡軒f5仲 ZL箔

J- GJL)蕗 耶前広1

- EI血■8用が 8

.,- 8■(JR■事)

.- r扶■(地下鉄J&)

I-■td (P■NL)

-●-I(スFM ･fr官用

- 34 5Zg川 池事

- 公t ･他 事

II+ 斜面JA地

■ l 丘中也

- 公共 公告的施Eg
- 大規仇店■掩投

-B事烏投I

- +拝島ZE等

.- モール･プロムナード書

⊂ コ 土地区i5- 7Jt

旺IIE芸≡芸書芸;:暮

≡ヨ 特定街区 地区柑

こ コ 脚 協定等

地下街

LA■47

★ 謡 諾 芸抑 舶

● e史的土木JL洗物

I 丘史的建一王物

㊥ 市庁舎 布施投

葡 皿 県指Z2
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KITANAKA-DOFHDISTRICT/8ASHAMJCHIDISTFH CT/ CITY OFFICE DISTRICT

北仲通地区
馬車道地区
市庁舎前面街区地区

都心苦Bにおいては､主に商業 ･禁芳機能の強化を図るた

め､市民エネルギーを基に官民一体の都市づくりを展開

している｡とくに納内地区は､開港以実､横浜の発展を

担ってきた地区として､都市基盤整備 ･強化を図るとと

もに.建築物一棟ことに施主 ･設計者と話し合いながら

計i5を進め､iZ物のEF .デザイン ･掠化 ･街並等きめ

Jaかい定点をした街づくりを進めている｡また r関内 .

関外地区Jと rみなとみらい21地区｣とのつながりを強

化するため r北仲通地区Jの再Sa発を進め､都心部の一

体化を図っていく｡

北仲通地区

北仲通地区は､横浜の古くからの中心市議地である関内 北仲通り地区

地域の一角に位tL､J服 相 乗急乗積操 ･絹 地 芸:57号芋芸道5丁目∴榊 3518丁呂､
下鉄3号娘のターミナルである桜木町駅に至近の臣事凱こ 面N ll25ha

ある.また､都心部強化の中心フDジェクトである rみ

なとみらい21地区｣とも大岡川等を挟んで対岸に位ilL､

将兼はみなとみらい21線の脈の設置も計画されるなど横

浜の既存都心部においてZf要な位置をしめる｡

しかし､現在の地区状況は､都市言十画遠路本町穎沿いrj:

aiつくりのJaJt名 北仲通り南地区再開発推並
垣は会lFI地区約3ha)
'd)つくりのルール琴 的つくり協uI地区.再開
発地区かiB(同地区的3ha)

qtlPJ均6

蕪辞ピルが辺ち並んでいるものの､地区全体では倉庫等 GZt 中尾桝 乱 元浜町.北仲通.本町 商

の低利用地も多く､恥 部としての立地条件に貼 った 器 .諾≡雷
十分な土地利用がなされていない｡さらに､みなとみら 脈乗降容赦(人/日)

い21地区とを結ぶ都市計画道路栄本町線についても､末 S55 S6ロ S63

整備となっている｡ JRP]内 100412 lot428 1T7024

このJ=うな状況を指まえ､rJ=こはま21世紀プラン｣及び 芸言霊望冨 qd宝器o偶芸諾 店55号6去ヲ4横浜
｢都市再開発方針｣等においては重点的に再整備を図る 中央地下街軒店会(38)常盤町商店芸日0)

べき地区に位1(付けており.そのため､次の基本方針に 大n店1-班 2
基づき計画的な地区の再整嗣 進め･都心部の中心地区 /:三…Z芸だ!荒.展≡雪警若芸≡冨富合
にふさわしい都市横能の集積をEgっていく｡ 卿相 和朗 読づくり協lE書

地区整備の方針
市庁舎前面itI区地区

:F :-ニ`誌 い 一一.1ニ●_喜1. L･':.､-∴ こ:･芋 ∴ A-1一

合也能の築8tを図る｡ 頼兼舟等鞍(人/E3)

2)幹線道為栗本町繰､みなとみらい21線の骨格的fJ:基盤 S55 S曲 S63

楕没の聖書とともに･広場 ･空地等を設けて安全で快 立言器 内 1認諾 1聖霊 】諾T:
適な歩行者空間を形成する｡ 角店街絹 4店h 崇的 再店会rlO)

3)歴史的建造物の保存復元､水辺のプロムナード撃常等､ aiづくりの)I,-ル書 街づくり協弘地区

歴史や環境≠頚を生かした魅力ある拠点づくりを行う｡

都市計酉道路崇本町絵にJ:って大きく南北に二分される 北仲通地区

北仲通地区は､現状においても南北で土地利用 .権利状

況が異なっている｡そのため､計画熟度の高い地区から

投指的に現価を進める方針であり､北地区の旧農林合同

庁舎部分及び南地区について先行的に事業化を進めてい

る｡特に南地区の再転領としては､必要な公共施設を監

儲しつつ､立地条件にふさわしい土地の高度利用と都市

機能の更新を図るため.再開発地区計画制度の適用と市

街地再開発事拳のir人を行っている.

南地区市街地再開発施殴概要

1)みなとみらい21地区と既存都心部 (関内地区)との接

点であること及び新駅を設けた新たな中心地区である

ことを象徴する超有JF建築物を街区中心に配alする｡

2)建物低層部には歴史的建築物 (横浜銀行本店別柁)を

保存4Z元し､周辺の街並みとの調和を図るとともに､

街の脹わいを生み出すためこれにふさわしい商業施設

を配置する｡

3)水辺の憩いの空間､人工地盤やアトリウム等を活用し

た快適な屋内外の空間を矧 ナるとともに､桜木町駅､

新駅等を中心とする様々な動線に対応する歩行者空間

を形成する｡

横浜第二地方合同庁舎建設計画概要

横浜市内に分散している狭包 ･老巧化した官署を集約化

北仲aft地区市街地雨q兼事暮古書
事事も 北仲通南地区事二■ftS街地再EFa荒事事
琵行事定石 住宅Idl市野■公団
溢行朔■ 平成2年BLから平成7年BE
丘行面I l勺3ha
地fE古扱 土地柄有寄 切地経書14名 満貫dE
S18%

事大升 的27α】1書
胡市Rib訣ZE 平成2年H月Ⅶ日

事井托可 平成3年良兼(予定)

J8JJJqのtI
i2摂取地面fI I917ha
ZZ無mqt 的1aha
iIベい串 的80%
延へ面相 約20万rTl

軍事l軍 事勺1080%
王■EI壬 IFl･JtJ
i)物幹松 約50帯
建物FSさ 的238m
私申せ 約700台



==コ ■RJナ■■h

J- 幹JLJ落 耶前JZ:qt

J- 自動■▼用)23

- 扶■(JR*削

.- 一JW (地下鉄Je)

-__84(JIi5NL)

一 一･I(ス給紙 l9?留所

- 刃pl川 ･池事

- 公書 &地平

-暮摘牡地
- 丘牧地

- 公共･公益細 片
- 大規模店Sl施政

- 南井見放等

- ■∫■J?q

JL tlJL,･プロムナード等

二 二 i柑 ■IFl■t

E:IE歪霊芸書芸‡:暮

≡ ∃ 特定Jd'区 地区JliE

こ コ 脚 曲別

Ett下血

土面JIJi定

★ …芸.,?:芸投Jt舶

● だ史的土木)*均

ll 丘史的jl玉均

㊨ 市庁舎 市席ZR

等 ED･県鳥粒
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KITANAKA･DORIDISTRICT/EHSHAMICHIDISTRICT/CITY OFFICE DISTRICT

し､行政菓務の効率化と利便性の向上を図るとともに､

業務核都市構想の一環として､地方移転官署の受け入れ

を行う｡施設概要としては､建物を高層化し､地上にア

トリウム等のオ-プン空間の形成を図るとともに､旧横

浜生糸検査所外壁を再生復元し､馬車道 ･万国橘通り沿

いの街並み景観形成の核とする｡

馬車道地区

馬華道通りは､専門店とホ-ル ･博物柁 ･映画館等から

成る個性ある商店街であるとともに､都心部で最初にモ

ール化をした地区であるC地元では､このモール整備を

機に衡づくり協定を制定したOこの地区では馬車道モー

ルを軸として､商業樺能の強化､建物 ･看板のデザイン

化､歴史的建築物の保存 ･活用等地域の特色を生かした

街づくりを行っている｡

本市としても､このような地元の活動を補完するととも

に､再開発の誘導 ･指導を行い､都市基盤の整備と都市

施設の充実等を促進することより､個性ある商店街の活

性化を図る｡

市庁舎前面街区

市庁舎前面街区は､大通り公園､横浜公園､日本大通り

LLJ下公園に連続する ｢みどりの軸線｣に沿い､くすのき

広場と-体の歩行者空間整備や､壁面後退､建物外観の

色や形態､看板m]制等の指主等を行うことにより､都心部

の街並み形成を図る｡

馬中道モール
事策壱 馬ZBiil商店筏協同組合
蛙= 昭和51年10月

事兼摂 地元負担分 的35ロ8万円
道路曙旦 16m (中道7m 歩石45m)
延長距AB 的8【氾m
モールの特色 赤レンガタイル､拾タイル船り

講持物 R;刻 丁太PRの母子健｣

港町くすのき広場
計画敷地捉両Ⅷ 5738rTl
歩行老中用惑(広場)2650rTl(平均ql7m 長

さ123m)

一般iE路,タクシープール 1058rH
ti中鳩 95DrTl
その他 280nl
完成 昭和49年6月

地下街マリナード
所在地 横浜市中区尾上町5丁目 横浜市中区
伊事き佐木PH TEl

経常主体 横浜中央地下街株式会社

朋投年月白 昭和52年10月29日

延べ面相 4.8Dgnl

市 3 ]地 再 開 発 事 業 完 成 予 甥 /ト ス (北 仲 適 地 区 ) 日 本 火 災 横 浜 ビ ル (環 視 醍 針 制 度 )
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lSEZAKICHODISTRICT/ODORIPAFtKDISTFuCT/NOGEDISTRICT / YOSHJDA M ACHI DISTRICT

伊勢佐木町周辺地区
大通り公園周辺地区
野毛周辺地区
吉田町地区

本地区は､Em外地区と呼ばれ､江戸時代､横浜村 ･他の

薪田尻発のため埋め立てられた吉田新田 (1667)と.国

表tA背後地の'tfづくりのため整点された吉田新田､加島

新田からなっており.師表後の関内地域の興隆とともに､

伊野佐本町通り､野毛通りの商店街を軸にして市の中心

市街地として発展をとlJてきた｡しかし､昭和30年代後

半からのBt漢訳周辺のめごましい発展の影Tを徐々にう

lj-､凋外地区の発展は､伸び悩んでいたところである｡

このような状況と､都心部の一端を担う本地域は､みfJ:

とみらい21地区局辺部内発との連繋を強化するとともに､

地区ことに､その特性を生かした衝づくりを進め､I(ラ

ンスのとれた都心部の形成を囲っていく｡

伊勢佐木町周辺地区

本地区の劫である伊勢佐木町透り (延長的l.3bn)は､開

港以栗､都心部の代兼的な商店街として栄え､｢イセプ ラ｣

rサ キJ の愛称で市民から親しまれていた､しかし､昭

和30年代後半からの横浜駅西口の発展に押され､商秦活

動の立ち遅れと伸び悩みが見られる｡このような状況か

ら脱皮するため､横浜市は､地元と一体となり新しい街

づくり (再開発)を推進している｡

位■(区 切名)中区伊井佐木l-7TEL看

暮句1･-3丁目.41早IljL 末広町I-3T
EI他
面fA169ha
脈JE持音数(人/El)

S55 568 S63
JRBq内 100412 101428 117.824
地下EEBb内 L10.2BO 52462 5318d
商店ai名称.商店敗 訴っ子カウ商店街(53)

Jt萄F76丁目親交会(24)伊井佐本町1､2T
El同和会(113)菅Jt町繭栄会(127)伊井佐本
町商店街(252)帯金横g!大連弥栄会(27)

その第一段階として,伊勢佐木町通りのショッピングモ 大且店Il赦

-ル事業を実施し.昭和53年に 1I2丁目､昭和57年に

3･4丁目が完成し､さらに､平成3年には5･6丁目

のモールが完成した｡また､地元商店街では､モール化

と併せて r街づくり協定｣を締結し､これに沿った街づ

くりを推進しているところである.

今後は､敷地の共同化等による再開発を促進し､大型店.

専門店の充実とともに､鉄道脈とのアクtzスの強化､周

辺地域との取合等､ハード.ソフト両面からの再整備を

行うことにより､商店街の活性化を1司っていく｡

/tBづくりの娼■名 伊野佐木町1,2丁目地区

商店3i頻用柑合.伊*佐本町3.4丁目地区商

店ai漂A娼台.伊野佐木町商店ai(協)

街づくりのルール書 街づくりtB洪地区､伊井
佐本町1.2TEl地区3iつくり協定II伊井佐

本町3.4丁目地区aiづくE)協定II

イセサキモール日 ･2丁目)
事暮春 伊*抜本PJ1･2TE]地富邦店市振■
拍合

幹= 唱和53年11月

事暮■ 地元A担童 的51■円
)払■JL 145m (事■145rTl)
宅長年Jl … m r的70qOrTl)
モールの特色 )私室ILを2J時■歩行舌に洪放

した本格モール.丹iFはJL一断面とし.レンガ
タイル､捨タイルで1技.t･勾 r苦い女｣時計

rからくり人形の時折堵J

イセサキモール(314丁目)
事事書 伊方佐本町3･4TE]汚店35振M 合
枚= 昭祇7年11月
丁暮★ 地元A担金 的4■用

)島■Jt 14訂11 (歩)145JTl)

iZJE臣■仰 rl(栃 50Orrl)

モールの特色 )払空■を24時Jl歩行舌に群放

した本格モール●持面はJL-5面とし､タイ)L'

■鼓｡モニュメントrかもめJr光るつfSさjrL

あわせのれJrヘルタワー.I

イtzサキモール(5lBTEl)
IJt苛 伊井佐木E75 6丁目商店a]集iP浪合

竣= 平成3年11月

事♯Jt 地元AP_金 I92せ円

iZZlfJt lJ5m (+)6m 歩)85m)
珪 莞̂n 的d【刀m (約6【H刀nl)
モールの特色 歩行者と事の共存を呂指したモ

ール｡タイル■裳 モニュメント｢波の事Jr花

びらJL事J 1,割 r祝冠｣
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lSEZ A KIC H O DlSTRICT/ODOFH P A R K DISTR ICT/ NO G E DISTFH CT / YOSHID A M ACHIDISTRIC T

大通り公園周辺地区

大通り公園は､新吉EZ]川の埋立を機会に､くすのき広場､

横浜公臥 日本大通り､山下公園に連続する ｢みどりの

軸繰｣の中心施設として､昭和53年9月に開設された｡

本地区は､公園に面する街区の開発 ･整備を促進し､三

ナトヨコハマの新しい都市軸としての衡づくりを行うも

のであり､そのため､公園沿の一昔即こ壁面綿を指定する

とともに､載地の共同化､歩行者空間の確保 .充実､廷

物用途の適正化､都市景悦の調和､などを建築計画時の

調整事項として､より良い大通り公tg治の街並の形成を

図っている｡また､これを実現するため､横浜市市街地

現場設計制度tJ:どを積極的に,%用していく｡

大通り公■斬面GEl

位■ 不毛BH-3TEL 万代句1-3丁目､

)蕪町 1-3丁目.羽衣可I-3丁目他

酬 312ha
RIJ4壱如(人/日)

555 SR) S63

JRJI内 lb]4ほ 101428 117024

(也)荊内 40280 52462 53I84
(也)伊*堤本 12516 ID382 109IB

UinijJ

(也)板東Mt 10252 IOBSB 1273～
街づくりのル-ル事 箭づくり協LR地区.壁面
は指定

大通り公開

托甘8136抑】rTl

石の広gB8.93Dnl

水の広qB 68DOrrl

みどりの帝 2063L】rTT

Ztさ 1.200rn
l■ 30rrトー44m
完成 昭和53年9月
モニュメント事 EId(石の広qH,三つの部分
からなるオフジェ(水の広I).●く文(牡の滋)､
^谷川まi5t)之SI(Jlの轟)

野毛周辺地区

野毛は.桜木町駅 (旧 ･横浜駅)から西に広がり京浜急

行日の出町駅までの地域で､推戦後の rやみ市｣の時代

を経て､現在は､飲食を中心にした商業の編である｡

■十 宗 嫉■文

化tzi..さ 鮎 莞占.買 手転 揮 発

-ラ;- 華 ∈⊇r㍗

J ~_J ｣

■ ttY

■⊃iO節

◆水-事Lgt .I TL●右lムlサ享 Iン■りI tlE韓･3 俵 書 葉木A■畏 J,

本地区は､｢みなとみらい21地区Jに熊接しており将来期 大通り公■平面臥石の広■(ステ~ジ)水の広I) 大書ウ公gJqZZの萌並み(JL格)



持される地域として､建物の建替えが活矧 こ行われてい

るty:ど街づ くりの気運が非常に高い｡ このような中で昭

耶 8年には r野毛町 3丁巨価 衝地再開発事菓 (ちえるる

野毛)Jか､平成元年には ｢E]の出町駅南口地区優良再開

発建築物盤傭促進事業｣が完了したoまた､昭和62年から

平成 2年にかけては､野毛本通 りの環境整備事案も完成

した｡

今後は.rみなとみらい21地区Jとの連繋を襲化するため､

書良再開発建築物整備促進中葉などの再開発を積楼的に

促進するとともに･生活 ･文化 ･娯楽 ･環境など多面的

な検討を行い､r野毛らしさ｣を生か した･ハ- ド､ソフ

ト両面からの衝づ くりを展開 し､開港以来の r野毛Jの

活性化を図っていく｡

吉田町地区
伊努佐本町と野毛にはさまれた本地区は､両地区の街づ

くりの動向にあわせ地境の活性化を図 り､昭和63年には.

吉田町通 りのJT境整領事薬が完成 した｡

今後は､旧態依然とした木造密集地や､老朽化 したピル

を更新するなどの再開発を促進 して､地区の街づ くりを

行っていく｡

P毛地区

皿■ 中区E]の出町､宮川町.野毛町1-3T
EL 花咲印1丁目

B斗 182h8
糾 何等救(人/日)

S55 S白】 S63

JR笛木F7 56.812 56810 5532t)
TJL模不F7 74d52 82526 田997

地下鵬 和 '2･M H562 22nd RF前広IdiaIHdDrrl
/てス用J(-ス放 棄日時I

JTス系統扱 27

A店街名称 特店鞍 Fl毛商店街(B6)

tI毛81為り金目9)吉日B]亦実会(31)

日の出町折柄■店会(50)町毛桜i汚乗合(35)

大里店書抜 3

砺づくりのalJt 野毛地区街つくりを考える会

野づくりのJL'一ル写 読づくりKS払地区

吉田町地区

位t 申区舌EE)町

爪先耗嘗赦(人/日)
555 S60 S63

JR苅内 1【氾412 101428 117824
地下軸 内 402弧 52462 53lEl4

4店ai名称 持店放 言田町名店aI会(5ロ)

市街地再刃先事美

事t名称 fI毛句3TEl市街地再河毛事集

i行舌 (予定) 住宅 砂ifiSEl公EEl

Jt行地区恥a 和I7ha

飽け苛政 57名

比事事■ 約7318
年if)耶由決冤B 昭和53年11月7日
JIJ9tt

t年取地面q 3BE4rd

iL築面3 3～59rTl
tべい事 85%
iiぺ斥面k 10l防Trl
草書事 453%

王女用途 店■ 事漂所 住宅

ti■台払 48台

公書 広I事 公h 355nl
その他 叫訴市地区センター

tL艮再開発iL築物別 l促進事♯

大角川プロムナード 榊

諌エ (予定) 平成2年3月
Jtt?elf

ilホ赦地面帯 I引729nl
it講面柵 的1.228rTl
iI′くい軍 事勺71%

延へ床面7* 約9634nl
零a宰 杓引】7%
圭7用途 店31 可洋学佼 ･事務鞘

且ヰ台数 34台

公EB･広gB等 広I rl4LXLrrlJてスベイ

野毛本通り (卜 2丁目)qtgt室心事事

事1古 P毛油店街協同JB合

竣工 昭利】62年12月

事井R 地元n担分 約7500万円
iE)給付4 15m (dl正9m 歩道3rTl)
延長岸耗 約4【氾m (約1.bX)nl)
モールの特色 タイルb宗 だタイルLfり 街

指柑 自己I箱の壁面利用 (野毛の援更I)照明

fJの放■

Ef毛本通り(3･LIT目)EI境琴ft事?E

9(良再FFB莞建築物茸fl促進事井 ■六才 甘毛色店出島何曲合

■事名称 宮川町2TEi地区4白雨開先建築物 竣Z 平成2年3局
IIEL▲■■

施行者 神奈川Jt住宅供給公tt

所在地 仇浜市中区宮川町2丁目55礁地

汚行地区面相 的1120rrl
地NE名和 7名
K■■t rLnd[R

74取去 約8【伽万円
i2= (予定) 平成5年7月 (予定)

.FSbIL■

iI熊取地面fA 的725rrt
jZ牢面N 的Jd5rrl
ilベい軍 r)61%
LZへ斥面il 的5.60Drrl
琶事暮宰 i勺708%
王女用逮 店SI 事耗所 共周住宅 町内芸柁

7暮名称 日の出可研南口地区書良再開発漣込 tLZI台払 3)也

物を書保1事暮 公Eb 広gi等 公P空地 約2【肘

ji行壱 Eil辺江較株式会社

市弛 れ浜市中区日の出P71T日36番地他 地下街コールテンセンタ-

長行地区両a 鞭 100rrl
埠ql壱ii 4名
托■暮Jt 糊 0億円

71恥童 的gox)万円

所在地 仇浜市中Et&t'本日TIT日

AI官主fI 三井地所株式会社

何奴年月日 昭和13年5月11日

迫へii]凍 4.195rTi

事♯* 地元負担分 析d500万円
Z[籍q■ 15rTl (JTEiZlgm 歩EI3m)
娼ZtFE,R 的3DDm (約日80｢Tl)
千-ルの特色 タイルSl宗 4]題拙 照明灯の

投7

占EBr)占りETt■qlr+

事■有 言EIIFJ名店読会

頚工 魁和田年9月

事iLJt 地元n担分 的7bXI万円
石和q兵 15m (+JL9m 歩iB3n)
泣Zt臣L 的400m (約1∝巾rTl)
モールの特色 タイルq蕪 /ttl指樹 照明灯の

投Z 配可拓のデザイン=天



YAMASHITA PARK DISTRICT/NIHON ODORIDISTRICT/CHINA TOWN

山下公園周辺地区
日本大通り周辺地区
中華街地区

山下公園及び日本大通りに面する街区一帯は､開港以来

の歴史を伝える横浜の顔とも言うべき地区である｡黒船

来港以来､国内の不安な情勢もあり､幕府は東海道筋か

ら離れた横浜村 (当地区から北仲通地区閤辺)を開港場

として決定した｡横浜村が大岡川河口部に長く伸びた砂

州にあり､長崎の出盛と同様､周辺と隔離できる条件に

あったためである｡

幕府は安枚6年 (1859)の開港までに､横浜村の住民を

元村 (今の元町)に移し､運上所 (今の神奈川県庁旧寵

の地)を中心に､東側には外Eg人居留地を､西側には日

本人町を整備し､東′毎道とつTJ:がる横浜道や吉EEl橋を新

設するなど､郡市 ･横浜の発展基盤を築いた｡

当地区には外国商館が立ち並び､横浜を一躍我国の鮎 芸書 芸胃Faf臥 日本大通｡､横浜公園
流通の中心地として発展させることとなるo 朋乗降客敗(人/日)

その後､関東大農災､第2次世界大戦による空姓.そし 555 560 563

て接収という鵠多の試練の中で､商社等の東京流出､零 JR州内 lDDyd12 10l･428 117,B24

船の沌少､コンテナ化による港湾流通システムの変化な 竺下撃甲甲 竺･2BO52･46253･184
両店街名称 両店敷 シルクセンターアーケ ー

ド会(28)
横浜申準的発展会(146)
山下町市場濁り会(34)
山下町商店街(45)
中野a)即帝府遜り会中央通り会(55)
大型店bl致 1
街づくりの姐Jt名 山下公Eq通り芸
衡づくりのル-ル等 山下公園及び日本大通り
周辺地区整僻指針､街づくり協は地区

横浜スタジアム
位ar 中区横浜公ED
公曲面Iた 64008rH
球場面相 26280rTl
クランド面相 13.00DrTi
クランド形状 tlンクーライン118m

どにより従来の港を中心とした都市の発展に陰りがみえ

てきた｡もともと東海道筋から離れ､鉄道駅からも遠い

当地区には､現光施設としてのホテルや､官公庁の他は

立地しにくい状況であり､現在は､横浜港､山下公園､

中華街､元町､山手と一体となり我国を代表する観光地

区として､多くの市民に親しまれている一万､休日の自

動車交通の混乱等､いくつかの問題もかかえている｡

こうしたなかで現在､平成10年開業をめざして､みなと

みらい21線の喜十画が進んでおり､当地区の性格も大きく

変わろうとしている｡

街づくりの基本的方針

1)横浜港､LLJ下公園､中華街､元町､山手､新山下､新

港埠頭と一体となった涜づくりを図る｡ 77

2)横浜の代表的な観光地区であり､また歴史的地区でも 収率人員 30･ODD人

ある当地区にふさわしい土地利用を図る｡

3)安全で快適な歩行考環境の育成を図る｡

4)横浜港､LLJ下公園､日本大通りを青書鼓した､魅力的な

都市景観の創造を図るO

5)自動車交通の適正な誘導を図るC

6)鉄道新駅と一体となった衡づくりを図る｡

街づくりの進め方

1)鉄道新駅の導入によって活発化する土地利用の転換を

適正に導入する.

2)建築敷地の兵同化を図り､市街地環境設計制度や特定

街区制度等を積極的に活用する｡

3)新たな住宅系施設の導入を見合わせるとともに､観光

地区としての性格の強いエリアでは､建築物の低層部

を休日でも脹わいのある用途､形態となるよう誘導す

るCただし､風紀を害するものはさける｡

4)歩行者環境整備を進めるとともに､壁面後選等を指導

し､連続した歩行者空間を確保する｡

5)山下公ES)への日照と､いちょう並木への影哲を配慮し

た建築形態を指導するO

6)建築物のデザイン､色､外壁の素材､屋外設備､広告

物等についても協議の対象とする｡

7)地区内の歴史的建造物､記念碑等については､積極的

に保全する｡

8)駐車場施設の整備 .拡充を促進する｡

g)鉄道新駅と-体となった建築計画を指導するC



■ ■ 抑 計が 絶 海 馴 池等 ■ 兼摂施設等 壁面は指定

一 軒脚 脚 広場 I 公園 拝- 1- モール7- - 梢 ★ 霊荒霊芝諾剛 史

._ 自岬 'Jgit招 斜面描地 ⊂ コ i=地区画m " ｡ 駅 枇 相 脚

_ 井i(JR脚 I 丘陵地 n = 歪喜芸富男……集 . 歴史的旺脚

._ ..kid(地下鉄NL) IL 公共 ･公益的脚 ≡∃ 特定aT区 地区柑 @ 市庁余 市確奴

._..kl(m JB) I 大規鮎 S相 投 こ コ 建築協定等 帯 CM 施設

_●-JTスj8JD 脚 所 商業権投等 地下37

077
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YAMATEAREA/MOTOMACHIDfSTFHCT/lSHIKAWACHO DISTRICT

山手地区
元町地区
石川町地区

山手地区
LLJ手地区rj:開港期に外国人居留地として形成され､以降

外国人の住宅地として発展してきた街である｡このため､

現在でも国際色豊かな文化施設や歴史的遺産が集中し､

文明開花の名残を留める個性的な景観 .環境を形成して

おり､国際文化都市を目指す横浜市のシンボルソーンと

して市民をはじめ多数の人々に親しまれていると同時に､

閑静な住宅地としてのたたずまいを青している｡これら

の景観 ･環境の維持保全と地域の魅力向上を図るため､

次のような街づくりの取り組みを行っているc

l)風致地区 (第3種､第4種)の指定や ｢LLJ手地区崇現

風致保全要綱｣により､建築物の用途 ･高さ ･色彩や LLJ手地区

植栽等の規制誘導を図り､LLJ手地区の景観 ･風致 ･眺 位tr 中区山手町､叛妨町

望を保全していく｡ a)づくりのル-ル等 山手地区無税風致保全地

2)西洋館を始めとする歴史的資産の保全活用を進める｡ 域

3)潜の見える丘公園､元町公園等の公園再整備や｢山手･ 元町地区

丘の広場｣の整備､その他文化施設等の整備を進める｡ 位正 中区元町卜 5丁目.山手印

∴ -l二▲ : '∴ ∴ 一 二 ･･

る散歩道の整備を図る｡ Siつくりの組Ja名 元B7SS会､街づくり発行

元町地区

元町地区は開港時､元の横浜村の民家を移し､元町と名

付けた｡その後､居留地外国人相手の商店街が発達して

垂旦会
街つくりのルール等 街づ<り但iB地区.壁面
線指定､Siづくり協定､LiJ手無税息禿保全璽均
における高原考慮地区

いった｡元町地区では､麿和60年にショッピングモール 元町モ-ル

I . 一､ 一 ∴ ･- ∴ 二二 ∴ ･群衆双 地元n担分 約5t84088万円

in結締旦8m(dHZ335m 歩道2-3m)
千-ルの特色 歩ZP道三カケ石貼り rB逝l王Zt
帯 EI籍のスラローム化 壁面線の手短定 シン
ボルモ二1メント キャブJl(ツクス

石川町地区
i立7 中区石H印1.2丁目.言浜F7
面相 11aha

脈乗降客激 (人/日)

S55 S60 S63

JR石川町 70.310 7830677172
商店ai名称 両店故 石川壱福栄芸(45)石川
商店街(45) ひらがTJ:商店3](47)
街つくりの姐18名 石川町商店街(協),プロム
ナ-トー琵i生協托会
街づくりのルール等 堅面描指定､街づくり協

の街づくり委員会が中心となった協定運用による街づく

りが推進されている｡

本市ではiiiづくり協定の趣旨に沿い､かつ周辺地区の街

づくりとの調和のとれた計画の促進のため､建築計画等

の串前調整のお願いをしている｡

街づくり協定によって調整を必要とされている項E]

l)建築物の形偉

壁面後退､高さ､外観のデザイン､色彩､等

2)看板 ･広告物の寸法 ･デザイン .取り付け位置

3)建築物の用途

石川町地区
石川町地区は､昭和39年の根岸線 ｢石川町駅｣の開業に

より､にわかに活気を取り戻した.さらに現在､対岸の 抜地区

駅東側に大規模商業とホテル､区民文化センターが入っ

た複合施設の計画が進んでおり､地区の活性化が期待さ

れ舌o

街づくりの方針

1)横浜の代表的な観光地区の拠点駅としての充実と元町､

山手､中華街との一体化を図る｡

2)元町､山手につながる地区としてのイメージを保ちつ

つ､商店街の活性化を図るO

3)建築敷地の共同化や､市街地l男墳設計制度等の活用に

より､歩行者空間や駅機能の充実をEg]る｡

4)建物用途については極力物販､飲食､サービスとするO

ただし､風弗己を筈するものは避ける｡

5)山手からの景観を阻害しない建築形態とする0

6)市有地を有効利用し､地区の活性化を図る｡
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SHINYAMASHITA DISTRICT

新山下地区

新山下地区は､LLJ手の丘の崖の下に位置し､大正中頃ま

では海であったO関東大森災前年の大正11年の埋め立て

に始まり､昭和5年から10年にかけての埋め立てにより

貯木場が完成した｡現在の新山下2丁目周辺では大正13

年より震災復興住宅として旧同潤毒による住宅の建設が

行われ､住宅地区としての整備がなされたC貯木場周辺

では倉庫TJ:どの保管施設が昭和2D年-30年代に建設され､

隣接する山下埠頭とともに横浜港の物流の中心として発

展し今日に至っている｡

地区の現況と課厄

新LLJ下地区は､元町､中華徳等の商業集積を有する関内･

- い .- - ･ ∫: ･. ∴ . _-

いる｡現在の土地利用の状況を見ると.陸側から海側に 萌づくりの姐抵名 新山下臨港地区再即発促芯

向かって､住宅地区と倉庫等の流通施設が袋概する港湾 協は会 新山下iI工業地区再開発促進協は会､

地区が､市道山下 ･本牧 ･親子操や首都高速横羽線等の ペイサイド新山下目論S(l日対無毒鼻会)

幹線道路と新LLJ下運河を間にはさみ､重層的に位芯して

いる｡住宅地区では老朽化した木造住宅が密集するなど

の佳環境上の多くの問EEEを抱えており､また港湾地区で

は倉庫や護岸等の施設の老朽化が進み貯木場もその機能

が遊休化している｡

一万で､当地区は平成元年のベイブリッジの開通により

都心部の新たな玄関口として注目を集めているが､さら

に平成 6年度には首都高速湾岸線と直積され､また平成

10年頃には ｢みなとみらい21緑｣の新駅が元町付近に開

設される計画であり､交通アクセスが飛躍的に向上する

こととなる｡このため､こうした立地優位性を生かした

整備が当地区には期待されている｡

港湾地区の再開発

物流､商業 .業務､レ91Jエーションの諸機能を有機的

に速決させた新しい流通拠点を形成し､人と物が集まり､

歴史性､親水性に育んだ葛の界隈を創出していくOこの

ため､遊休化している貯木矧 こついては埋め立てを行い､

その活用をEglるbまた､機能上､大きく次の2つのソー

ンに分けて再開発を進めていくこととし､港湾関連ソー

ンでは､本牧ふ頭と連携した流通ターミナルや水際線描

地などの市民利用弛設の整備を図り､都市再開発ソ-ン

でrj:､商業 ･業芳施設､親水施設などの整備を囲ってい

く｡

新山下地区の空間を特徴づけている水帝繰沿いには､プ

ロムナードの整備を積極的に進め､地区内の各施設と潜

の見える丘公園やLLJ下公園等の周辺地区とのネットワー

クを図り､市民に開かれた親水空間として整備を進める.

また､運河やベイブリッジ､LLJ手地区等の周辺地区をと

りこんだ景観形成に配慮し､軌 ll部の新しい玄関口にふ

さわしい魅力ある空間形成を進める｡

住宅地区の再整備

新LLJ下2TE]の旧同潤会住宅をはじめとする老朽化した

木造住宅の密集する地区については､隣接するベイサイ

ドコート (米軍新LLJ下住宅宿舎用地)の接収解除地の一

部を種地として利用し､住宅改良事業に昭和62年度より

着手している｡今後､新山下 IT目についても総合的な

住環境整備事業の実柚を図っていく｡

ベイサイドコート跡地では､ 1､2丁目の住環境整備事

業と連動して住宅部市野備公団による新しい都心型住宅

の整備を図る｡また､小溝団地については､老朽化団地

の建替えに着手するとともに､併せて水際線沿いに魅力

ある親水空間の創出を進めていく｡
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SHINHONMOKUDISTFHCT
新本牧地区

新本牧地区は本市の都心部､中区の南東部に位置した約

88haの地区であるC安政 6年の横浜開港後､外国人の生

活に必要な牛肉や､西洋野菜の生産が本牧で行われ､ま

た居留地外国人のための遊歩道が谷戸坂から小港 ･本牧

を通り､根岸に至るコースに設けられた｡やがてこの道

筋には､茶店や酒革から発展した ｢ちやぶ崖｣が建ち並

んだ｡本牧の十二天海岸は､外国人のリソート地帯であ

り､その後､生糸で富を築いた原晋太郎が≡漢園を設け

た｡戦後､当地区は米軍住宅地として接収されるなど開

港後-flして外国と関連をもってきた｡当地区は戦後米

軍に接収された地区とその周辺からなっており､Ef)有地

力く総面積の50%を占めていた｡昭和57年 3月31日に接収

されていた地区が返還されたが､国公有地と民有地の境

界が不明経であること､また郡市基盤施設が未整備であ
ることなどから個々の土地利用は困難であった｡そこで､

接収解除を横に市長施行による土地区画整理事業をおこ

ない､さらに建築協定､街づくり指針､共同開発等の手

法を用い､地区の歴史的､地理的特性をいかした都市型

居住空間の創出をおこなった.現在､一応の基盤整備が

整い､マイカル本牧TJ:どの商業施設､高層､低層住宅の

整備が進んでいる｡

整備の基本方針

単なる都市基盤整備に終わることなく､総合的な街づく

りを目指し､計画的な建築誘導により民有地における廷

位) 中区本牧十二天､小港町､本牧宮鼠 錦
町､本牧和EEl他
面朽 882ha
大型店舗芸文 1

街づくりの組h名 新本牧地区建策協定運営委
員会,新本牧地区まちづくり楢g十運営委員会､
新本牧地区開発促進協娘会
読づくりのルール等 新本牧地区漣築協定､新
本牧地区まちづ<り指針

土地の利用計画
1)地区別用途
センター地区 255DDrTl(簡素地域)
衷jaり地区 75200｢i(近隣商業 t3-居地域)
集合住宅地区 92900rTl(住居地球)
低層住宅地区 96800rrl(住居 1唖住JD地域)
サービス=唱地区 6700｢バ(革=業地域)

築行為等に関するルールを定め､また､公共空間におい 21)唖岩島.J
てもデザインを含む芹的側面を重視し､地域特性である

r匡】際性｣を開発理念として良好な都市環境の形成を進

めている｡

l)土地区画整理事業

返還された土地は､民有地と国公有地等が境界不明確の

まま混在していた｡これを戦前の状態に回笹させたとし

ても､公園や学校はなく､道路が不十分であり､建築基

準法などの規制を受けて建物を建築できず､個々の土地

利用は困難であった｡そこで､接収解除を機に公共公益

施設を整備し､良好な宅地を権利者に返還するため､土

地区画整理事業を導入し､人口計画と施設計画とのバラ

ンス､住環頃､商業 ･菓務施設の適正配置､自然条件等

を考慮して､当地区を五つの土地利用地区に分け､権利

者は自らの生活設計に適した地区を選択 (選択換地)で

きる手法をとった｡

2)建築協定等

当地区においては､権利者の自発的な総意に基づくルー

ルとして､建築協定が締結されている｡建築協定の内容

は､概ね､建築物の用途､最小敷地規模､構造､壁面線

の後退､建築デザイン (外壁､屋根､面板等)である｡

さらに建築協定を補完し､建築物､緑化及び哲理に関す

るきめ細かTJ:ルールとして｢新本牧地区まちづくり指針｣

が定められている｡

3)景観計画

デザインコントロールは､民有空間では建築協定にてお

こない､公的空間では街路や公園の緑化､デザインの質

的向上を図り､公民相保って良好な市街地環境を形成L,､

矧 こ､LLJ頂公園はこの街づくりの核として､3=た､クリ

ーンネットワーク構想の一環としての自然空間を創出す

る｡

保留地 53区面 391glnl
公共用地 278000rTl
宅地 565500nl

公共公益施投の盤備
都市計画iE題 山下 本牧政子撫憎5踊繰
区南街箱 6J籍腺
特殊街路 11路線
公園 7ヶ所 49.527rTl
小学校､中学校､消防署.苦察乱 保育所等

土地区画現理事策の概要
施行壱 横浜市長
汚行期間 EG和56年度一昭和63年度
‡壱行面柵 802hEl
挺事薬兵 約135億円

権利者敷 439人
都市計画決定 昭和53年5月30日
串帯封両決定 昭和57年1月25Ej

換地処分 平成元年2月25日

計画戸数 約3dDD戸
五十両人口 約12000人
滋歩宰 平均249%
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SHINYOKOHAMA SECOND CITY CENTER DISTRICT

新横浜第二都心地区

新横浜地区は本市の第二都心として位置づけ､都心にふ
さわしい機能の集積が進められている｡

昭和60年の市営地下鉄新横浜駅開業(横浜新一新横浜駅)

及びそれ以来の東′毎道新幹線ひかり号の増停車を契織に

業務機能の集積が促進され､また､近年の首都圏におけ

る業務床の不足に伴う建築ラッシュが当地区にも波及し､

駅前の北部地区では一層の活気をみせている｡

本市でも､第二都心機能の強化をねらい､交通基盤施設

の整備を積極的に推進している｡

鉄道施設としては､市営地下鉄延伸 (新横浜駅～あざみ

野駅)の早期開業にむけ全力をあlプており､また､二俣

川から新横浜地区を通り大倉LLJ､川崎方面へ至る羽田ア

クセス線の整備を進めることにより､新横浜駅のターミ

ナル性の強化を推進している｡

iB招体系においても､環状 2号線や新横浜元石川線など

の幹線道路折の整備を進め､市内各方面からのアクセス

の強化を図っているC

位■ 港北区新横浜一一三丁目
両横 全休 的340ha

jt,都 的805ha
南部 的37ha

小机 烏山 約84ha

新羽 的8Bha
大豆戸 的55ha

さらに､文化やス/iL ツなど魅力ある施設の集積を進め ､ 脈乗降客欺(人/日)

都心機能の充実を図っている｡平成元年4月に開秦した

横浜アリーナは､スポーツ､コンサートなど多目的なイ

ベントホールとして､市民に定懇している｡また､スケ

ートtzンクーの開業や大型の都市型ホテルの建設などが

民間主導で進み､先進的で感性豊かな都市空間づくりが

行われている｡

しかし､この北部地区も､昨今の地価の高騰を背景に業

務 ･商業系など地価負担力の高い機能以外の立地が困難

TJ:状況であり.業務ビルにおいても､土地の所有が細分

化されているため､大規模な敷地がとりづらく､本社機

能など業務核となるべき施設の立地がむずかしくなって

いる.

そこで､新横浜地区を名実ともに第二都心として形成さ

せるためには､北部地区での共同化など大規模建築を支

援し､都心にふさわしい業務 ･商業等の立地を誘導する

とともに､周辺部を整備し､研究開発､都市型住宅など

一層の都市機能の充実を図る必要がある｡

ついては､新横浜駅北部地区とともに､次の地区を第二

都心エリアとして位Eづけ､都心区域の拡大と織能の充

実を進めている｡

新横浜駅南部地区

業群 ･商業機能の宰領及び良好TJ:住宅地を整備するため

土地区画整理事業が予定されている｡

新羽地区

鶴見川対岸に位3Eするが､市営地下鉄の延伸に伴う駅の

設3Eと都市計画道路の整備による交通条件の飛花的向上

を活かし.集群や研究開発機能の集積をねらった土地区

画整理事辛が検討されている｡

また､地下鉄の華両基地の整備に併せて上部空間の有効

利用についても検討を進めている｡

小机 ･烏山地区

鳥山川対岸の当地区については､鶴見川多目的遊水地を

建設する中で､平成10年の神奈川国体に対応した大規模

な陸上競技場を建設する予定である｡また､新横浜駅よ

りの-部について､北東部地域総合病院や健康リハビリ

チ-ション ･センターTJ:ど健康医療施設の整備も進めて

いる｡

大豆戸地区

公共用地活用についての検討を進めている｡

S55 568 563

JR関内 17.592 25138 38218

地下鉄朋内 16544 3D.454
駅前広場面柵 新横浜脈北口 2Dロ00rTl
新横浜脈南口 25DDrrl

商店緬名称(同店貫5Z) 新横浜耶南口商店街こだ

ま芸(22)

葡づくりの姐抜名 新横浜をJ:くする会
街づくりのル-ル等 LdJづくり脇韻地区

主な都市施泣 iB路 Zgl状2号繰(惜員22-50
m)

新桝浜元石川撫(桶貝22-S空m)

宮内新横浜は(噂22-4【Im)

横浜上麻生描(唱15-22m)他
公園(児亜公園)

新枕折-(026ha) 新棟封二(口08ha)
接地 新横浜脈嗣(36(】ha)

教育文化BBz担 横浜アリ-チ(多紋日的ホール)
敷地面積 的27ha Jl大収容 †7000人

小机 ･烏LLJ地区
叫見川多目的逝水地地内利用IJ頒 横浜El際総

合競技場(仮称)整輔梢潤

El的 屈際公式枚技大会が開催できる陸上競技
場を中心としたスポーツ レクリエーション等

の拠点も輔

主要施設 陸上競技場､補助競技場.投てき操
習鳩､局内体育滝､広場及び措地

道水地の軒商

況牧 童体面glBdha 規模 托貯水1390万rTl

医7F85校等の整備 北朝郎地域中核托合病院
(横浜労災病院)

高度医頼 救急医♯等に対応できる地域の中核
拷合病院

開策 平成3年7月(予定)

横浜市鑑合リハビリテーションセンター

陣育児･壱福祉施康の中核的鹿野
開幕 昭和62年10月

横浜if)舛古老スポーツ文化センタ-(仮称)
陳著者のスポーツ 文化 レクエ-シヨン活瓜
中心拠点

開尭 平成4年(予定)

生涯保険医7F総合センタ-(仮称)

地域ケアシステムを中門的 総合的に支旗
開# 平成4年度(予定)
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S H IN YOKOH A M A S ECOND CIT Y CEN TER DISTRICT

新横浜駅北部地区

当地区については､昭手n58年に土地区画を埋事業が完了

し､新たな街づくりかスタートした｡

第̀二都心`の中核を担う当地区は､広i要レベルの鉄道､

道路などの交通拠点性を活かした土地の合理的な高度利

用と安全で快適な歩行者空間の窪偏や､調和のとれた街

並の形成などにより､#Jbにふさわしい地区ZT境の向上

を回ることを目的としているOそのため.建築確証申請

に先立っこ r新横浜駅北部地区街づくり指導方針｣に基

づき､建築計画の申前協議を行っている｡

街づくりの整備目標

日朝心にふさわしい商業 ･業務施設の生瀬を図る｡

2)都心としての活力を増進し,都市施設の効率的活用を

図るため､文化､教育､スポーツ､レクリェーシヨン

施設や都市型住宅 (共同住宅)を計酉的に立地させ､

都市の活性化を因る｡

3)歩行者空間ネットワークの拡充.整備を図る｡

･対象区域- 港北区新横浜--三TE](805ha)
･ゾーニングの設定- 土地利用の現況及び今後の動向

を考慮し､都心策拷商業､都心程合住宅､流通業務､

商薬住宅混合ソーンの大きく4つのソーンに分ける.

新横浜駅北部地区関連のあゆみ

昭和39年 新横浜耶北都地区土地区画整理中葉着工

新幹線新横浜駅開設

昭和43年 横浜線複線化 (東神奈川一小机)

昭和50年 r新横浜耶北部地区におrlる建築行為等の指

事方針J

新横浜脈北部地区土地区画整理卒業換地処分

昭和51年 新横浜駅ひかり号停車2本
昭和54年 都市計画道路三ッ沢烏山線開通

昭和5B年 都市計画道路新横浜元石川楳開通

昭和60年 新横浜駅前広場の再整備

市嘗地下鉄3号繰開通 (新横浜一舞岡)

r新横浜駅北部地区街づくり方針｣

新横浜耶ひかり号停車51本
昭和62年 市営地下鉄3号扱延伸工事書= (新横浜-あ

ざみ野)

インテリジェント シティ指定

北東部地域中核病院 (労災病院)斎=

平成元年 横浜アリーナ開設
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KOHOKU NEW TOWN

港北ニュータウン

港 北=ユー タウン事業 の概 要

港北区 .緑区にまたがる約2,530haの地域に､｢乱開発の

防止｣｢都市農業の確立｣｢市民参加の徳づくり｣の3つ

の理念のもとに､計画人口30万人の理想的な3iの実現を

目指している｡このうちの1.317haでは､住宅･都市整備

公団による土地区画整理事葦により計画人口22万人の街

づくりを進めている｡

公団施行地区は､ま右づくりの基本方針として､｢緑の環

境を最大限に保存するまちづくりJr､lふるさ と〝をしの

ばせるまちづくりJ r安全なまちづくり｣r高い水準のサ

ービスが得られるまちづくり｣の 4つの基本方針を設定

し､基本計画により具現化を行っている｡

基本書†画

l)グリーンマトリックスシステム･･-･総合公園を中心と

して､地区公園･近隣公EEl･運動広場･校庭などのオープン

スベ-スや､文化財.保存緑地･神社.仏閣･屋敷林など､

地域の歴史を保つ兼重な損の資源を､歩行者専用道路及

び穎道で結び付けながら体系化 (クリ-ンマトリックス

システム)している｡これによって､オープンスペース

の効果的活用を図ると共に､都市防災対矧 こも十分役立

伝) 港北区煎山EB町他 捷区大帳町他

書十画面柵と書十画人口

地区と事業のiE規 Et画面fX ftiB人口

公団旅行地区土地区画曳理事# I.317h∈】 228.α】8人

思潮発地区公営住宅錘ig事* 67ha 80.DDD人308.008人

兼業専用地区土地改良事業 238ha

つように配慮している｡

2)公園 - ｢緑の環境を最大限に保存するまちづくり｣ 基盤整備

- I ~ ･4 'T L ･ .. . こ .:～.i: J t･t 二 二

公園｣､自然地形､植生を取り入れたr地区公園｣･｢近隣

公園J､子供の遊び場としての ｢児童公園｣を､各々の利

用圏に応じて配慮している0

3)緑道･- 頼通は､グJ-ンマトリックスの骨格となる

もので､地域の特色である谷戸景観を生かしながら､各

種のオープンスベ-スを有機的に結んで緑のネットワー

クを作り出すことを目的としている｡緑道の情は､10m

～40mあり､さらに神社 .仏閣､計画建設用地などに付

属する斜面緑地の部分も入れると､緑の幅が100m以上と

なるところもあり､総延長は約145kmにも及ぶ｡なお､

頼通には ｢せせらぎ｣が計画されており､｢緑Jと｢水Jが

一体化した豊かな自然の空間となるよう計画している｡

4)広域な交通システム･･.･･･中心とTJ:る戟道計画では､横

浜市高速鉄道3号線 (横浜一新横浜一ニュータウン～田

園都市線あざみ野)､横浜4号繰(東横線E]吉-二ユ-夕

ウン～横浜線方面)の 2路線と地区内に 6カ所の駅が計 所等3社 学校 1
画されている｡

ニュータウンと周辺を結ぶ道路としては､東西に3本､

南北に5本の都市計画道跨が計画されており､既設幹線

道路 (東名高速道路､第三京浜道路､国道246号線など)

と結ばれ､広域的な道路網を構成する｡

5)地区内交連システム- ･･地区内の交通は､通過交通を

受け持つ幹線道路と､地区内のサービスをEj的とした区

+事業ZE可 549年B月(以後変更5回)

●串本平 常一地区2486t8円

第二地区2961億円 計5447惟円

公共公益施設計画(公団施行地区)
●叙帯滝野 幼稚園､小学校､中学校.高等学校

4医積f5投 抄靖所､一般病院L地域中核病院､
考人傑伽施担､休日急患診療所

●濡At施設 保育所.老人福祉センター

+市民利用施牧 市民ホール､歴史博物館､地
域体荷札 地区センタ-

●iF血広喝､公地 jl動広場.児事公園､近F#
公園､地区公Eq､庶合公EEl

●行政良性 区抵合庁毒.消防出張所.土木事
携所､配水池､清掃=鳩､脈含､ハス営業所､

パス折返所､派出所､書蕪等､特定艶便局.郵便局

誘致企業の立地状況(平成2年11月現在)
公団施行地区 研究所17社 研修所5社 中拷

関係Eil体

+港北二ユ-タウン事業推進迎施協班会
Sd2年臨立 事集の円浦な推進を回るため､地

元､市､公EE三者により絹成される協は粥玉城開

●(財)港北二ユ-タウン生活対策協会
●(樵)港北都市開発tzンタ-

3iつくりのル-ル
画通籍 (信長9mおよび6m)と､歩行者専用道路 (延 .地区計画 夢ケ杓近F#t,ンタ_周辺地区

長56bTl)を設けて段階的計画的に処理している｡ ●廷築協定 新書田工場合弁地区 他5カ所

6)タウンセンター･･････二ュ-タウンのみならず､より広 ●街つくり協定 中川駅前センター

い地域を対象とL,､都心臨海部および新横浜地区等の郡 ●街づく｡榊 二ユ-タウン全種

心を補完する核として､商業 ･美辞 ･サービス ･文化等

の高度な郡市機能の集積を図り､横浜市の副都心となる

よう計画している｡

7)公益的施設計画- ･学校等の教育施設はもとより､社

会施設としては､高度なサービスを提供､広域的な利用

を目的とする各種行政 ･文化 ･社会 ･福祉施設や､診療

所 ･郵便局 ･派出所等の住区内サービス施設を計画して

いるC
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TSUfHMISTA.DISTRICT

幣見駅周辺地区

E8兄は､江戸時代､東海道筋の川崎宿と神票川宿の間の

築藩として賑わい､明治にはいると､新橋～横浜間の鉄

道開通に伴い碍見駅が開設された.その後､明治の末J:

り快見川河口部周辺の海岸線の埋め立てが始まり､この

埋立場に=場が立地して後の ｢京浜工秦地帯J として発

展してきたが､当地区もその窓口として発展することと

なった｡

さらに､明治38年には､京浜屯気鉄道 (現京浜急行)が､

昭和5年には､怯見随意鉄道 (現JR鶴見線)が開通し､

鵠兄の拠点性はさらに高まったが､戦時の二度の空耳に

より地区の大半が焼失してしまった｡戦後まもなく.戟

災をうけた東口周辺では､土地区酉整理事業の都市計酉

決定がされ.以後.東口駅前広場や函道15号接の竪億等

が行われてきた｡

一万.西口周辺は.戦災をまぬがれた家屋が密集してお

り､駅前広場等が狭小でバスの発tをはじめ幸と人が稽

位■ q見区II具申突.土師F7
面fa g5ha

やJEF8写鼓 (人/日)
S55 S68 S63

JRtL見 相039J 127056 131158

- 商集- の低下した状矧 こあった｡このため･昭 芸霊芝;考慧蒜 ,3D諾 ,濫発
和43年に市街地改造事葉の都市計画決定がなされ､以来､ /てス用Jトス牡 西口11東口15

再開発の努力がなされてきた｡

これらの面的開発事業とともに当地区の街づくりに正章

な役割をはたしたものに覗見川の河川改修 (昭和42年 1

級河川指定)と交通渋滞対策である京浜急行線の連続立

体化申策 (昭和56年完了)があlプられる.

地区の現況と今後の街づくりの方向

ハス系統払 西口23L無口15
軒店街名称 用店牡 a見のれん会(16)tl見
銀座商店街(117)±瞬時店37(134)
大型店曲板 7
aJづくりのル-ル等 Ld]づくり協は地区

市ai他聞兼事業の事業RE要
事非名称 II見駅西口而爺地改造事兼
.qr51 1JtrTl

当地区は､東京都心と横浜都心のほぼ中間に位昔し､J 施行地区面相 1aha

R京浜東北線､槌見線､京浜急行擦､高遠横羽線､国道 地ql署轍 llD人

1号､15号操が広域交通網として遜る要衝にあり､本市 事at井 II5t≠円

北部の削- に位- ･ナている｡また､周辺では新株見 …Fかi決定 昭和5峰 3月2日脈 は 空
撮平場跡地の整備が進められている｡ fuB81

地区の粟fIでra:､上言己の土地区薗亜理事秦が昭和56年に 赦地面gt l瓢218TTF

完了し､地区の都市基盤が整えられた｡その後､これら it草加( I8柑 93TrI

の基盤施設を活かし､即 駅前広場､駅及び区役所周辺 芸…冨≡ :3;7≡7芸 等

の歩道､タ桟橋等の再萄儀を行い､地区の機能強化と魅 flJga～

力向上を図った｡さらに今後､旧乗,毎道の遊歩道化､景 敷地面fI I.M 9Bnl

硯に配慮した托見川横等の架け甘えなどを実施する予定 iI巧面fI 95339rrl

となっている｡ ≡芸冨≡ 遥aDe:97d
一万､地区の西側でra:昭和61年に脈前地区において市街 fug83

地改造事蕪が完了した｡この事革では､駅前広場を拡譲

整備するとともに､駅前に再開発ビル3棟を集中させ､

これらを歩行者デッキやショッピングモールで結んで商

業機能の強化を図った.また区民利用施設として鶴見公

会堂を再開発ビル内に整備した｡

地区の現状を土地利用からみると､幹線道路が交善し区

役所､切見昔棄零､郵便局等の公共公益施設が葉柄する

地区､駅周辺の商店街及びこれに辞抜する商住混在地区､
鴨見川沿いの葛J造築を中心とした中小=喝が立地する住

=混在地区から街は構成されている｡近年これらの,E在

地区において中高Jiマンションの建設が類書となってお

敷地同相 4†6閃rTl
iB恭面相 374llni
廷床面Ⅶ 2d6D小IrTl
主宰用途 店舗､平岸所等
払中也赦 120台(立体式共同ti中也)
広場TB81他 75DDnl(ハス11台 タクシー16台
塀嘗)

1見区役所周辺プロムナード(dI租の玉)
■■f dLAITl
事#年Jk 昭和61-Gl年生
rlt I)311】千万rEl
ヨ招d■ TI兄Jtノロ捺 22m(平モ14m.歩壬
4mx2)f士見tI具現は 3BrTI(JFZl15rTl.

り､今後､これらの土地利用転換を適切にifく必要があ 歩igrnx2､中央分毛帯3rn)

る｡また､地区の自然的燕滑である叫見川を都市の中の iZ長軽■ 紺m

身近な存在として魅力あるものとするた衣)河川環境の整

備が求められている｡

当地区の街づくりの方向は ｢よこはま21世紀フラン｣の

中で以下のようにまとめられている｡

l)都心にふさわしい蕪辞.商築､文化横能等の立地課等を

因るとともに市民利用施投等の整備をすすめる｡

2)SE!見駅の夕-ミナル性を強化するため､中距離列車の

停車や新交通システム等について検討をすすめる｡

3)道路と鉄道の立体交差化をすすめ､那南北の一体化を

回る.

モールの特杜tI見脈と区庁畠を歩行等空qに
より転び付け.FIG心としての区のklの浄化を
周った●

tl見LFZ中ロプロムナード(旧東海iB)
事耗宅 ≠浜市
は= 平成3年度(予定日ただし､tl見川dとの
遡頼部分を除く)
Zi指呼J1 15m(中iZIBrTl､歩iZ135mx2)
延長臣k 約6L10m
千-ルの特命 lBgr油正の歴史性と現代性のJt
和のとれたデザインとした｡
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KAMl0KA STA.DISTRICT

上大岡駅周辺地区

現在では横浜の副都心のひとつに位置付けている上大岡

も､昭和 5年の潤南電気鉄道 (現 京浜急行電鉄)の上大

岡駅開業時には､付近一面に田畑が広がる親和地帯であ

った｡

ところが､昭和10年代になると､横浜の地場産案である

スカーフ産業の大詔進に伴い､上大岡においても大岡川

の水を利用した捺染=業か急速に発展してきた｡戦後の

高度成長期には､駅周辺の低湿地や丘陵地が次々と宅地

化され､大規模な住宅団地が造成されるなど､人口が急

増するとともに駅の利用者も飛躍的に増加し､それに伴

って駅前を中心に大規模な繁華街を形成していったO

地区の現況と問題点 位J 港南区上大岡西1.2丁目

両津I IBh∈】
昭和47年には､本市で初めての地下鉄が上大岡～伊勢佐 脈乗降客数(人/Ei)

木長者町間で営業運転を開始し､上大岡は交通結節点と S55 S6D s63

しての重要性を増していった｡現在では､新幹線 ･新横 京急上大岡 125463 1310B5 140･lDd

浜駅に直通する市営地下鉄と京浜急行電鉄の連結駅を持 芸言温 L3,70/0{lSi雲 ,冒EH6≡6D｡｡(汁
つ上大岡は･近年､地区の商業拠点のみならず､一大交 面)

通ターミナル拠点としての性格を強め､副都心として､ バス用ハース期 日

また南部中域生活圏の中心として､都心機能を補完する /てス系統叛 39

地区として､その拠点性を更に高めていくことが求めら
商店折名称 商店数 上大岡中央弼店街日00)

さかえ会両店8](75)上大岡クリーン通り会

れている○ (34)上大岡三速サンプラザ会(47)

しかし､地区の現状をみると､幹線道路の局所的な混雑 ､ 大型店萌抜 6

駐車場の不足､狭陰な地区内道路､老朽建物の密集など aJづくりの細粒名 上大岡再開発協は会､上人

による商蕪- の伸び悩み､防災上の- など､多くの 冨竺警冨芸,:竺ヲ:… 街づく｡愉快雌
課題を抱え､まちの活性化が阻害され､副都心としての

機能の低下を招いている｡ モール整備事業(道路法24条施行分)
事業名 クリーン通りや鳩聖fq事策

駅前 地 区再 開発 事 業 中井者 上大岡クリーン遡り会

拭事蕪鞍 60DO〔I千円
副都心整備の第一段階として､駅前地区28haを横浜市施 地元施行分 6DOOO千円

行の上大岡駅西口地区第一種市街地再開発卒業と､京浜 補助金等 市 2ロロDO千円

急行電鉄(樵)施行の上大岡駅前地区第一種市街地再開発 鼎 15000千円

率#r=よ｡一体的に撃附 るb 芸芸≡≡ 芸:mA9｡m 政逝35m 印 片

整備の内容としては､都市型百貨店 ･専門店街等の約 側JE低15m以上

100,000rTlの商業施設､超高層部分に約35,000rdの業務施 スケジュール 書工88年9月 校=89年3月

設のほか.着南区民文化tzンター,パスタ-三ナル,タ モ~ルの特色

クシーターミナル等の槻能を合わせ持つ再開発ビルの建 品害等芸よiご71≡1,㍍ ;7誓 書芸こ詰 ま;"

設と､鎌倉筏道の拡幅をはじめとする周辺道路の整備を をデザインした rさらら広軌 を粒7した｡

行う｡ ●頼長35rnの碓綿を蛇行させ､申両のスピード

また､関連事業として､京浜急行屯歓 ･市営地下鉄の駅 ダウンを回った｡

舎改良率葉､京浜急行屯鉄の高架化による措切の立体化 gl英名 さかえ会濁り凍塊盤榊事策

を行い､郡市梼能と交通横能の掛 ヒを図る. 事策壱 さかえ会商店会(協)
故事菓弗 630DD千円

上 大 岡駅 周 辺 地 区 地元施行分 63DDO千円
補助金等 市 2【=]ロロ千円

副都心全体約18haについても､引き続き再開発等を進め ut 15080千円

るとともに､各種の個別事羊を組み合わせて､副都心に 延長臣従 450m

ふさわしい商業 ･業務 ･文化機能等の集積､市民利用施

設等の整備を図り､魅力ある街づくりを進めていく｡

l)駅周辺再開発等の事業化

2)駐車場の整備及び道路の拡幅整備

3)専門文化施設の設置

4)魅力ある親水空間の創出のための大岡川環境整備事業

の実施

5)歩行者空間の創出やオープンスペースの確保

i)Fallll tldlI ●し3｢ LDJ)上Llll サJ1

30m
スケジュール 廿=09年10月 竣=SD年3月
モールの特色

+文選効架を考L8した直線形のは形とし､違法
Jl鞍を排除し､歩行者にとって安全で快適な歩

行壱空間を確保した｡

4照明灯､ZB止め.案内板等のストリートファ

I 街地再開発事業 (市施行) 市街地再開発事業(個人層 行)及び駅舎改良

｢ 澗 ｢ ? ." " " .#…丁 二 二 ヽ

上 大岡駅1 踏切立体化事業鎌倉街道 .1･●●.LT:J.中 り 大岡川′■不- ヽ 鴨､､､一､ 再開発横打地区Jl81空 ●一久頼tI大ヽ久鰍■



声 都市計i5逝題

r一 群*J持 眼前広場

rIJ自fm 書用適箱

一- 鉄ittJR持寄)

I- 一鉄Z(地下扶持)

-_一軒J(l佃 捨)

_●-パス琴線 ･fI出所

- 瀬 河川 池等

IIl /im は地等

- 斜面梓地

■■ 丘陵地

- 公共 ･公益的薦担

- 大親機店諌指紋

- 商業鬼没等

- 井扶持投等

⊂ コ 土地区純 理事業

Ⅱ旧 歪芸芸認 諾 燕

≡ ヨ 特定街区 地区!個

⊂ コ 脚 協定等

地下街

里両輪事旨ZE

★ 霊完霊芝芸枚!†制度

● 歴史的土木頚端物

■ 歴史的建造物

@ 市庁舎 市施泣

EF3 国 県庵12

095

願 _ 蛋 量 ‥I ＼ く~ 一 一 .1
.一_- 一一一一.拝し一二.一~→ 鈍

書 芸 摩 芸 ∃ γ､二一一 一 二一一一 一一二二

■ ● も ーI施 行 者 横 浜 市

JL 市 ■ ■

施 行 地 区 面 fL 約1.5ha 約1_aha

地 ql 書 抜 86名 16名

■ ● ■ 約0ー4t8円

都 市 計 由 決 定 平成元年3月 17日

施 F 等 の 七 草

建築取地面iL 約120tOrTi n9.7DDrr1

甘 ■ eh * 935D∩1 5,81Dnl

建 ベ い 牢 778% 創】D%

延 べ 面 8t 1ー3tODnl 75.858rr1

零 gl 辛 769% 70.D%

i T E7l

tz 4 390台 580台

4,87Dni -

公共施投等の竪甘



TOTSUKASTA.DISTRICT
戸塚駅周辺地区

戸塚駅周辺地区は､古くは宿場町から発展し､市南西部

における交通､商業等の中心地であるが､昭和30年代後

半からの後背地の住宅開発により人口が急激に増加 し､

駅周辺地区の慢性的な交通混雑や消22の域外流出が生じ､

また､道路､下水道等の公共施設の未整備､低層建物の

密集TJ:どにより､環境､防災上､多くの問題を抱えてい

る｡

このため､｢よこはま21世紀プラン｣においては､副都心

として位雀づけ駅前広場､道拓等公共施設の基盤整備や

土地の高度利用と商業 ･業務等の都市機能の充実を図り､

西部中城生活EElの中核として､また区の中心にふさわ し

い､安全で快適な徳づくりを目指す｡この駅周辺区域(約

22ha)については･昭和37年 3月土地区画珪理事業とし 霊芝 忘芸慧 汎 戸脚 ･吉田町

て都市計画決定をしたが､地元住民の同意を得られず事 駅棄障害事文(人/日)

菓化に至らなかった｡ S55 S60 S63

昭和50年代になって､市営地下鉄 1号緑の延伸計画が臭 JR戸塚折 目7376 164aD4 186000

体化する中､地元住民の再開発気運も高ま｡､昭和53年 芸諾 冨器 … )即 52DD(相 ,,乗｡

30.264

57年 4月駅東口地区の一部 (78ha)について､第-種市 西口東浦逝沿い1800(バスセンター)

徳地再開発事業として事策計画を決定し､事業に着手し ハス用ノト ス数 (東口)乗地目,陣中1･(西口

た｡ 空軍掛 '無札 〔西口死海逝沿い)東相 隣

昭和61年11月 1日･3棟の再開発ビル ｢ラピス戸塚 1､ /てス系統敗 (東口)26､栖口媒即 礼り10､(西

2､ 3｣がオープンL,､また､翌年 5月にはベデストリ 口実′匂屯おい)13

アンデッキ等の駅前広場も一部を除いて完成 したため､ 商店街名称 商店芋虫 戸塚旭町通両店芸(98)

地下珊 閉 業に合わせ供用を開始したCそして､平成 三喜芸芸書芸琵器量芸 西岩≡冨…琵票警 豊
元年 B月には､ペデス トリアンデッキ上にシンボルモ二 桜ストア123)ラピス戸耶 陀 孟(9D) 戸塚

ユメント ｢とつかみらい｣が設置され､平成 2年 3月末 銀座簡架毒(20) 葡屋百貨店(13)

までには､-部未整備であった駅前広場もすべて完成 し､ 大型店舗数 6

同事業が終了した.

-万､整備した東口の一部を除く約20haについても､近 戸塚駅東口第一種市街地再開発事業

年地元商店主を中心に再開発気運が高まり､昭和62年 3 施設連投物の整備概要

月､地元組寂 ｢戸塚駅周辺開発協議会｣(協孟良員64名)が ラピス戸塚l

発足したo 霊芸霊芸 27…3…冒㌫
現在､同地区の基本計画策定をめざし､本市と-体とな 弓正E3=両袖 PR棚 qW延床面812859695rTT

漣べい軍 8704%
審租宰 59894%
l王中台敷 96台
正体駐中堀 143044nl
梢iS SRC道
親機 地下2陛地上7隅

ラピス戸塚2

敷地面稚 19414Bnl
漣築面叫 153727nl
ifE床面横 目.39643rTT
漣べい軍 791B%
審概牢 5日700%
■王申台数 64台
立体JiiE唄96DDOni
f荷造 地下SRC 地上S近

親憐 地下2搾与地上7階

ラピス戸塚3

敷地面fX 9632(州
漣築面f8 76921rTl
延床面柵 56318OrTl
i玉べい宰 7986%
容積宰 58470%
t!tlilR -I
立体駐中唱 -

1耳道 SRCiB

規模 地下1相地上7階

って郡市基盤施設や商業 ･業務施設等の検討､また､権

利者調査や商茶等の調査など行い､早期事業化に向Ej-て

作業を進めている｡

I)戸塚駅東口第一種市街地再開発手業

施 行 者 横浜市

面 積 約1白na

施行年度 昭和57年度-平成元年度

総串茶托 約201億円

(公共施設整備焚約6D億円)

公共施設の整備概要

駅前広場面積 約48DDrTi

都市計画遍路 上永谷戸塚繰 幅員18-19m､延長約

200m
区画街路 1号繰 幅員 8m､延長約75m

2号線 幅員B5m､延長約55m

自転車駐車場 敷地面横38726｢rL 約600台収容

ペデストリアンデッキ 面積約2400｢T1

2)戸塚駅周辺地区

事茶手法 市街地再開発事業

土地区画整理事業他

対象面積 約20ha

公共施設の整備計画

①都市計画道路 3 4 7号柏尾戸塚緑の

整備

②国道 1号緑とJR緑との立体交差

⑳駅前広場､バスターミナルの整備

､ 巌 義h'托1卑l呆 ゞ {,､ Y7 ､.∫I ',-ノー,.ヽ～ヽ∫ /..ti 智者tA< 柏AJll

Zl41 ､〇

_i l +

一 軒 --J ■t ＼

[ニ 選RFl広:L.,7----..

; 四や
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- 公領 梓地等

rd 斜面掃地

- 丘■rt

- 公共 公益的施投
- 大規模店31掩投

- 商業Gaz投等

■■ 抑 計i5適持

1- 紳 道路 抑 広場

J- 日掛帥 用道路

- 扶占(JR絵削

.- ,鉄■(地下鉄繰)

II.J,.鉄il(I個 描)

-●-′(ス描線 停留所



HJGASHIKANAGAWASTA.DISTRICT/SHINKOYASUSTA.DISTRICT

東神奈川駅周辺地区
新子安駅周辺地区

東神奈川駅周辺地区

東神奈川駅周辺地区は､古来より海陸の交通の要地とし

て栄えてきたb江戸時代には東海道の神奈川宿を形成し

ており､宿葛町､交通の要所､沿岸漁葉の漁師町､後背

に広がる濃村など､いくつもの機能を兼ねそなえ､当時

この界隈で-番の脹わいを見せていた｡

戦後､駅周辺の大半か米軍に接収されたが昭和27年から

接収地域が逐次返還され､昭和51年に東神奈川地区が､

昭和53年に西神奈川地区が戦災復興の土地区画整理事業

により基盤整備が行われた｡また､同年には西口新前の

工場跡地を利用した東海プラザも完成し､併せて公会堂

も開設され､市民ホ-JL/として地域活動に役立っている｡ 東押掛HPZ周辺地区
位■ 神奈川区帝神票川1.2丁目 神奈川本

地区の現況及び今後の整備方針 臥 二ッ谷臥 古家町地
脈乗降胃散 (人/日)

現在､同朋周辺にはJR京浜東北線､横浜線､京浜急行 S55 S60 S63

線の鉄道､及び国道 1号､国道15号等の幹線道籍が通過 JR神票JH 38.992 368D2 37876

し､東西方向の広域幹線が集中しているoLかL,､南北 崇急伸木戸 967d 9137 9038

方向の交通ネットが弱く､臨海部と内郷 を鮭′5く交通ネ 笑覧冨票警 芸 d̀i｡…≡4.等 ｡乗帆 筒
ツト強化の必要性が高まっている｡

土地利用については､駅周辺に老朽化した建物が見られ､

高度利用も充分にされておらず､駅周辺の空閑地も含め

て､A:り高度lJ:土地利用の誘導､転換が望まれている.

また､都市計画道路横浜上麻生緑の整備､駅前広場の再

整備､歩行者ネットワークの確保などの必要性もあり､

地元においても再開発気運が高まってきている｡

本地区は､｢よこはま21世紀フラン｣において主要な地域

拠点として位3i付け､横浜､新横浜の都心と副都心であ

る鶴見を冶'5く交通拠点としての発展と､臨海部と内陸部

の結節点としての整備､さらには､神奈川区の区心にふ

さわしい商業､集群機能の年初を図っていく｡

新子安駅周辺地区

血4
バス系統敷 東口1､西口柑
両店a]名称 商店数 酉神奈川共栄会(59) 二

つ谷通商栄会(13)乗神奈川西口柳架会(25)
大型店Zil払 3
'diづくりの組鞍名 弊神執lH丁目12番衡再
鴨井串鮪組合､東神奈川脈西口開先協は会

新子安AFZ周辺地区
位J 神奈川区子安通2,3TEl､入江町1丁
目､新子安1.2丁目他
脈乗降客戟 (人/E])

S55 S60 S63

JR新子安 34892 34316 33522

京急新子安 1(】370 9162 Bヨ15

駅前広場等iE)稚くrrl) 1,660
JTス用パ-ス数 乗車2､陣中1

子安は､江戸時代､東海道崩の漁村であったが大正年間 パス系統鞍
より=場招致のため､=菓地造成の埋め立て事業が進み､ 大型店Sl艶

内湾漁業よりも=蕪が優先されるJ:うになったCその後､

明治43年には現在の京浜新子安駅が､昭和18年には現J

R線新子安駅が開設され､地区の利便性が高まった｡し

かし戦時には､快見 ･神奈川の=築地矧ま空戦をうrj-､

当地区でも被害をうけたCさらに戦後の-時期､地区の

一部が接収された｡

戦後になってまもなく､戦災復興の土地区画整理事業を

実施し､隣接する大口地区との連結道路の整備や地区内

の既存道路を生かした宅地整備を行なった｡

地区の現状と今後の街づくりの方向

新子安駅周辺地区は､本市東部中城生活tZlの地域拠点と

して位置付けているO

現況をみると､広域交通網として地区の中央を新子安大

黒線 (神奈川産業道路)が走り､国道 1号線と臨海=業

地域を連絡している｡この道籍は､地区内で国道15号緑

とル-プ道蹄で結ばれ､さらに高速横羽線と子安 ･守屋

町ランプで接続している｡また､JR様､京浜急行線と

この産業通路との交差部に両駅舎もあり､地区の拠点性

は高い｡しかし同時に､これらの幹線道路や鉄道にJ:り

地区の分断が生じており､また駅周辺では駅前広場等の

公共空間も不足している｡

今後これらの課題解決に向(す､民間開発等を適切に誘裏書

し､地域住民との協調による街づくりを検討していく｡



JII 甘市P再道路

II一 群JA正路 脈前広qt

JIIl白軌寸書用道路

- JW (JRNL事)

I-■扶i(地下鉄繰)

._..iW (!十由*)

_●-バス用は f7留所

- jZB 河川 ･池等

■ l 公ED 挿地等

- L･)-Lt･

- 丘陵地

- 公共 ･公益的確投
- 大規gt店Sl掩p

- 朽葉鬼没等

- #耗eQ･投等

一L モールプDムナード等

⊂ コ 土地区剛 は 書手

≡∃ 特定折区 地区計画

こ コ 腑 協定等

地下37

要面旭措定

★ 喜書芸 芸設計制度

4 歴史的土木J!端物

■ 歴史的BE遣物

㊥ 市庁舎 ･市持栓

rF ED J.q!ド

至iJT横浜 住 居 系土地利用粟白葉脈 ソ ー ン 大tt㌍ Tr釈 iI I 系土地利用ソ ー ン公共 .文1-g ttttl

軒子安LR

至相浜 ▼ -I 車1IIITLR 子安脈 只知新

野 ≡ ■L1'-ー~̂

099



OKANO･NISHIHJRANUMADISTFHCT

岡野･西平沼周辺地区

岡野西平沼周辺地区は､当初は帽子川の河口であったが､

江戸時代末期から明治時代初期にかけて､新田開発のた

め席次埋め立てが行われ､ほぼ現在のような地形となっ

た｡

その後､東海道線の開通や､平沼橋駅の開設 (1901年)

に伴って次第に市iii化が進み､また､帽子川等の水運を

利用した=場の立地も盛んとなった｡

現在の市'di地は､第二次大戦後に行われた浅間地区及び

岡野地区戦災復興区画整理事業により基盤整備が行われ､

現在に至っている｡

地区の現況

当地区は､横浜駅を中心とする都心の一角に位宥してお

り､都市計画道路LLJ下長津EEl緑を境に横浜駅西口の繁華

街に接している｡

周囲はJR東海道線 ･横須賀線の他､幹線道路の国道16

号緑､環状 1号線､山下長津田線に囲まれており､その

中央を椎子川､新EEl閤川が流れ､地区内を次の 3地区に

分断している｡

位Z 酋区岡野1,2T日､西平沼臥 浅間町
1--4丁日

面柵 Elヨ2ha
駅無降客数 (人/El)

S55 S6D s63

相鉄平宕絹 5112 6216 6.474
相鉄西横浜 15603 15827 16773
商店葡名称 商店数 岡野雨季商和会(128)
街つくりの組力名 西平沼地区開発協雄会

l)帽子川､新EB閤川に囲まれた地区で､土地区画整理平 衡づくりのル~ル等 葡づくり位抜地区

菜により葡区が整えられ､平沼高校､岡野中学校､西

区公会堂等を中心とする文教住宅地区

2)雌子川及びJR線に囲まれた地区で､古河電=や東京

ガスを中心とする=堤地帯

3)環状 1号線と椎子川､新田閤川に挟まれた商佳=混在

地区

このうち2)の地区については､総合的かつ計画的に街づ

くりを進めることを目的として､地区内の主要TJ:企葉が

中心となり､平成 2年 1月に､西平沼地区開発協議会を

組抱し､地区の整備構想づくりなどの活動を行っている｡

地区の整備方針

当地区は横浜駅に近接し､また地区内には､西横浜駅､

平沼惰駅があり,幹線道路にも開まれ､交通条件は比較

的摩れている｡しかし､地区内には幅員12M以下の道路

しかなく､また､地区の北側では建物の老朽化が進んで

おり､防災面､基盤施設等の整備が遅れている｡

今後の整備の方向としては､横浜駅西口地区との一体化

を考慮しつつ､都心の一角としての都市横能､基盤施設

等の充実､強化を図っていく｡

具体的には､大規模=場跡地開発等についこ 地元協法

会と調整を図りつつ､適正に開発を誘導し､あわせて地

区内の基盤撃億を促進していく｡

また､その他の地区についても､横浜駅西口の後背地と

して､半裁､文化､公共施設の整備を進めるとともに､

帽子川を中心とした歩行者動線を整備することにより､

市街地環境の整備向上をEglっていくO

参考

西平沼地区開発協講会

設 立 平成2年 1月18日

会 員 古河電気工業(樵)

東京ガス(樵)

(樵)熊谷組

対象地区 約14na
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lDOGAYASTA.DISTRICT
井土ヶ谷駅周辺地区

当地区は両区のほぼ中央にあり､周辺には公共縄fb､教

育施設が集中している｡開港から明治へ､横浜は国際貿

易都市へと歩みだしたか､当地区では開ラ箆の‡三Iをあま

り受けずEB園風景塁かfJ:寒村のままであった｡大正12年
の閑東大等災では､地区内は家屋倒t*だけに止まり､市

中心部からの移住者が押し寄せ急速な人口集中が見られ

た｡大岡川の雨は､震災役興の土地区画整理事業が鎌倉

街道沿いに実施され､いくつかの幹線道路が整備され現

在の街なみの原型ができあがったが､他の地区はなにも

手が差し伸べられず未屯偏のままであった｡昭和5年に

現在の京浜急行にあたる湘南電鉄が蒲jE･弄金町間に開

通し､その後.同8年には品川まで直通したため､東京

方面への交連が便利になり市街化も加速し､商 ･I ･住

が混在LTJ:がら活気あふれる衛ができていった｡やがて

第二次世界大戦が勃発し､商業地域と住宅密集地域は度

正なる空姓にあい､市内で虎も大きな被害を被ったO当

駅南東の地区では､戦災三役興土地区画整理事業により都

位al粥区Fq太EZ]印､永EZl軒.井土ヶ谷上町.
井土ケ答申町.井土ヶ谷下町地
脈兵降誓紙 (人/日)

S55 560 563
京急井土ヶ谷 25日2227.36428247
I(ス用JT-ス扱 2
/(ス系暮莞致 4

心に近接する住 ･帝 ･工混在地として住環境を6[か行わ 拝店街名称 何店故 弄

れたが､当地区内及び周辺地区においてrま､米ZFによる 井土ヶ谷上司内実会(別)

接収他が広がり,都市形成や都市整備推進に大きな影書 大型店溢血 2

を及ぼした｡

地区の現況

当地区は､京浜急行､市営地下鉄が横浜駅と園内という

二つの都心地区をi喜び､また主要地方道保土ヶ谷宮元操

(環状 1号綾)と索道平戸桜木町線の幹線道孫が地区を

横断し､また鎌倉街道も近くを通り､交通至便な地区と

なっているCその立地特性により､朋を中心に幹線道路

沿いに商業 ･革叛が架構しているが､商薬においては､

関内 ･上大岡の大規模商業地に挟まれ､身の回り品を扱

う個人商店を中心に商店街が形成されている｡好漁道路

を一皮外れると､革人の工房といったようfJ:小規模の町

=gから中小規模の=喝 ･串幸所か数多く点在し､住 ･

商 ･=混在した下町的街なみを形成している｡

今後の街づくり

古くから発展してきた街ということで.蔵人の仕事場や

町工場､商店aiや駄菓子屋､銭湯､それに路地やFF先の

鉢格の嶺も下町的情清を色iLく醸し出している当地区で

はあるが､住 ･両 ･工が3E在しこれといった鬼没､核と

TJ:る横能集溝がなく散54な街となっている｡このことは､

南区全体についても同じことが言え､区の核となり文化

おJ:び商業 .兵務枚能が築積された拠点の形成が課題と

なっている｡また当地区は､鉄道､幹線道路等辞市基盤

施設は一応整っている地区ではあるが､幹揺道路では交

通Jの増加により廿性化する交通渋滞､それによる狭い

生活道路での通過交通tの増加､歩行者の安全確保､交

通規制等が許屈となっている｡さらに住 .商 ･=混在す

る古い衡ゆえ道路の狭阻､壱朽木i蓋住宅の密集等の問題

も抱えているo

社会的.経済的変動は地区内に数多く点在しているZ等･

事業所にとって､将宋的になんらかの対応を余儀なくさ

れるであろう｡すでに現在､いくつかの=葛用地が中高

Jrマンション串に変わっている｡

今後の当地区の筏づくりにおいては､商業 兼務捷能の

集積､区民の文化活動の核となる施投の整備､商=葉の

再生や工場跡地の活用等計画的な市街地の整備をすすめ､

南部中桟生活亀の地域拠点の-つとしこ 活気にあふれ

魅力ある3iづくりを進めていく｡
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HOSHIKAWA･TENHOCHO DISTRICT/HODOGAYA STA.DISTRICT

星川･天王町地区
保土ヶ谷駅周辺地区

星川･天王町地区

江戸時代から明治時代前半にかけての星川 ･天王町周辺

地区は､FEl東海道の両側に柴清が見あたる程度で他は水

EEl地帯であったO

明治末期から大正時代になると､地区のほぼ中央部を流

れる継子川の水運を利用して地区全体にわたって数多く

の大=場が建設されるようになったO明治39年に大日本

ピールが神戸町に=場を廷てたのを始めに､諸士ガスJ防

紙､保土ヶ谷ソータ､東洋唱機､古河電池がそれぞれ操

業を始めた｡これらの=場は零災､戦災を通してその姿

を少しずつ変えながらも､戦後程済の高度成長に支えら

れて内容を充実していったが､その一方で､周辺部では 星川･天王町地区

宅地化も進み､星川 .天王町周辺地区は典型的な住工混 位事 西区間浅間臥 浅間町5丁目､保土ヶ谷

荏地区とlJ:っていった｡ 区西久保臥 神戸町他

しかし､昭和5時 代に入｡産業構造の転換が軌 始める 芸≡障岩…ご買入′｡,
とともに､これら大=矧 a:郊外部への移転や串菜転換を S55 S60 S63

宗儀fJ:くされるようになり､その跡地には共同住宅等が 相鉄室川 23167 2378423729

建設されていった｡ 相鉄天王印 16866 1858122430
バス用パース弘天王町無間iP2､星川乗降中2

地区の現況 パス系統数 天王町7･軌Hd
商店栃名称商店数 天王町商店tli(156) 岩間

相鉄線の星川駅､天王町駅を中心とする当言亥地区は､横 町1丁目明店会(15)岩間EJ商店SJ(2日 稚子

浜駅を中心とする都心部に隣接した拠点地区で､区総合 町1丁巨はつき会(35)

庁舎､公会堂､図卵 ､消防讃､背寮- どが射 る､ 歪書写琶芸絹志名 轍 繰立体化推進協王茶会
保土ヶ谷区の行政文化の中心地区となっているO近年､ 爺づくりのル-JL,琴 alづくり協iB地区､地区

地区内に点在する大規模=場の共同住宅への土地利用転 計画

換の動きが急であり､これに伴う道路､公園といった都

市基盤整備の遅れが問題となっている.

こうした中で､神戸町の日本硝子横浜=場跡地に野村不

動産(樵)によって展開されている横浜ビジネスバークプ

ロジェクトは､都市基盤整備を進めながら築務核都市と

しての機能強化を図る行政需要と､全国に先駆けてバッ

クオフィス構想を取り入れた民間プロジェクトとがうま

くマッチした好例であり､今後の=場跡地利用計画の方

向性をうかがわせているO

地区整備の方針

l)大規模=場の土地利用転換をとらえて､地区計画等の

都市計画手法の導入をはかりながら､都市基盤の整備

を進めるとともに､郡市機能の集積と良好な都市横切

の形成をめざす｡

2)=場跡地再開発の効果を地区全体に波及させるために

跡地の周辺区域では､ストラクチャ1プランに蔓づく

建築指導をおこなう｡

3)惟子JHは過密な郡市環矧 こおいては貴塁なオープンス

ペースであり､｢水と緑の軸｣として整備する｡

保土ヶ谷駅周辺地区

旧東l毎遍の保土ヶ谷宿として栄えた当地区は､横須賀線

保土ヶ谷駅開業後も､安定した躍線型商業を中心とした

歴史をもった市街地となっている｡ 保土ヶ谷駅周辺地区

､ ･ . .･ ' ' -∴ ∴ 子 ■∴ ､

始めとして､駅前地区としての機能集積の兆しを見せて 555 S6D s63

いる｡ JR保土ヶ谷 562925013653696
駅前広場等面紙 (rTl) 無口2500西口3780

地区整備の基本方向 Jてス用パース数 無口乗iB6､筒中2､西口棄
咋2､障zCl

l)当該地区の財産である歴史を生かしたiiiづくりを進め ハス系統敷 15

るb 商店3]名称 商店芸文保土ヶ谷駅東口商店辞1

2)は物の共同化を促進し､有効な空地を生み出すことに (34)保土ヶ谷AR西口商店街(72)碓子馴 丁

わ て歩行者空間の確保をはかるb 霊宝 言霊,'芝 ル…土芸雪ぎ冒冨≡志望D)
3)商店街の近代化により､地域商業の活性化をはかる｡

4)地区に不足している公共施設建築物の建設を進める.

横浜ビジネスパークのPZ･刻
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TSUFHGAMINESTA.DlSTRICT
鶴ヶ峰駅周辺地区

鶴ケ蜂のある旭区と保土ヶ谷区のあたりは､奈良 平安

時代には武蔵国と呼ばれ豪族横谷璽朝の支配下にあった.

鎌倉時代に勇将畠LLJZE忠と北条勢が戦った古戦場として

も知られており､今なお更忠にまつわる遜跡が数多く残

っている｡建武中興の頃は西園寺公盃の､室町時代には

北条氏の支配下にあり､徳川時代には幕府の直轄地とな

り明治維新まで続いたb

横浜市に編入されたのは昭和14年で､保土ヶ谷区に加え

られた｡その後､昭和44年の行政区再編成で鶴ヶ峰を含

む一帯が旭区として独立した｡鴨ケ蜂という地名は鎌倉

時代には既に存在しており､現在の町名は字名から付け

られている.

地区の現況

鴨ケ畦駅周辺には､西ひかりが丘Eil地､上川井町､二俣

る国道16号､横浜厚木線､坂本弘ケ棒線の3本の主要幹

位Z(区 町名)旭区t鳥ケ畔1.2丁目

面相 73ha
駅乗降客払(人/日)

S55 S60 S63

くぬぎ台団地の4つの方面に向かうパスルートであ 相鉄粗ケ枠 54773 58381 62323
.*.n｡コ JdE:,I_.-｡.-. ▲⊂+か.▲生山j〝､∩..-′､,ゝ祇土ム 脈耶広場等面相(TTl)バスセンター2loo

繰道路が走っているo相傑鉄道で横浜へ15分の距離にあ AR荊乗降中2

って交通の利便性は高く､パスとの相互乗り換えの拠点 ハス系統芸史 I∃

となっている地区で､旭区では二俣川と勢力を二分して 商店街名所 両店款 ロイヤルマ-ト商店会

いるoまた､駅から歩いて数分のところに旭区総合庁舎 芙5i店芸芸妓警綿 'B6'漣惰繭果蓋(34'
があり､菜種渚 が多いb地区の土地利用及び地形は､駅 折づくりの粗描名 輔ヶ椎脈周辺再開発脇は会.

を中心に比較的まとまった近隣性の商業施設がある他は､ 瑚ケ蛙駅開口地区市街地再開発準輔縛昌

充分な抜道条件を持たない住宅地､そして､極めて起伏 祈づくりのル-ル再 往iづくり協三拝地区

のはげしい丘陵地､山林､斜面緑地等が多く､さらに､

不整形な街区がE]立つ｡駅前の商業施設は､大型店舗､

銀行等の進出により不燃化が進んできているが､自然発

生的に形成された坂本鴨ケ蜂繰言白いの商店街は､未だ木

造モルタルが多く､特に鎧楕以西は駅前に比べて賑やか

さと撃やかさにも欠ける｡

駅前は､利用者及び歩行者のための広場が皆無に等しく､

駅舎も老朽化が進み､駅近の主要幹線道路との践み切り

によって､交通渋滞を引き起こしている現状である｡

駅南北に姓輪場があるが､駅周辺は放置自転車であふれ､

また､章動絹と買物及び通勤通学動緑が環探し､通行の

障害となっている.また､商店街窮の住宅地はアプロー

チ道路の幅員がせまく､災告時には危険な要素をもって

いる｡反面､駅前の一部を隙くと空地や低層建物が多く､

土地の有効利用が充分図られていない｡

今後の整備計画の方向

木造住宅の密集した地区においては､公共施設整備や狭

い道路の拡幅を行うとともに､民間再開発等を誘導して

いく｡また､老朽化した市営住宅については､新しい住

宅への建営えをすすめ､住環境の改毒を囲っていく｡

現在､駅北口でバスターミナルの整備が進んでいるが､

駅南口においても再開発卒寿等を促進し､商業B3,設の近

代化や駅前広場の整備等により､地域拠点としての機能

を強化するとともに､土地の有効利用を図る｡

また､二俣川から鶴ヶ峰､新横浜を経て大倉LLJ方面並び

に川崎方面に至る鉄道の整備をすすめ､第二都心や地域

拠点等との連携を深めるとともに､パス交通網等の整備

をすすめ､交通ターミナル機能の強化を図る｡
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FUTAMATAGAWA STA.DISTRICT

二俣川駅周辺地区

二俣川駅周辺地区は､rct:こはま21世紀プラン｣におい

て､西部中城生活圏の主要な地域拠点に位置づけ､また､

｢都市再開発方針｣においても 1号市徳地として商業 ･

業務 ･文化施設等による土地の高度利用や道路等の公共

施設の整備を図ることを掲げているC

本地区は､横浜駅から105kmの距離にあり､相鎌本線と

いずみ野線のターミナル駅を有する交通の要衝として､

また､駅周辺には､県自動車運転免許試験場､県立がん

センター､こども自然公園などの広域施設が立地してお

り乗衛者の多い地区であり､駅前の都市機能の整備拡充

が必要とされていた｡

現在､駅舎改良事業､いづみ野綬延伸､さらに召すEElアク

セス構想等により交通拠点性がますます高まっているb

平成 2年夏に駅前バスターミナルピル (二俣川ライフ)

が完成､5階に待望の区民文化センター (サン･ハー ト)

第一号がオ-プンした｡さらに都市計画道路横浜厚木緑

と鴨居上飯田線の拡幅､駅北口において都市再開発法に

よる市筏地再開発事業の推進等といった総合開発が進行

中であり飛縄的な発展へと歩み始めているOこれらの各

種事業の進展に伴い､これらに隣接する周辺街区におい

ても再開発の気運が高まってきている｡今後は､駅南北

の計画的な再開発等により､地域の活性化､一体化を図

り､商業､業務､文化等都市機首Eの集概をEgり､交通及

び生活拠点としてふさわしい街づくりを遅めていく｡

荷づくりの目標

地元では､二俣川地区の健全な発展と振興､魅力的な街

づくりをE3的に､昭和51年に ｢二俣川駅周辺再開発協議

会｣が地元自治会､駅周辺の商店街の地元関係者の手で

結成され､定例的に街づくりの研究が続けられている｡

昭和58年､この研究を踏まえた r二俣川駅周辺地区将来

構想｣が作成され､前述のようTJ:各種事業の推進等とい

った講づくりを進めてきた.

これらの各種事業が臭体化するに伴い､周辺環境も変化

してきたので､地元では二俣川駅周辺の衡づくり構想に

ついて再検討を力E)えて平成 2年に/I(ンフレット ｢ふれあ

いタウンふたまたがわ｣を発行したo

l)駅と往iが一体となる護i

2)自動車で便利な街

3)楽しく歩きまわれる街

4)いろいろTJ:楽しさのある街

と街づくり方針を掲げて､それぞれ事業化の実現へ向け

ての方策を探っている｡

位al 掴区二俣川1,2丁日
面柵 170ha

脈乗降客芳文(人/日)
S55 S60 S63

相鉄二俣川 74E〉63 81397 85336
AR前広場等面稚(TTl)北口20OD､雨口2200
Jてス用ハ-ス勤 北口乗ZF4 陣中2.南口集

中3
Jtス系統致 23

商店街名称･商店数 二俣川面乗合(66) 二俣
川由摩商店会(93) 二俣川脈ピル商店会(47)

=俣川駅南口商店会(50)
大型店舗芸文 2

街づくりの相即名 二俣川駅周辺再開発協議芸

術つくりのルール等 祐づくり協は地区

板柳はセンタ一〇 〇 笥 評･ガンセンター○ ○大和 雲至芳一 ⑳いす∠ 辞n:5 ､二タウン3+水ケ丘tt% 6事■efb)せ相規tEiZ9 桝浜_

ライトセンタ-

区民文化センター

=t則lt脈

左近山Egl地

二俣川脈周辺タイヤクラム

=俣川l朋ヒロ地区市街地再開発事業の概要
事業のEj的
+道路､歩行者デッキ等公共権現の竪領と併せ

て.空地等を確保することにより､安全で快適

な初市環塊を創出する｡
4本道窓弟地区の敷地を統合し､再開発ビルを

聖t書することによって､商集.都市型住宅等に

よる土地の合理的高床利熊を匝り､駅北口の核
を形成し.地域の活性化､発展に寄与するo

名称 二俣M駅北口地区第一唖市街地再開発中

*
施行壱 二俣川駅北口地区市/di地再開発網合

(仮称)

施行面Iす さ勺Ogha
都市Z十薗決定 昭和63年12月28日 現在､用合
設立に向け活tb中
権利音数 40名

建物概要 延べ面相 的41400ni地上IdRj
地下2階 店舗､住宅､l壬耳･唱



Eヨ 折 細 道持 - 海 河川 池等 I 半群滝投書 壁軸 指定

._ 紳 Z措 抑 広場 ■ 公Fd は地等 1- モール･7- ナード等 ★ …完認 諾tm '虎

一 日P 鯛 適符 一 緬 拝地 こ コ 土地区画生理事業 ● 歴史的土木過胴

_ 鉄道(JR脚 ) ■ 丘較地 Ⅱ】IE認 諾諾 芸:# L - 的建造物

._ .鉄iB(地下鉄JR) - 公共 公益的施設 ≡∃ 特定街区 地区帽 ㊥ 析 含 市施設

._.iW (帽 披) I 大規模店舗相投 ⊂ コ iZ築協定等 Ei] 皿 県施設

_●_バス籍持 ･fI詔所 r 商事沌投等 地下街
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SUGITA･SHINSUGITASTA.DISTRICT
杉田･新杉田駅周辺地区

地 区 の 沿革

杉田の地名は､東漸毒の記緑によると､同寺の境内に杉

の大樹があったからという｡この東漸寺は､鎌倉五LLJと

並び称され､鎌倉時代の文化の-椛を担っていた｡そし

て､江戸時代にrj:､非常食として農民に奨励した梅干作

りが ｢杉EB梅林Jを生み､安藤広窓が浮世絵に描くほど

の名所となり､賑わいをもっていた｡大正､昭和と時代

が流れ大企業の進出､宅地開発等により梅林は荒廃した

が､今も妙法寺にその面影が残っている｡また､｢杉EEl新

道商店街の発展は､終戦後素晴らしさものがあり､杉田

那賀の繁華街中心地には映画の殿堂東洋劇場が設立され､

大都会の様相を添えるに至った｡｣と杉田八幡宮の三滴笠

雪司が自書の扉風涌郷土誌で述懐されるように､昭和

20-30年代は､商業地として繁栄をみせていたO

地 区の 現況 と問題 点

近年､杉EElのまちを取り巻くIE暁は､金沢シーサイドラ

インの槻通 ･環状3号練の整備 ･高遠湾岸線の計画等ハ

-ド面で大きく変化しつつあるO

｢商店 街｣では､通過交通が多いため安心して買い物が

できない､環寄りDE=[]以外の｡E=D物が地元で揃えにくい､回

遊性や快適性に乏しいため楽しくショッピングができな

いなどの問題がある｡

｢住宅地｣では､狭い道路が多く､建物も木造住宅が密

集しており､防災上の問題が多く､公風や広場などが少

ない等､良好な居住環境が形成されて いない｡

更に､昭和45年に開設された新杉田駅の駅前地区は､好

立地にもかかわらず有効利用が進んでおらず､放芯すれ

ば無秩序に開発が進む恐れがあるC

衛 づ くりの 目標

前述のような状況を踏まえ､杉田駅東口地区では衛づく

りの先陣を切って都市再開発法による市街地再開荒事蕪

が､また､商業地を中心とした地区 (両駅前とそれらを

結ぶ商店街)では､昭和62年に ｢杉田 ･新杉田駅周辺地

区地区計画J を都市計画決定して､aiづくりを進めてい

る.昭和63年からは､杉田地区全体で21世紀に向けた徳

づくりを地元住民､商店街､関係団体及び行政が一堂に

会して話し合う場として｢新しい杉EElづくり委員会｣を細

粒し､

l)多桟能が調和するまち

2)にぎわいのあるまち

3)歴史を感じさせる緑ゆたかなまち

と街づくりの目標を設定して､様々な講読をし､それぞ

れ事業化の実現へ向けての方策を探っている.

杉田駅東口地区第-種市衛地再開発事業の概要

事業の日的

f道路の拡幅整備による自動車交通の円滑化

一壁面後退､建物内通路による歩行者環境の改善

f商業機能の充実による商店街の活性化

+建物不燃化､防火水槽設置による地区防災性の向上

●良好な都市型住宅の供給

施 行 者 杉EEl駅東口地区市街地再開発組合

施 行 面 積 07Bha

都市計画決定 昭和62年 9月25日

組合設立認可 昭和63年 1月11日

権利変換認可 平成元年 8月17日

権 利 者 数 105名

建 物 概 要 地上12階 地下 l階

延べ面積 約26.6DOrri

店舗､地区センター､住宅等

l正Zi磯子区杉田1
i5柵 16lha
l尺乗降富里史(人/日)

S55 56D s63

JR新杉EE] 3043443JB843856

京急杉田 25.559271622日293
シーサイド新杉田 - - -
駅前広場等面子た(rTl) (新杉EE)駅前広場1700､
交通広場3788
バス用パ-ス敗 (新杉田)西口なし､粟口粟zE
2 時申1

パス系統芸文 (斬杉EE])3､(杉田)2

商店街名称 商店妻女 杉EI]十日会商店Idi(7ロ)
杉EE)公投市場(ll)杉EB商店街(8B) 空天確セ
ンター川)杉EE]脈耶開店会(70)杉田シヨツ

大型店g一芸文 1

街づくりのE]粒名 杉田脈無口ql区市3]地再開

発組合
術つくりのルール等 街つくり協は地区､地区
JHaI

一斗 - .､ .il . =お寺と学校他左､ / 4.′ ●一 ■ー ●､ .- ＼

根絶配)及び瞳tAの方針包

市街地再開発事業の祇萱
事業名称 F/田研無口地区第-種市径J地再開発
■■

施行者(予定) 杉田駅無口地区市萄地再開発絶

海行地区両紙 7577rTi
地権者致 105名
中英Pi 約110億円
堺市,汁函決定 昭和62年9日25日

施設等の津野

iZ築和地面相 5523rTi
沌築面相 4005rTl
報べい軍 740%
延べ面和 26573rTl
容積等 d28%
壬準用遠 店舗､地区センタ-.共同住宅

その他 地上12悶 地下】階 高さdD7rTl

良中台芸文 71台

広唱両税 他 公開空地等面fA 約1840TTl

丘t州杉Ei]の梅林(1858広荘)
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NOKENDAISTA.DISTRICT
能見台駅周辺地区

もともと金沢の地域は鎌倉時代､幕府から朝比奈峠を越

え金沢地域に至って海上路をとるための艮易､軍事の拠

点であったとして知られている｡当時､ここ能見台～会

沢文庫闇は ｢戦時技術開発Jの地として､武具がかなり

製造されていたという｡

近代に至っても枢重な戦時技術供給拠点であることには

かわりはなく､昭和の初頭には､軍港を抱える横須巧に

近いこともあって､相次<軍需産業の進出により､=場

地帯が形成されていたことは記憶に新しい.こうした背

景から､この地区が都市計画区域に編入された昭和32年

当8割こは､工業専用地区tして用途指定を受けることと

なったC

昭和40年代に入り､産業構造の変化と､横浜市の爆発的

な人口急増に対応して､住宅地としての土地利用の転換

がせまられた.急激に押し寄せた住宅地開発の波は､昭

和50年代におこlJ:われた京浜急行屯鉄による ｢蓋利谷間

発｣(計画人口18.000人)により頂点を迎える訳である

が､この結果一部残存した工場との間に､住=,B在の問

題を残すこととなった｡

=場跡地開発と街つくり

このJ:うな状況のなかで､能見台駅南西部に広がる大規

模=場敷地において､=場再編に伴う跡地開発が浮上し

た.横浜市ではこの概会をとらえ住工混在を解消し､金

沢区北部の拠点づくりと良好な都市環境の形成を図るた

め､地区整備方針を定め再開発を誘導するに至ったC

｢自然への回帰Jを開発のコンセプトとして､自然と調

和した潤いのある街並景筏づくりを進める｡戦略技術の

供給拠点としての歴史を受け継ぎ､21世紀の技術革新を

担う業務 ･研究開発群を衡づくりの核に据え､多様で魅

力的な生活文化機能を持ち合わせた都市型住宅を配置す

る｡

一方､開発地に憐接して高速湾岸線 (横浜横須田遠路会

,沢支線)が建設されているが､触発地を縦断して地域道籍

を整備することにより､蓋利谷開発と国道16号を連絡す

る釜利谷連結道路と併せて､周辺交通環境の改葺を図る｡

この開発を契機に､能見台駅周辺においても街づくりの

気運が高まり､地元による街づくり研究会が発足するな

ど､街の活性化に向けて手持権的な取り組みが行われてい

る.

=場跡地開発地区整備計画の概要

計画諸元 (想定フレーム)

開発は､開発時朋を二期に分けて段階的に行われる｡

一期 二期 全体

面 租 115ha 79hEl 柑4h8
計画就業人口 2.800人 4.000人 6.800人
計画居住人口 2,870人 1.120人 3.990人

計 画 戸 数 820戸 320戸 1,140戸
主な公共施設の整備 ･補助苧緑道巧 (巾員15m)

･公 園 (約 10ha)
計 画 手 法 再開発地区計画を導入

計画スケジュ-ル 平成3年度-平成12年贋

位3E 金沢区能見台通､泥口他
AR乗降客芸文 (人/日1

555 S60 S63

京急能見台 147041040322202
駅前広場等両横(rTl) 1280
I(ス用ハース板 東4日 ､陣中1

ハス系統事欠 1
商店4]名称.両店欺 能見台駅前商店会(126)
術づくりの搾取名 能見台周辺地区総合的a)ラ
くり地域換討芸

公dl 住宅

O= 一声些hAg fB欄 街づくり 産 卵 名訳支*'

品 00 0 - ーC . &..,P

& ＼＼＼＼ .,. 宅IlI
公■

I .[ ++
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- ～ (JRJtI)

.■■一社■(地下丘▲)

I._dtL)(JtiLINL)

_●-JTスFH *首席

- 薄 謝 ‖･柳

- 公P 鵬 事

( 緬 NL地

} l 丘焦地

1 公共 公益的JW
- 大I■色JILtZl
- AAJtp■

- ■JIJtt2■

JL モ｢ルプロムナード事
こコ 1岬 " FIr･

皿E芸 芸諾 芸:事

≡ ∃ 特定街区 ･地区lfiE

こコit垂協定等
地下街

tJzJrltr

★ ≡冨諾 芸丘Zt制度

● BE史的土木■tl均

II 丘史的iEit物

@ 775庁毒 市長艮
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KANAZAWA8UNKO STA.DISTRICT

金沢文庫駅周辺地区

金沢文庫駅周辺地区は､横浜､上大岡と並ぶ京浜急行の

主要駅である怠,lR文庫駅を中心とした地区で､本市南部

及び金沢区の拠点として ｢J:こはま21世紀プランJ にお

いて地域拠点地区として位置付けている｡

現在､地区内では都市計画道路泥亀蓋利谷線の立体化と

それに伴う西口駅前広場整備事業が進行している｡当地

区の土地利用等を見ると線路を矧 =東側と西側とでは大

きく異なっている｡

東側地区は､戦前の耕地聖理により整備された都市基盤

を基に昭和30年代前半より商店街として発展した｡特に

金沢文庫駅に隣接する ｢すずらん通り商店 街J は､かつ

て市内でも有数の商店街として繁栄していたが､近年､

･娼 者- の変化､周辺地区の開発にJ=る商業状況の変 霊芝 完莞慧 利弧 谷抑

化に対応できず､商店街としての活気を失い始めている｡ 脈無間等敷 く人/日)

また､地区内の宅地の区画は小さく､老朽化した低層の S55 S6D s63

木造建築物が密集しており､加えて区画道路等の都市基 京急金沢文布 5Dd16685J571･874

盤が脆雛 ため土地利用上 防災上においても閥 があ 禁 崇 警 霊 d̀i｡≡≡910㌢BBRR諾 D,D､障

る地区とTJ:っている｡ 申1

西側地区は､駅前に大型店舗や銀行等が立地しているが､ パス系統赦 13

それ以外の地域は旧道沿いに低層の小規模店舗や個人住 商店街名称 商店数 金沢文庫す7'らん通り商

宅が立地しているのを除き､上下水道等の茎- 稚 備 笑喜',5芸店孟芸吉宗中宍雷竺荒望oi文芸芸荒芸
のため未だ開発されておらず､大規模TJ:空地や耕作地と 会(42)文庫西口中央商店会〔38)蓋利谷中央

して残っている｡ Rl店会(28)

空地の大部分は､駅前の大型店舗の平面虹車場として暫 大型店舗数 1

定的に利用されているが､最近では都市計画道路泥亀釜

利谷韓沿いに店講や業鞍施設を含む中層建築物が個別に

建設され始めており､今後､これらの空地についてもス

プロール的に開発されることが予想されている｡

このような状況を踏まえ､長期的展望に立って､次のよ

うな方針に沿い魅力のある衛づくりを推進している｡

祐づくりの基本的方針

l)旺盛な民間活力を誘串するとともに､都市計画との組

み合わせを積極的に運用し､拠点地区としてふさわし

往iづくりの相事故名 会沢文瀬再開発呼熊組合､

金沢文Lr脈無E]地区再開発準珊組合

市街地再開発事業の朽要
事兼名称 金沢文Lf脈粟口地区第1等市街地再
開発事業

施行者(予定) 金沢文Fr釈無口地区市街地再開

発組合
施行地区面事A 的06ha
地横着数 29名
事#や 的B4億円
都市!十iZi決定 昭弔]63年12月2DE]

い都市機能の拡充を図る｡

2)鉄道にJ:り分断されている東口地区､西口地区の一体 枯野等の摂要

化を図るO
建築群地面fk 的4308rTi
辺平面絹 的3.6DDnl

3)土地利用の健全化と一体化した施設の更新により士地 建べい軍 83896

の高度利用を図るb 延へ面群 的247DM

4)魅力ある快適な街として再生させるため､建物の用途 沓gl等 549%

や形態等を街づくりの観点から適切に誘導する｡

街づくりの進め方

l)｢金,tR文庫駅東口地区第一穣市街地再開発事業J の早

期事業化を目指すとともに､それと時期を合わせ､隣

接する京急駅ビルの建設計画の具体化を図り､東口駅

前広場の機能拡充と東西地区の一体化を図る0

2)既存建築物の更新の横会をとらえ､優良再開発事業等

の制度を領極的に活用し､施設の一体化と土地の高度

利用をEglる｡

3)大規模空地等を-体的に高度利用するため､開発計画

を策定し､誘導する｡

4)地区内における建築計画に際し､壁面後退等の建築指

事により歩行者空間の確保とともに優れた街並景観の

創出を図る｡

主宰用途 店舗 住宅

丘珠台数 90台

広場面鞭 他 約1800rrl(薪iE所有地)
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KANAZAWAHAKKEISTA.DISTRICT

金沢八景駅周辺地区

まもづ くり基 本 方 針

金沢八景は､鎌倉時代以来の歴史のある地域であり､北

条実時が建立した金沢文席に代表される武家文化発祥の

地として知られている｡｢金沢八景Jの名称も､江戸元禄

朋に心越禅師らがその勝景を八景に持ったことに始まり､

鎌倉に指でる人々が立ち寄るなど萄名な地域であった｡

さらに横浜開港後の明治期には､関内居留地の異国人や､

当時の政治家 ･文化人たちにも親しまれ､伊藤博文の明

治無法草創の地ともなっている｡戦後は関東学院大学､

同女子短期大学､横浜市立大学か相継いで開校し､学園

都市としても発展してきている｡

このように‡白目のす<れた自然と歴史を持つ金沢八景も､

昭和38年代以降の海やLUに広がる周辺部開発の中でtこ

れまでの交連の点節点や生活 ･文化の中心としての拠点
性を次矧こ失ってきた｡矧 こ l地域の虜`ともいえる京

急冶金iR八景駅東口地区は､国道16号線の渋滞､駅前広

場の交通危険性､商店街整備の遅れ､老朽木造建物の密

集による災害の危険性.細街路 ･下水道の兼!差鯖など多

くの間腰を抱えている｡

現在､会沢ハ景駅東口地区は rよこはま21世紀プラン｣

において､市南部地域の主要拠点として位iEづけており､

新交通システム ｢シーサイドライン横 浜｣の乗り入れと

ともに､新しいライフスタイルを提供する商業 .文化 ･

ス/it-ツ等の都市横能の集積をはかりTJ:がら3iづくりを

進めていく｡さらに生活拠点としての魅力を高めていく

ため.,海に臨む環境と歴史を生かした魅力づくりを区と

ともに進める｡

まも13-くりの 目稚

l)広域拠点としての交通タ一三ナ)LJづくり

横浜市南部の地域拠点､会沢区の商業 ･文化 ･生活等の

核拠点とするため､京急捗と会沢シーサイドラインの冶

野点やバス ･タクシーへの乗り継ぎ点としての高度な交

通ターミナルを整備する｡

2)基盤となる公共施設の充実

パス ･タクシー等の自動車交通を円滑に処理し､安全で

快適な歩行者空間を確保するため､まちの表玄関として

魅力的な駅前広場を整備する｡また､人の流れや商品の

搬出入をスムーズにする区画道路や､下水道などの基盤

づくりを行う｡

3)商店街を中心とした地区の活性化

現況の駅前商店街の問題点を指まえながら､モールや広

場づくりなどにより魅力を向上させるとともに､現状で

の不足業種や核的施設の中人を園り､地区の活性化を進
める｡

4)m前にふさわしいJt境づくり

それぞれの土地の形状を整備したり集合化して､ビル等

の土地の高度利用を可能にし.同矧 こ泣物の不燃化 .共

同化を進め､駅南にふさわしいEI境づくりを進める｡ま

た地区計画などの共同のル-ルづくりで美しく調和ある

街並形成に努める.

5)地域の個性を生かした魅力づくり

鎌倉期以栗の歴史や､学園都市のイメージ､恵まれた水

辺の空間などの地域の個性を生かしTJ:がら､周辺施設へ

の歩行者プロムナードや街路 ･iB物敷地等の緑化､名所

旧跡等の案内サインづくり､イベントの開催などによっ

て地区の魅力を高める｡

位r 金沢区JF.完■
正ifI 75ha
釈手付き叔 (人ノE])

555 S蹴】 563

Sta会沢ハJt 5373752糾 53朋4
シー･サイド会沢八景 - - -
駅前広II面fl(nl)Jlm

JTス用パース叛 栗平3､F3Zhl
Jtス某氏払 13
商店街名称 商店数 八千共栄会(I22)
大鞄店h杜 1

37つくりのJB暮名 金沢ハJR脈東口地区四隅朱
印tq組合

術づくりのルール等 /diづくり協経地区

まちづくりの歩み
昭和46年3月 金沢地先埋立=事J[手

昭和52年Jl 金沢地先埋立地への新交通システ
ムir入打iBについて王Il苦をRl始

昭和56年7月 地元､r薪交連システムの会沢八

女地区へのERnと脈前丙ZR先.=ついてJ群tlf
をdE出

12月 rJ:こCiま21世CフランJにより斬交jI
システムのiP人と圭訳八手地区の地Jt洗点SBl

が決定

昭和57年JL 金沢ハJ}脈東口地区の粥開先の可

ktiについてZrZF
昭和58年4月 斬交igシステムの帯3セクター

rM浜斬dl市交通株式会社1枚立
6月 r沿Jl区iiSE理塁352ZS事業J(土地区iB丑
理法)について疎放省遇il

昭和59年0月 新交通システム r会沢シ-サイ
ドライン)都市ZliZi決定
11月 金沢シーサイドラインf=

12月 r堺市円開発方針｣で金沢八手朋東口地

正tttJd (Ⅶ tt暮すぺ七岨 )にJt __
昭和60年2月 金沢八号駅東口地区Sl竹+井の iN戸神社

喜｢決定(区内即 事蕪と棚 輔 の甜 応 用 盗 畠 由 二
2月-1 重訳ハ事耶東口地区宅1事事について,

地元書見交換会を内地

12月 沸浜市拡iTS計iE書法会で r会沢ハ*脈東

口地区土j也区i整理書手Jを7斉
昭fE)61年5月 丁金沢八書耶中ロ地区土地区再

■Fl■■q-dfTTht又℡

12月 丁会沢八JLJ!東口地区土地giEJZ理7兼J
事六一IiE決定

昭fE)62年5月 r金R八千択崇口地区土地区i

阜理暮gL合.I投立
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KANAZAWA RECLAMAT10N AREA

金沢埋立地区

約66Dへクタ-ルの埋立事業により進められた､金沢地先

の開発も､海の公園や金沢シーサイドラインの開業にJ:

り､ほぼその全容を整えつつあり､八景島とその周辺の

整備を残すのみとなった｡この事蕪の背景には､既成市

街地の住=混在地などにおける工場等や､急激な都市の

膨張による都市横能の低下などの詰問漁があった｡そこ

で､当事業ではそれら企業の移転先を確保し､公害のな

い近代的な=菓団地を建設するとともに､豊かな環境を

備えた住宅地の整備､八景島 ･海の公園など海洋性の市

民利用空間の創出を目的としている｡交通基盤施設の整

備としては､新交通システムの金沢シ-サイドライン(新

杉田駅一金沢八景脈)が平成元年7月に閲菓し､地域住

民や通勤 .通学など利用者の足としての役割を果してい

る｡広域道路網についても､横浜横須賀道路の金沢支線 面gl約660ha

が平成3年春に暫定開業する予定であり､また､国道357 計i5人E]居住壱3万人

雪線及び首都高速湾岸頴の整備も進められ､捉合的な交 金沢シ~サイドライン

適体系の確立が図られつつある｡ 悪霊キFd漂 .h

土地利用計画の内等

土地利用計画の基本的ゾーニングは､埋立地の中央部分

を通る国道357号緑と金沢緑地を挟み､西側に住宅地､東

側に都市再開発用地を配置しているCまた､近年の親水

性の考え方や海洋スボ-ツへの市民要望の高まりを跨ま

え､海洋性レクリエ-ションゾーンや水際線沿いの緑地

の整備を行っている｡

I)都市再開発用地

拝送方式 gI万策内軌条方式

軽営主体 横浜新都市交通横式会社
1日平均乗降官財 的36008人(平成3年3月
時点)
金沢=半田地
面稚 227ha

事♯所敷 約6叩社

海の公E5

両和 l勺227ha(砂浜を除く)

人口砂浜 延長的Ib¶特約2DOrll(干潮時)
哨約60rn(満潮時)

年間利用者数 的130万人(平成2年)

工業団地-･･･都心部の住工混在地における=場等の移転 ハ書も
面印 的24ha
開業 平成5年書予定用地として整備され､操業に当たっては､=場排水の処

理施設を設けたり､無公害エネルギーの使用を兼務づけ

るなど､無公害化を進めている｡

=半の振興--市内中小企業の活動の円滑化と従業員の

福利厚生を目的に金沢産業振興センターを設才している｡

また､近年の先端技術産業等の立地促進のため､金沢ハ

イテクセンタ- (仮称)や､会沢ノてイオバークの建設が

予定されている｡

2)住宅用地

=場等の従業員の帝佳近接を図るためや､市民のための

住宅用地として整備され､公社 ･公Eil等による集合住宅

が建設されている｡また､街づくりの中には郡市デザイ

ンを積極的に取り入れたり､緑地をできるだけ多く確保

し､人と車の分離を図った良好な環境づくりを行ってい

る｡平成2年12月末現在､約29.ODO人が居住している｡

3)海辺のレクリエーションゾーン

海の公園･･･延長的Ikrnの砂浜とそれに続く掠豊かな

広々とした都市公園として整備し､昭和63年に市内で16

年ぶりの海水浴場としてオ-プンした｡現在では､海水

浴､潮干狩などで広く市王引こ押し3=れている｡

ハ*島 ･..･約24へクタ-ルの人工島で､市が主体となっ

て緑地､広場､遜籍等の公共施設を整備し､そのうち約

7ヘクタールについては､民間活力の活用にJ:り水族鼠.EliE357号ハ青島付近のむfqイメージ

飲食､商業施設などの整備を行う｡現在､平成5年春の

開業に向けて準備を進めている｡

会沢地区マリーナ.･-･新たなレクリエーションの要求に

対応したマリンレジャー施設として､幸浦地区にある木

材港の再整備計画を進めている｡
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TUNASHIMASTA.DISTRICT
綱島駅周辺地区

網島は江戸時代から南を流れる鶴見川を利用した水運が

盛んであったが､度々大水害に見舞われた｡

大正時代になると､ラジウム温泉として有名になり､東

急東横線の開通により､東京の奥座敷として賑わったO

また､桃の産地としても有名で､｢日月桃｣というE]E=[]種を

普及させた｡

しかし､乗京､横浜から近い位智にあることから､昭和

3D年代から商業､住宅系などへの土地利用転換が急速に

進行し､従兼の温泉の町から港北区の中心の町へと発展

を続けている｡

地 区の現況

h 二i -‥ :.. - . ~ : _ :- 州
開発方針においても 1号市街地として交通機能の強化と 駅乗降留数 (人/E])

商菓地としての育成を図る目標を掲げているC

現状をみてみると駅の乗降客は1日平均ID万人を越え､

後背に住宅地が広がることからバスの本数もラッシュ時

には1時間で60本以上になっている｡その一方で駅前広

場がなく､パスタ-三ナルも鉄道高架下を利用している

状倍であり､さらに､都市計画道路や周辺アクセス道箱

も未整備であることから､締島交差点を中心に慢性的な

交通渋滞を招いている｡

また､商業的には､顧客の地区外への流出傾向が強く､

S55 56(】 S63

東急iil島 86211986881D5052
バス用バース敷 集中7､時gZ2
パス系統数 16
商店街名称商店数 IR島西口商店会(108)網
島仇栄芸(38) 網島二コ二コ会(51)網島西口
商栄会(10)J月島モール商店芸(69)網島さわ
やか遜り商店会(30) 網島耶ピル商店会(13)
網島東口商店会(50)
大型店舗数 10
街づくりの姐地名 棉島西再開発協は会､月島

今後の周辺地区の開発動向や地下鉄3号緑の延伸による 軍口再開発協折合
街づくりのル-ル育 街づくり協ut地区､街づ
くりも卓､街づくり協定.壁面線指定網島の北西部に広がっている駅勢圏が縮小されるなど､

地区にとって緊急性のある問題を抱えている.さらに､

地区内では西口に大型店や専門店が多く集積するなど､ 価良再開発建築物茸備促進事業

西高東低の傾向力くあり､アンバランスな状配 なってい ≡…;≡ 脚 東地区鵬 開 発湘 物馴
るo 施行者 日本ビルプロヂェクト株式毒社

西 口地区の祷づくり 芸≡芸区芸喜市苦言≡冨買票架け 目882~1

' 'l▲. 叶 ∴ ∴ - i. 喜 ･ _ _
行者中心の街づくりを大きな種に､快適で潤いのある近 延べ床面相 597157nI

代的な商店街づくりを進めてきているo現在まで､店舗 主要用途 店舗･共同住宅

住宅ビルの建設､大型店の誘致､買い物プラザ整備､壁

面線措定等の成果を積み重ねてきたが､今後とも協定に

基づき､ピルの共同化や残されているモール整備などを

含め､さらに衡づくりを推進していく｡

東 口地 区の奇 づくり

東口は西口に触発された形で東口に相応しい｢績づくり｣

として市街地再開発事業を目標に細粒化をし､活動を開

始するようにTJ:った｡本地区は､公共施設整備の立ち遅

れが目立つほか､耶直近の木造建物等の老朽化や大規模

空閑地が多いなど､土地の有効利用や防災上の問腰を抱

えているCその一つ-つが一朝-夕には解決できないほ

ど､さらには関係権利者だけでも解決するには容易では

ない上に､長い時間と根気強い活動が求められる0本地

区の問題点を抜本的に解決するためには､建物整備と駅

前広場や道路などの整備を一体的かつ計画的に行い､都

市機能の更新と土地の建全な高度利用を図ることがどう 東口駅前

しても必要である｡そこで､市北東部の拠点地区にふさ

わしい商業 ･業務地を形成し､網島地区の都市活力の再

生を目指すため､地元調整を図りながら､市街地再開発

事業の早期事業化を推進していく｡

なお､東口においては､国庫補助事業である優良再開発

建築物整備促進事業が平成4年完成を目指し事葉中であ

り､遍路拡幅による交通渋滞績和をEglることとなってい

る｡

GB 芸 oD,,, 整 …9- ロ- O屠 ∫持店-拡 紹 i-

O 巨 1 ′ 調 auo y声p- ､.洞 .u

篭 ㌔ 蕪 中和了岬 E' / o OZa p.... a- 日吉&

｢ 日 ソ ★f tt P.TTB.■用) I-､讐 撃 墜 -而ttiiZr耳のCeS .A



∈⊇ 都市帽 道路 - 満 河川 ･池等 r 半群施設等 壁面は指定

1- 棚 朋 駅前広場 ■ 公田 挿地等 .A モールプロムナード等 ★ 霊完霊芝芸設計制Ll

- 帥 4･g用道路 l『 斜面接地 ⊂ コ 土地区画生理叩 ● 歴史的土- t一物

- 鉄道{JR綿等) ■ 丘陵地 EIlIB歪書芸冨霊芸 事 l 歴史的it遣物

.- ･鉄道(地下扶持) - 公共 ･公益的相投 ≡∃ 特定街区 ･地区51面 @ 市庁舎 ･両施設

._･鉄iB(帽 冶) I 大棚 店捕施設 ⊂ コ 牌 協定書 簡 EB 県排

-●-JTス措繰 fI留所 - 商業沌投等 地下3;

街づくり括gIによる共同ビル(完成Jt-ス)



HIYOSHISTA.DISTRICT/OKUMYAMASTA.DISTRICT/KIKUNA STA. DISTRICT

日吉駅周辺地区
大倉山駅周辺地区
菊名駅周辺地区

日吉駅周辺地区

当地区は､rよこはま21世紀フラン｣において､網島地区

とともに主要な地域拠点として位置付け､中域生活EElの

中核としての機能強化が求められている｡日吉駅は､1

日11万人にも及ぶ乗降客が利用する主要な駅であり､現

在進められている駅舎改良と合わせた人=地盤を設ける

ことにより､駅東西の-体化が図られる.また､駅舎改

良後その上層部への大規模商薬施設の整備が構想されて

おり､当部の/ポテンシャル ･アップが期待される0

-万､都市革盤面では放射状の道路体系が形成されてい

る力＼ 幅員が狭く駅前商業地として､車､自転車､歩行

者が錯綜し混乱を招いている｡

また､当地区には昭和30年代に建てられた建築物が多く､

今後廷智等にともなうミニ開発が予想され､さらに長期

的にlま､港北ニュータウンとEl吉駅付近を高速鉄道4号

緑にJ:り結ぶ欄想もあり､高まる交通拠点性を活かした

護iづくりの検討を進めて行く｡

大倉山駅周辺地区

当地区は､｢よこはま21世紀プラン｣において､地域拠点

として周辺地区からのネットワークの中心となり､区行

政とコミュニティ文化の拠点となるよう位丑付けているC

駅周辺の未整備だった歩行者空間や老築化した店舗が並

んだ雑然としていた荷を､地元商店会が中心となり整備

日吉駅周辺地区
位声 港北区日吉本町.日吉2T日､4TEl
駅乗降留数 (人/日)

S55 560 563

架急日音 1D日Ll55 111762 124332
駅前広場等面相(nT) 西口500

バス用ハース致 西口集約申1､粟口集中3､
除虫2
バス系統抜 7

商店街名称 商店数 日吉商店街(lD2)

大型店SA致 1

街づくりの組Ja名 E]吉地区街づくり位班会

大倉LLJ駅周辺地区
t正i■ 港北区太尾町

駅乗降嘗如 (人/日)

してきた地区である｡ S55 S60 S63

113 ･ ･ ･∴ l 一 m .'. - - -'

大倉山脈から西へ約200mの間の商店街について､大倉LLJ 商店街名称 商店数 大倉山商店3](173)

西口道路改良事業と併せた商店街近代化事業を行い､｢大 大型店舗数 l

倉山エルム通 り｣が完成した｡

当地区には､二俣川から新横浜を経て大倉山万面ならび

に川崎方面へ至る鉄道構想が検討されており､今後の街

づくりの展開としては､既存の文化機能や商薬袋概を高

め､地域拠点としての機能強化を進める｡

菊名駅周辺地区

当地区は三方を山に閉まれ平坦地が少なく､さらに主要

幹線である網島街道と二つの鉄道により地区が分断され､

駅を中心とL,た面的TJ:広がりに欠けるなど地形的な障害

が強い地区である｡

しかし､菊名駅はJR横浜線と東急東横線との結節点で

あり､ 1日15万人に及′5く乗降客が利用するなど､潜在的

な/ポテンシャルを内在しているO

そのため､当地区は ｢よこはま21世紀プラン ･港北区計

画｣において区心地区の一つとして位置づけ､駅を中心

とした商業文化の街づくりを進める｡

大倉LLJエルム通りの特徴
1)アテネ而エルム通りと姉妹纏仇をしている

2)ファサードをプレヘレニズム横式(ギリシア
風)に統-

3)旺物を2m後退させ､唱貝を拡張.歩itiを臣

3(､街娼機や街指灯を配Zi
A)街路17やZB止め等のプア二チ17-もヨーロッ

パ関で初物を使用

5)無屯権化

大倉山西口道路改良事業
iE5用延長 212m
唱貝 中正6nl､歩iEi2mx2

用地買収面柵 585rTI

=桐 昭和62年8月～昭和63年11月

歩道 天然御影石

街路偵】かつら

ツリーサ-クJL'天然御影石
dZ止め 沸鉄製

その他 植栽.87品灯

会艮店舗統一旺哲 (ギリシャ風)

大倉Lul己念絹
za烹CEEは市の菅哩下にあり､山手にあるイギリ

ス現の姉妹絹として全市的な鬼没として位苛付

けられており､現在ボランティア協会が管理を

行っている｡

菊名耶周辺地区
位■ 港北区菊名d.6.7丁目.襟原北l,
2丁且.銅が丘
脈乗降苫歎 (人/日)

S55 S60 563

JR菊名 106244 70262 BDd86

東急菊名 73184 BIB27 90501

/Yス用バ-ス致 集中1

バス系統抜 目
商店街名称 商店数 菊名地区商宋会(94)

菊名西口両店3](dヨ)

大型店舗鞍 2

街づくりの姐Jt名 菊名AR周辺をよくする会
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NAKAYAMASTA.DISTRICT/KAMOISTA.DISTRICT

中山駅周辺地区
鴨居駅周辺地区

中山駅周辺地区

中山駅は､明岩41年に開通した横浜線のfI車駅であり､

沿線は森林や田畑等塾かなEZ]固地帯を形成していた｡昭

和47年に区稔合庁舎が地区内に新設され､接区の中心地

として重臣か築かれた｡

本地区は､rよこはま21世記プランJにおいては地域拠点

として､r都市再開発方針Jでは 1号市街地としてさだ

め､区心にふさわしい整備を進めている｡また､古くか

ら発展してきた駅南部地区と､新しい脈北部地区を含め

た耶周辺全体の新たな発展が期待できる地区でもある.

駅北部地区においては､土地区画盤理事薬地内で区スポ

-ツセンタ-や集合住宅が建設され､大型店が建設中で 中山駅周辺地区

あ｡新しい商集地つく｡がスタートしている｡しかし脈 蓋: 芸E,;aum 利 札 台柵
南口地区は､区役所を控えた表玄関でありながら駅前広 糊 耗書魚 (,UEl)
堰.道路が狭尾であり､その後能を充分に発揮しておら S55 56D SEB

す､店乱 住宅等が密集しており防災等居住環境上も間 JR中山 31020302t2 46･878
VZ荊広屯等面a(rrl) 北口1m 雨□1200
JTス用Jt-ス歎 北EjJET5.J8事2.向口Jt

居が多い地区である｡今後はこれらの市街地環境を勘案

Lt欠けている都市基盤施設の整備を因るとともに･商 pT3
集.秦務､文化等都市81能の集積を図り､生活拠点とし

ての快適かつ安全な街づくりを進めて行く｡

l)北部地区繋備方針

土地区画整理事業が完了しており､生活関連施設の整備

等により利便性の向上を図り､周辺と整合のとれた良好

な市街地形成を図る｡

2)南部地区整備方針

駅前広等整備とあわせて区役所や都築公乱 四季の森公 か高言表 ~~~ ~~~
由の玄取口として､また､鉄道J(スなど交通の拠点とし ●唱和58年3月 地元■iであった凍上爪音完

て､これにふさわしい駅周辺整備が朔 となっており､

Jtス某Ji払 北口10河口22
FF店街名称両店赦 中山商店街(162)Nt折集
会(帥)f抵商架会川)
大型店舗数 d
衝づくりのル-ル書 /diづくり協は地区

脈周辺を取り巻く主な動き
+47年12月 #l合施行によるyut.+の約15ha
の土地区ji旦理事井がJ手され､以鼓10年余り

地元の万々の協力を得ながら敷地の共同化や再掲発の可 ●雪空ニー空軍聖で空き甲モ空虚
●t中和朗年11月札束特をれbfして脈i5北を自由
に往兼できる歩行者チッキ先成
L昭和63年1月中LLJ研北土地区igE理抱合群Kt

中LIJ駅北土地区両立理事井
指行者 中山耶北土地区画Ja理縫合
施行那珂 昭和47年庶一昭和6D年度
施行面斗 15Aha
だ■♯R 的48地円

dl判舌鼓 133人

J8合Z2立Jf可 電柵 7年12月25日
払地処分 昭和58年5月1JEI
JnF人口 t550人
Jt歩事 平均.氾67%

+居P烏辺地区
位T JI区1居FJ.白LJJ町.tLg1TE)
面I1 15ha
脈乗降等致 (人/日)

S55 S60 S63

JRll居 3B.514 52.24259DAD
耶前広qB等面gL(rTl)23(刀
バス用/(-ス歎 *J12,乗降1､陣中1
/(ス系摂政 E)
何店35名称 汚店致 ■点丙乗合い20)
大型店al敷 1
葡つくりのルール書 簡つくり払i■亀区

能性の検討を進め､良好な都市環境の創出を目指してい

く｡

鳴居駅周辺地区

本地区は､かつてはほとんど集落もないEEl醜地帯であっ

た｡しかし駅開業 (昭和37年)後､市域全体での人口急

増にともない台地丘陵部では公共や民間の住宅Eil地の達

成が活発化し次々と市iEF地が広がり､また快見川をはさ

んだ北軌の借地郡においては大規模なエ蕪Eil地の造成が

進み､現在ではt一見川沿いの内陸型工業地域を形成する

に至っている｡住宅団地等の居住者や通勤通学者の刃FE

的TJ.増加に伴い.本地区は大型t販店や飲食店が多数立

地する商業集gt地になり､周辺居住者の買い物や文化､

娯楽等の拠点として発展してきている｡

街づくりの進め方

本地区は戦後の高度成長期に急速に発展してきた地区で

あるが､その地区の正夢性は持栗にもかつてますます高

まりつつある｡また.本市捻合計画である ｢よこはま21

世紀プラン｣においても､損区の ｢垂簾拠点｣及び r匡】

襟交流拠点｣と位暮付け､白山ハイテク ･バ-ク等のハ

イテク産業ソーンの形成と､E8見川の川と緑を生かした

商工業の拠点形成をE]指している｡

このため.今後は､地区の玄関口であるqt居駅の駅舎改

良､南北自由遇抱の廷臣を行うとともに､輔見川によっ

て分断されている地域の利便性を向上させるため､宇書居

下飯田線等の道指の整備を促進していく｡また､自然の

ふれあいの場としこ 操の連なる丘の魅力と鶴見川流域

のEB爾環境を生かした r水と緑のプロムナード｣事集を

行い､白山プロムナード等､魅力ある道路づくりを進め

ていく｡
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TOKAICHIBASTA.DISTRICT
十日市場駅周辺地区

十日市場地区は本市の北西､緑区のほほ中央部にあり､

JR横浜線で横浜駅から約25分､横浜都心より12kTTlに位

置している｡本地区周辺では､十日市場団地､霜が丘団

地､若葉台団地が造成された他､乗急田園都市線沿線に

おいても宅地開発が急速に進行している｡このような状

況の中で､地域住民の利便に供するとともに宅地の利用

増進を図るため､中LLJ､長津田両駅の中間に新駅を設置

し､駅前広場を含む公共施設を整備することを目的に､

駅周辺の約66haについて市長施行の土地区画整理串業と

して､昭和46年に慈手L/平成元年に完了したbこれによ

って衛としての郡市基盤の整備が完了し､地域拠点にふ

さわしい商業､住宅､業琵施設等の整備が進みつつある｡

整備の基本方針

位耳 繰区十Ej市場EJ
面概 657ha
駅無間苫芸文

住宅開発を主とした商業､業務的サービス枚能を備えた 持線名 S55 560 S63

地域拠点をめざすO

土地利用計画

駅前地区は近隣商業を主とした商業核とし､歩行者専用

道托等により安全で楽しく畏い物ができるシヨツピンク

センタ-を配置した｡その周辺は近隣公園や児琵公園を

確保し､安全で快適な住宅地をめざした｡

公共公益施設の整備

l)十日市場駅の設置 昭和54年 L1月開業

2)駅前広場の整備 ････南口 5300rTl 北 口 3.20OrTlr
合言十8500rT1

3)道指整備 ･ 都市計画遠路LLJ下長津田繰 (幅員25m

延長1531m) l男状4号線 (幅員25m 延長1.144m)

等斐備

4)公園整備 ･･1 8ヶ所 合計20.432n1

5)その他 ･･小学校用地 (約3200rTl)他､上下水道､ガ

ス等

十 日市 場 住宅 団地

十日Ffj唱 149322595633986
脈前広場等面楢(rrl7852t(南北針)

Jtス用バース虹 南口染田6､障313
パス系統数 7

商店街名称 商店数 十日而鳩大池り商店街
(5B) 十日市場中央商店街(16) 十E]市場商店

連合会(1g)

大型店純ざ史 2

a)づくりの組】丘名 十E]市唱地区市謹i化促進協
11≠

十日市場地区土地区画整理事業の概要
古邑行者 横浜市長

施行期間 昭和46年度一一平成元年原

籍行面紙 657ha(第-=区557ha窮==
区1DOha)
捻耶薬P( 約14218円
権利番数 552人 (郁雄開始時)
郡市王十画決定 昭IM4年4月IB日

tF策吉†画決定 昭和46年5戸引5日
換地処分 第-=区 昭和61年9月13日

酔=工区 平成元年1月14日

計画人口 約66【IO人
沌歩等 平均292%

､一 一 L l･ ,∴ 二十 r";∴ t ､

地区画聖理事業区域 (約86ha)に接し､南西側には霧が

丘団地 (約113ha)､若葉台団地 (約B9ha)が連続してい

るbまた団地南側には緑の 7大拠点の lつである三保 ･

節,%の大規模緑地に接している｡

十日市場住宅Ej]地の現況 と課題

当Eil地は､昭和34年から39年にかけて建設された市内で

寮大規模 (面積約366ha 管理戸数2175戸)の市営住宅

団地であり､建設後約30年を経過しているため､建物の

壱朽化が著しく､最低居住水準未満の住宅が大半であるO

また､居住者の実態としては､高齢化が著しく､年齢構

成のアンバランスが地域社会形成のうえで問題となって

きている｡E3]地をとりまく周辺の街づくりが進んできて

いる中で､廷管による当団地の住宅機能の更新､団地全

体の,%性化が課題となっている.

市営十日市場住宅団地の街づくり構想

建菌に当たっては､住宅の居住水準の適正化を図るとと

もに､広く ｢街づくり｣という領点から､地域基盤施設

の整備､高齢者等社会的弱者への対応､活力ある地域社

会の形成等の課鰻を踏まえ､以下の ｢往iの将来像｣を設

定する｡

1)高齢者､身体障害者等も含めた多様な階層の人々が住

む､活力があり容らし易い衛

2)周辺地域と調和し､地域に聞かれたコミュ二テ Tを持

った街

3)地域に必要な都市機能を備えた高水準の緑豊かな衛

計画人口､五十画住戸敷
居住人口 約10DDD人
位戸数 3350戸
供給主体 横浜市､その他公yt
串秦期間

平成3年度から約1D年間(予定)

...言....云
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NAGATSUTASTA.【‖STRICT
長津田駅周辺地区

長津EElは､近世､東海道の裏街道としての性格ももつ大

山'jii道の宿場町として栄えた｡その後､明治41年には生

糸運搬のため､横浜線が横浜-八王子間に開通し､これ

と同時に長津EEl鳥Rも開業L,たbこの立地から後に､長津

田に ｢まゆ｣の取引所､処理所 (乾燥､貯蔵)がつくら

れ､賑わうこととなったO戦時には､奈良地区の現 ｢こ

どもの国J所在地に軍の火薬弾丸倉庫がおかれた関係で､

駅北口周辺にも軍需=場がつくられた｡

戦後に入り､昭和40年前後に国道246号線､東名高速道

托､東急EE]園都市緑等が開通し､駅周辺には､市営､県

営､県住宅供給公社の住宅Eil地をはじめとして宅地開発

が進んだ｡

地区の現状

長津田駅周辺地区は､JR横浜線 ･東急田衝郡市線等の

鉄道結節点としての機能を有し､東京 .横浜中心部への

通勤通学者の交通拠点としての役割を担っている｡その

面紙(ha)北側50､南口IIa

耶無間苔む (人/日)

S55 S60 S63
JR長津田 513006641D 04844
架急艮才EEl5B84972773ヨ1959
駅前広場等面相(rTi) 南口1600､北口

ため､｢よこはま21世紀プラン｣においては､本市北西部 卸

の主重な地域拠点に位雀付けている｡ ハス用/トース教 雨□乗改 l､暗中1

近年､後背地は､奈良､上恩EEl､長津EEl等の土地区画整 バス系統数 7

大及び交通網整備の読点から､その玄関口としての駅前 街づくりの細抱名

整備が急芳となっている｡

長津田駅北側地区

駅北側地区は､駅前広場､幹線道路等の都市基盤施設が

なく､駅近傍から老朽化した市営長津田住宅を含む低層

木造住宅地や大規模未利用地が広がっている｡

本地区は､大きく5つのソ-ン､すなわち ｢住環矧呆全

地区J｢住環境改善地区｣｢宋通り沿道商店街活性化地区｣

r長尺前拠点整備地区｣r市営住宅煙管事業地区｣に分けら

れ､それぞれのソーンの性格に応じた街づくりの展開を

図る｡特に､r駅前拠点整備地区｣においては､平成元年

7月に都市計画決定された都市計画道托長津田駅北口繰､

北口駅前広場を包含し､早期衛づくりが求められているC

本地区の整備は､市営長津田住宅のは管を契矧 こ､道路･

駅前広場等の都市基盤施設の抜本的な整備を行うととも

に､駅前拠点整備地区を中心に､土地の合理的かつ健全

な高度利用を囲り､主要な地域拠点としてふさわしいiii

づくりを進めるものである｡また､その整備手法は､｢都

市居住更新事業｣を適用して道路等の公共施設の整備を

図るほか､再開発事業等の突放･にct:り､郡市棟能の更新

を職権的に図っていく｡

長津田駅南口地区

近年､後背地の長津田特定土地区画曳I里事業をはじめ数

多くの宅地開発が進み､またこれらの開発地と駅を結'5;

都市計画道路罪が丘長津EEl緑が串茶化される中で､これ

らに対応した駅前整備が早急に必要となっているb今後

の街づくりにあたっては､

り駅前に延びてくる都市計画道路霧が丘長津田線の受け

皿となる駅前広場､街路､駅舎等の郡市基盤整備

2)駅前にふさわしい両案､其務､文化等の都市機能の強

化による地域の活性化が課題としてあげられるb

現在､本地区では､これらの課題解決のため､住宅 ･都

市聖廟公Eilによる市街地再開発琴集を検討しており､地

元I酎IJ者と協議を行っている｡

LIl三て

街づくりのル-ル等 街づくり協は地区
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TAMA-PLAZASTA.DISTRICT/AZAMINO STA.DISTRICT/AOBADAISTA.DISTRICT

たまフラー ザ駅周辺地区
あざみ野駅周辺地区
青葉台駅周辺地区

東急田園都市線沿線は､地形的には多摩丘陵の-角に位

置し､なだらかな傾斜の丘陵地が多く､かつてはその斜

面や台地などには比較的豊かな緑が残り､のどかなEEl園

風泉を望むことができた｡しかし､ここ数十年末の急激

な開発により本来の地形は大きく変現し､整然とした住

宅地が形成されてきた｡

沿線の開発は､昭和28年に五島慶太によりまとめられた

｢城西南開発趣意書｣に端を発し､昭和39年の国道246号
線､昭和41年の東急EEl園郡市緑の開通など主要交通網の

整備､高度経済成長の波に乗って､また首都圏の稚要な

位置を占める地理的条件から､大規模な宅地造成 ･土地

区画整理事業が相次いで行われてきた｡

現在､田園都市線開通から20余年たち､沿線が街として

制度を活用し､住民参加と地域の特性を生かした街づく

りを進め､あざみ野駅周辺地区と-対に､北部中城生活

圏の主要な地域拠点の形成をEglるO

あざみ野駅周辺地区

あざみ野は旧LLJ内村の中心であったO駅の東側には百年

の伝統を持つLu内小学校､滞神社を中心とした昔の集落

たまフラーザ駅周辺地区
位正 漁区契しか丘1 2丁白､新石川2.

徐々に成熟化し､それぞれの特色をもった徳になりつつ テ盲
ある｡当該地区は､交通体系上から東京方面への指向性 駅乗降客数 (人/日)

が強い地域ではあるが､今後は､北部中域生活圏の拠点 S55 560 563

.. / : ∴ √ ∴ ∵ ● _. .

の展開が必要にTJ:ってきているO /てス系統激 6

たまフラーザ駅周辺地区 ≡害芳名芸ま写讐 ザ喜霊宝訂 サ≡空軍警

当地区の北側は早くから土地区画整理事葬による街並が 芸書芸≡芸芸',44'
形成され､住宅地の開発に当たっては､歩行者と華を分

離する ｢ラドパーンシステム｣が導入されたり､駅と広 あざみ野駅周辺地区

場とショッピングセンターが一体的にデザインされるな 芸芸特≡芸雫三/hRTl･2丁目､新石川1'日
ど､多摩田園都市の中では先進的な街づくりが進んでい S55 S60 S63

る0-万､駅南側は､昭和62年にCATVスタジオが閲 緊急赤さみ野 19176 32732 36797

設はまれたものの未利用地が点在し､駅前として有効利 駅前広場等fE)相(ni)23DD

用されていないo今乱 民間開発の誘鮒 地区計画等の ;:…芸芸表ス警 約 5

商店/di名称 商店数 あざみ野両店会(90)
ごみ野無口商店会(JO)
大型店舗牡 2

青葉台駅周辺地区
位苛 漁区青葉台1,2丁菖
脈乗降客敗 (人/日)

555 S6【】 S63

器 . .U. .. ∴ ∴ - :･R二･ ｢ ._､∴

形成され､大学､劇団などの教育､文化施設の集積が進 JTス系統歎 20

んでいる.平成5年に予定されている高速話道3号緑の 商店3]名称 商店数 書蕪台適合商店街(135)

一 書･､ .･･' ･･ t. . T∴ ･ ､

がクローズアップされてきているC今後､高速鉄道3号

線の建設にあわせた駅前の整備やEg]乎館､地区センター

や劇団四季の芸術センター等､既施設をいかした個性と

活気にあふれた商業 ･文化の拠点としての整備を進める｡

青葉台駅周辺地区

本格的な多摩田園都市の閲矧 ま､昭和30年代の後半に青

葉台駅周辺から始まり､30年近く続いた大規模開発もピ

ークを過ぎ､都市としての成熟期を迎えようとしている｡

当地区の後背人口や駅利用者の増加に対応し､土地区画

整理寧蕪で整備された駅前広場を約6.6DOrrHこ拡充すると

ともに､駅舎改良､大規模商業施設さらには文化活動の

新たな拠点としての区民文化センターの建設等が計画さ

れており､北部中域生活EElの拠点としての交通ターミナ

ル機能の強化､商業 ･文化施設の集積が図られつつある｡
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HIGASHITOTSUKASTA.DISTRICT
東戸塚駅周辺地区

横浜市では､rよこはま21世紀フランJで市域のバランス

ある発展を目指して都心 ･副都心 ･地域拠点の整備を進

めている｡その中で､東戸塚駅周辺地区は､西部中城生

活EElにおける主要な地域拠点に位宥付け､昭和40年代J:

り始められた駅東西の土地区画整理事業による基盤施設

の整備､昭和55年の東戸塚駅開設に続き､地域拠点にふ

さわしい街並みにするため､業務 ･商業 ･住宅 .文化等

の多機首巨施設の集積､民間開発の適切な誘導によるオー

プンスペースの確保など地元組抵 (東戸塚駅周辺街づく

り開発委員会)と協調しつつ安全で快適な衛づくりを計

画的に進めている.

東側地区
面硯 693ha

東戸塚駅東側は､昭和57年に完成した面積約6Dhaの棄戸 脈乗障害芸文(人/El)

塚品i*中央地区土地区画整理串葬区域内で､駅から直結 555 560 S63

した屋上歩廊 (スカイモール)を中心に商業 .薬務 ･文 JR粟戸塚 153465159266706
AR前広場等面II(ni)西口6700､g!口8508
J(ス用ハース歎 西口乗瞭qi2 無口集中3､化 .コミュニティ-施設及び超高層住宅などで構成され

る中央街区と周辺街区を次のような方針のもと開発指導 陣gi3

を行っている｡ ハス系統数 西口5､無口15
大型店舗数 2

開発指導方針 葡づくりのは椎名 gZ戸塚駅周辺i)づくり開発
委貝毒

l)中央街区については､当地区の総合的な筏づくりを遁 辞iづくりのルール等 柏づくり脇･JI地区､地区

める上で極めて枢要な街区であり､安全で快適な郡市 !十画

空間を形成するため､街区をfS適する屋上歩廊､地上

部分の有効空地､建築物の形態等を ｢特定街区｣の決

定により郡市計画的にコントロールする｡

2)中央街区をとりま(住宅を主体とする街区群について

は､緑地､広場､歩行者空間等のオープンスペースを

十分確保させ良好な都市環境の整備を図りながら､高､

中､低層の住宅群を適切に配置する｡

3)個々の建築活動については､全体として調和のとれた

衝とするため､共同開発を促進すると共に､地元組位

と協調しつつ快適な都市空間を創出するよう壁面後退

等の指導をする｡

西側地区

東戸塚駅西側は､昭和63年に完成した面積約10haの東戸

塚西地区土地区画整理事業区域を中心に次のような街づ

くりの目標､土地利用等の方針を定めた ｢地区計画｣の

決定により郡市言十由的に街づくりを進めている｡

祐づくりの目標

り地域拠点駅前にふさわしい賑わいを図るため業務､両

案､文化施設の集積を図る0

2)土地区画整理事業による都市基盤整備の効果を維持､

増進する.

3)個性的で魅力的な街並の形成を図る｡

土地利用等の方針

1)A地区 (駅前広場に面する地区)については､駅前の

娠わいと出会いを演出するため､住居を規制し､店gal､

ホテル､カルチャーセンター等の立地を図る｡

2)8地区 (周辺商業地区)については､地域拠点にふさ

わしい業務市街地の形成を図るため業務､サ-ビス､

研究開発施設等の立地を図る｡また､住居については､

立体的用途及び住居用容積規制を設ける｡

3)C地区 (住居地区)については､全体として調和のと

れた筏iとするため鍔の高い住宅､研修施設等の立地を

図る｡

また､西側地区の後背には､土地区画整理事矧 こより基

盤整備を行い､先端技術産業関連の研究随発Eil地の建設

も進められている｡

東戸塚｡Dn兼中央土地区画生理事業
(組合施行)
施行は]間 昭和45年足一昭和57年度
施行両横 592ha
乗戸塚西土地区画賢理事業(組合康行)
施行期Ⅷ 昭和53年度一昭和63年度
施行面積 99ha

硬戸塚絹定街区 並木穎ショッピングセンター
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MA10KASTA.DISTRICT
舞岡駅周辺地区

舞岡駅周辺地区は､JR東海道線､国道 1号緑に近く､

戸塚駅の東方約15kmに位置している｡昭和63年 3月に

は､市営高速主夫適1号緑舞岡新が本地区の南側に開設さ

れ､市ai化の波が押し寄せている地域である｡

舞岡駅の周辺は､市街化調整区域であり､多摩丘陵南部

の小起伏丘陵地に属しており､適担する丘陵地と河川沿

いの低地とに分けられるo

また､市内ではヲ薫り少ない良好な自然環境が残された地

ま或であり､優良な農等地が多く存在し､地元農家の営染意

欲も高い｡

このような地域特性を践まえて､当地域では､横浜市総

合喜十画 rJLこはま21世紀プラン｣の中で緑の7大拠点の

一つに位置づけており､あわせて･良好な田園空間を利 芸冨 ≡慧 耶 町

用し､農業生産基盤を整備するとともに､市民が演業と 駅平時等数 (人/日)
ふれあう場をつくる ｢舞岡ふるさと村｣に指定している｡

また､戸塚区区別計画において､舞岡地域を自然と調和 地下im 岡
した先端技術の研究開発機能の架構を図る地域として位 パス系統芸文

置づけ､横浜市立大学の充実の一環として当地区に木原

生均学研究所の整備が予定されており､生命科学研究の

拠点に′5､さわしい施設の整備をする｡

このような上位計画を踏まえ､舞岡駅の北側約24hElにつ

いて優良な自然環境を保全しつつ､研究所の立地を図る

r舞岡リサーチパーク｣整備事業が進められている｡

当部業は､横浜権済の活性化並びに地域の発展と自然環

境の適正な保全と活用を図るため､緑地の保全を前提に

自然環矧こ恵まれた先端技術産業研究所用地の造成を行

い､さらに既存の点在農地を集約化して､珠美基盤の整

備を行うことを目的として進められているO

その中で､平成2年9月に第1期分約9haの土地区画整

理事業の誼可を取得し､現在造成=glが進められている｡

将来は､研究所整備の他､駅前地区について都市基盤施

設整備と駅前としての利便施設の立地を進め､都市と農

業の共存した地区整備を進ぜ)ていく予定である｡

舞岡リサーチパーク土地区画整理事業第 1期概要

1)第1期申菜

事業主体 横浜市土地開発公社及び地元権利者

事業手法 土地区画整理卒業 (共同施行)

施行区域 約86,gOOrTi
施行期間 平成2年9月～平成6年3月(予定)

申茶托 約25億円

S55 S68 S63

- 32864208
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HONGODAISTA.DISTRICT/KONANDAISTA.DISTRICT

本郷台駅周辺地区
港南台駅周辺地区

本郷台駅周辺地区

当地区周辺は昭和14年､鎌倉郡から横浜市に編入されて

戸塚区の-郡となり､昭和24年には桂町に本郷出張所が

設置された｡戦争中､地区一帯は､旧E]本海軍の燃料鹿

として使用されていたが､終戦後の昭和27年に､大船P
X (大船倉庫地区約267ha)としてアメリカ軍に接収さ

れたO昭和42年に接収が解除され､全面返還された後に､

道路や公園等の施設が整備され､現在のような街の骨格

が形づくられた｡昭和48年には､JR根岸線の延伸によ

り本郷台駅が開設され､これと前後して種々の学校や公

営住宅などの建設が進み､地域の核として急速に整備が

なされた｡また､昭和40年代から50年代前半にかけては､

周辺の丘陵地において､大槻描き住宅開発が相次いで進め

られたため居住人口も急増し､住宅郡市としての性格を

強めていった｡

地区の現況

昭和61年11月､行政区の再笛成が実施され､栄区が誕生

した｡当地区は､その拠点地区のひとつとして位置づけ

ており､また区役所を中心とした行政 ･文化のセンター

地区としての大きな役割を担っている｡現在､同区の街

づくりの目標であるr緑豊かな生活文化都市｣の創造のた

め､各種の公共公益施設の建設や油川プロムナードをは

じめとする環境整備などを急ピッチで進めているb

栄区の街づくりの目標

繰豊かな生活文化都市の創造

1)活力あふれる安全で快適な衡

2)水と緑の中で健康を育むさわやかな街

3)歴史の中で新しい生活文化を創造する護i

4)地域連帯と碍祉を育む触れあいの街

港南台駅周辺地区

当地区は､横浜駅の南々西約12bll､根岸湾臨海=幕地帯

西端から約 3kJllの位3Fにあり､東西約27knl､南北約25

krnの区域である｡地区東側には､同じく公団が土地区画

整理事業を行った洋光台地区がある｡また､地区南側に

は ｢市民の森｣が 6ヶ所あり､憩いの場として親しまれ

ているC

街づくりの経緯

港南台地区は､京浜地区における住宅及び宅地の不足を

補うために土地区画整理事業により道路､公地､上下水

道等の生活のための施設が整った良好な居住環境を有す

る住宅市街地づくりをB指して開発が行われた｡

街づくりの概要

都市計画道路として､環状3号緑のほか4号線､その他､

住区幹棉道路と区画ai路を地形に1頃応させ適宜配置し､

また､歩行者専用道路を設け､歩行者の安全を守るよう

車己属した｡

公園は近碗公園4ヶ所､児泰公園12ヶ所を設け､緑地は

地区の東部及び南部に自然の地形､樹木を活かして計画

した｡

商業施設用地として駅前に36.5〔)Ordを設定し､大規模店

舗 ･iE!行等が開設されている｡

行政 ･厚生施設用地には郵便局､消防署､保育所が開設

され､大規模病院も建設された｡教育施設も小学校､中

学校､高校それぞれ必要十分な用地を確保した｡

供給処理施設は､上水道､公共下水道､電気及びガスが

完備されているC港南清掃=場も設置され､地区内外の

コ三処理と共に､余熱を老人福祉tzンタ-やフールに利

用している｡

本郷台駅周辺地区
位7 栄区小菅ヶ谷町 中野郎､推BJ
ue乗降客払 (人/日)

555 S6ロ S63

JR本埼台 296223513日37.8柑

脈前広場背面柵(nl) 6.45D
パス閑J(-ス教 乗中2､時血1

Jlス系統敗 6
商店街名称 商店教 本環台耶酌ア-ケ-ド商
店街(12) 本堺台駅前商店街(18) 本妬台長島
マンション商店街(10)
大型店耗軌 1

港南台駅周辺地区
位Z 港内区港南台3--5丁目
朋乗瞭客数 (人/Ej)

555 560 563

JR港南台 4155659966 699dD

脈前広場等面執(rTl)800D
バス用/(-ス数 無申7､筒中2
JTス系統芸文 日
商店街名称 商店妻女 港南台商店会(10白)
大型店SA敷 2

土地区画整理事業の概要
事業名輪 状浜国際港群iE投書英 港南台土地
区画整理事業
施行者 住宅 都市盤稚公Eg
施行面和 的299ha

計画人口 4700D人(157人/ha)
事弗期間 昭和44年度から昭和56年度
事業井 が】370旭円
所在 横浜雨着同区葱南台一丁日一九丁目及び
港同区E]野町.政子区洋光台五丁自 乗区上枯

▼～tl



宅== 都市]十両iES掲

J- 幹姓遜措 AR前広場

J- 日払g!専用道持

- 鉄道(JRJi等)

,- ■鋲iEl(地下鉄披)

I-d鋲iEl(計画線)

ー バス用繰 停留所

■ l 海 河川 池等

- 公ag は地等

- 斜面抜地

- 丘鮭地

Il■ 公共 公益的BW
- 大規模店捕晦奴

- 筒井掩位等

- 事務施設等

JL モール･プロムナード等

⊂ コ 土地区3JSは 耶

Ti二 ;芸…芸買;:`

≡∃ 特定嶺区 地区計画

⊂ コ 建築協定等

地下/di

虹制

物

針

状

醍

Z
i

_

竹

男

定

洗
物

木

造

市

投

宿

珊
築

土

建

慮

搬

地
漣

的

的

会
]

県

面

萄
用

史

史

庁

･

壁

市
毒

歴

歴

而

国

★

●

■

㊥

Ei
]

137

土地利用計画図(湾南台土地区東亜理事JF)



OFUNASTA.NORTHDISTRICT
大船駅北地区

古くから人口の少ない田舎の村であった大船村も､明治

21年の大舟岩駅間葉､翌22年の横須田線閑適とともに徐々

にその姿を変えていった｡

東海道線と軍港横須賀に至る横須賀線との分岐点である

大船駅は開業以栗､年を追うことにその軍事的重要性を

増し､駅の北部周辺にも昭和ILl年に芝浦製作所大船=場､

昭和IB年に東洋高圧工業 (現三井東圧化学)大船工菓所

などの軍需=場が建設されたC

一方､大船駅のターミナル性は市民生活のうえでも様々

な役割を果たすようになり､駅周辺は逗子､葉山などの

別荘地や古都鎌倉への玄関口として栄えた｡

戦後になると昭和45年の湘南モノレール開幕､昭和48年

の国鉄頼岸緑の乗｡入れと大棚 の交通の要配 しての 芸: 完慧 附

枚能がますます高まる~万､駅周辺では仲通り商店徳と 駅乗降客払(人/日)

ともに庶民的な商業の筒としての賑わいを見せるように

なった｡

地区の現況

横浜市の南西端に位置する大船駅北地区は､JR大船駅

を中心として､路線型店舗､大規模=場及びこれを取り

巻く住宅が商 .住 ･=混在地区を形成している｡

戦後､庶民的商業の'aiとして栄えた大船も昭和40年代以

降､藤沢､港南台､戸塚等に大規模商業施設が周辺に立

地するにつれ､郡市横能の相対的低下が顕著となり､建

物の老朽化や道路等の都市基盤整備の遅れもこれに拍車

をかけているC

これに対処すべく鎌倉市では r大船駅東口地区第-種市

/di地再開発事業｣の=串か進められており､平成4年春

には商業ピルと駅前広場が完成する予定である｡このよ

うな状況の中で､昭和61年に誕生した栄区では大船那北

地区を本郷台駅周辺地区と並ぶ区の二大拠点の一つとし

て位置つけ､商革 ･築務機能及び都市基盤の整備に力を

入れている｡また､横浜市全体としてもこの地域は南西

部の玄関口にあたり､これにふさわしい ､､快適で魅力的

な街づくり〟が求められている｡

地区の整備課題

大船駅は横浜 .鎌倉両市の行政界の上に存する県内でも

有数の夕一三ナル駅で､駅周辺の街もまた両市にまたが

って形成されている｡したがって本市としても鎌倉市と

の達排をとりつつ､次のような具体的課題を整理しなが

ら地区全体の再整備を進めていく｡

l)都市基盤施設の充実 (交通結節点機能の整備)

●地区内幹線道路桐の整備

●大船駅北口の開設

●駅前機能の充実 (駅前広場､バスターミナル､駐車 ･

駐輪場､他)

+ドリームモノレールの運行再開

●細街路､生活道路の整備

2)都市撫能の充実 (生活拠点機能の宅億､業務機能の導

入)

●商業 ･業群 ･都市型住宅等の擁能の複合化による新し

い魅力ある生活中心核の形成

●現バスターミナル周辺の商業地の再開発にJ:る樺能更

新､土地の高度利用

●大規模=場の再整備

3)快適な都市環境の形成

4公的市民利用施設の整備

●歩行者空間整備(歩行者ネットワーク､プロムナード)

S55 S60 563

JR大船 15D502 153.379 JEW156

バス用バ-ス敷 禁中J､陸中1
バス系統敷 18
大型店舗数 1
葡づくりの担JC名 大舶駅北地区周辺開先推
協は会､大船uut.地区市街地再開発革絹摺合
a-づくりのル-ル等 街づくり協は地区
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lZUMIDENENBUNKA TOWN/TATEBA DISTRICT

いずみ田園文化都市構想
立場地区

崇区は昭和61年11月､行政区再編成により誕生したO平

成 2年春には相鉾いずみ野線のいずみ中央駅が開業し､

平成 3年書には公会堂が完成するなど､区役所周辺地区

は区の中心地区としての機能強化が進みつつある｡また､

区の北部は相鉄いずみ野緑沿緑の計画的な開発により良

好な住宅地が形成されてきている.

一方､昭和35年頃からの横浜伊勢原緑に沿ったスプロ-

ル的な開発や40年代からの団地の建設による急激な宅地

化の進展は､都市基盤施設の立ち遅れや､区の中心性や

一体性に欠けた状況をもたらした｡横浜市ではこのct:ラ

TJ:状況を打開するため､区役所周辺から立場までの地区

を区の中心ソーンとして位顎付け､拠点の形成を進める

とともに､都市計画道路の整備や市民利用施設の整備等

を進め環境改各に努めているOまた､泉区を含んだ戸塚

以西の交通状況を抜本的に改善するため､地下鉄 1号線

の戸塚から湘南台までの延伸を計画している｡さらに､

相鉄いずみ野線のいずみ中央から湘南台までの延伸も相

模鉄道㈱により計画されているoこれらの鉄道整備は今

後の市待i地の形成に大きfJ:景≡饗を与えるため､鉄道整備

にあわせた沿線地区の計画的な開発の推進が課題とTJ:っ

ている｡

いずみ田園文化都市構想

いずみEEE51文化都市
位昔 ;TA区利】窮町､上板田町､下甑田町

面横 約280ha

駅粂持電芸文(人/日)
相鉄いずみ中宍 12000人(H2)
駅前広場等面領(rTl) 19D□(いずみ中央)
I(ス用ハース主文集中2.降中日いずみ中央)

ハス系統芸文 3(いずみ中央)

商店街名称 和崇商店会

いずみEZl国文化都市構想の経緯
く区民のJ=#さんからのはたら壬かけ)

昭羽】60年4日
杭区iliづくり推進協犠会践成

崇区の西方地域である和泉町､上飯田町､下飯田町 こま 会長 富士見が丘ig一合自治会会長

たかる地域は･現在は3分の 2が鮒 を中心とした市街 垂貝 芸喜言霊霊芸､各地区臥 慨 など各
化調整区域であるが､市営地下鉄 1号緑や相鉄いずみ野 一読区往iづくり脚 の韓定一
線の延伸､そして環状 4号線等の都市計画遍路の整備に

より､今後交通拠点性や利便性が飛BaE的に向上すること 昭和6ほ 6月

が予想される｡いずみ鯛 文化都市朋 は･この鉄藩の 雫…芸誓言妄言岩芸…悪霊≡J'諾 意よ｡)
延伸される地域において､この交通体系と一体となった 基本日的

計画的な街づくりを行い､新たなライフスタイルに対応 快適なtFらしのl長士別､整えられた街

したニュータウンとして､本市南西部の広域拠点を形成 EX!しい自然に胃まれたが価と和iiEのa)

する｡ 21世紀を担う高度な産茶 文化の打 つ撞J

街づくりのねらい

1)余暇時間の増加､自主的活動の多様化､女性就業者の

増加､高齢化社会の到実など､これからのライフスタ

イルに対応する､聾かな自然と調和した文化的な街づ

くり

2)鉄道や幹線道路の整備による交通利便性の飛躍的な高

まりを活かした､藤沢市やIg木市などの県央地域を視

野に含めた本市南西部の広域拠点づくり

3)鉄道や幹線遍路の整備と併せた計画的な街づくり

4)ベットタウン型の開発から脱却L,､就業や自主的活動

の場を設けた､いきいきとした髄力ある街づくり

昭和61年11月
窺区がほ生

(横浜市のLb壬)

昭和62年1月

よこはま21世紀プラン泉区区別計画発条

持宋便 r未来をめざす田圃文化都市｣
スポーツ レクリエーション､文化､動

告､研究等の機能の中人を回り複合的な

街づくりを推進

平成元年11月

よこはま21世紀フラン(見田し)の公袈

｢いずみEE]園文化都市偶想J

5)街の魅力を高め､活性化を図るための大規模なス/ポー 立場地区
ツ･レクリェ-ション施設や魅力ある文化施設､学術･ 位遍 崇区中田町､租税町

教育施設を備えた衡づくり

街づくりの進め方

鉄道や道路の整備と土地区画整理事業等による面的な整

備の一体的な推進と､控葉物の計画的な立地 .整備等の

検討を進め､平成12年の萎盤整備の完了をめざすO

立場地区

立場地区は､区の中央を東西に走る横浜伊勢原線を中心

に､市'tii化が進んだ地区である｡市営地下鉄 1号絹の戸

塚から湘南台までの延伸計画により､新駅の設置が予定

されており､地下鉄とバス等との結節点として､交通拠

点性がより一層高まることが予想される｡このため､商

店街の活性化や業務施設等の集積による､商業 .業務機

能の向上を図り､区の中心ソ-ンとしてふさわしい街に

していくC

パス系統敗 22
同店往i名称 立場中央両店蓋 中田商栄

Bt魚Jr 十海看名4本 本庁 芸 や夢 溌木 摺 汁巳:■台小田江ノ島平塚 千-Ill =漢Hl _ N義博tL i.r 由いす■み一I■

いすみ用■文化賢 二.… : .円 蓋 ′
正量広 . ー I

相 で諾 署Z,暑 い ._

繰 言1' 辞 書 京顔■
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MITSUKYO STA.DISTFHCT

三ツ境駅周辺地区

地区の位置付け

三ツ境駅周辺地区は､｢よこはま21世紀プラン｣で地域拠

点として位5E付け､再開発方針においても1号市街地と

して建物の不燃化 ･共同化を図るとともに公共公益施設

を中心に歩行者空間の整備を囲る方針を掲げている｡

街づくり状況

三ツ境駅周辺地区はその立地性や環境面から､特に､近

年は住宅開発が著しく､市営楽壱アパ-トの立替えも完

成しており､駅への集中度合いもそれらとともに高まっ

てきた｡また､三ツ境駅は瀬谷区役所を始めとして公会

望､Ii震零等の公共施設の最寄り駅となっているため､ 位■ 翁谷区三ツ塊

駅乗降客数も相模鉄道線市内駅の中でも上位にあり､駅 面fL 3Dha

前の都市機能の整備拡充が必要とされるようになったC 鵬 降雪敷 (人/E])S55 560 S63
しかし､駅周辺は起伏が激しいという地形のハンディキ 相鉄三ツ境 532605日33266340

ヤップや都市i1-画道路にJ:る制約などにJ:り､土地の高 駅前広場等面稚(rTl) 北口3700･南口600

度利用が図られず､既存の商店街も回遊性のある魅力的 /てス用ノト ス数 北口乗中7.剛12ゝ 南口重

なものとは言い難く､地区の活力が低い状況に削 ､れて 実害孟仰 .5
いた｡ 商店Si名称 両店敗 三y境名店砧連合会 笹

三ツ境駅周辺地区の抱える課題､矧 こ駅前における都市 野合中央商店会(59) 三ツ境AR前商店振興会

機能の向上において臥 昭和56年11月の駅舎改良事案､ (24)三ツ矧萄店街(26日 u 兄通り商店街

嗣 5時 日月の駅前パスタ-i ナ順 脚 勤 唱 々完了 芸望(5云ツ胴 工会 6̀3)≡畑 相鉄ライフ商

したのに引き続き､確和61年10月の商業ピルの完成をも 大型店舗数 2

って､駅北口の-体的な整備は一応終了したといえる｡ 街づくりのルール等 葡づくり協抜地区

駅北口は､これらの整備によって旭区の笹野台方面から､

三ツ境駅へ逮緯するためのペデストリアン･デッキ等の

歩行者空間が地形のレ′くル差を逆に利用して整備された｡

この揺果､人の流れがよりスムースになり､従来に比べ

安全性と利便性をより向上させることができた｡

ホーム上部にある人=地盤は､駅南口方面への連絡施設

としての横能に加えて､彫刻の設aiや多くの植樹をする

ことによって､ここを利用する人々に潤いと安らぎを与

える貴重な空間となっている｡また､この人=地盤は将

来､南口地区にペデストリアンデッキを延長する場合を

考慮して､構造面における配慮もしてある｡

新たな施設概要

人=地盤(広場) 1.7DDrTi

駅 前 広 場 62D｢Ti

バスターミナル 3.650rd乗車/7パ-ス 降車/2パース

自転幸臣事場 2ヶ所

今後の取り組みとして

三ツ境駅北口は一応の街づくりは進んだものと考えられ

るが､駅南口は都市計画道路横浜厚木線の整備と既存商

店街の再整備による街の活性化､未利用地あるいは狭小

宅地の共同化による有効な土地利用を図るなど､残され

た課EEEを解決し､駅南北地区が一体的でバランスがとれ

た街としていくことが必要と考えられる.

そのためには､関係する人々の合意を前提とした中長期 >

的TJ:計画を立て､民間活力等を活かしながら啓実に実行

していく｡

尋 ., R 脚̀ ピル' ,Tl#-!T-;'レ'̀捌r l ,---J L ---.-｢; - ト ー三業# [========ー I州 ! 儲 ル E,l毒
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S【YASTA.OISTRICT
瀬谷駅周辺地区

古くは相 武国 東郡 世 邑で､その後相模園鎌倉郡山内壮瀬

谷村となり古くから瀬谷村として-村を形成 していた｡

｢せや｣とは ｢狭谷Jのことで､狭い川瀬の小谷のある

地を青昧すると言われている (日本地名語源辞典J:り)O

川とはf削"のことで､矧 Ilを中心とした辺りを狭谷とよ

んでいたものが瀬谷にTJ:ったと思われるb

瀬谷駅周辺の位牙付け

当地区は ｢よこはま21世紀プラン｣で地域拠点として位

置付け､積極的な総合整備計画により地域拠点にふさわ

しい街づくりを行う.
I■ ■~ Ⅶ b′ l

瀬谷駅周辺の現況と問題点 位書 瀬谷区中矢,瀬谷4TEL 3丁目､相沢

1丁目､2TELニッtR町

横浜の西の玄関とも吾える相鉄線瀬谷駅は､市内の相鉄 面相 dJha

沿線各駅の中でも 1日の乗降客は上位にあるが､駅周辺 朋乗降客f史(人/El)

には地域拠点となる商業､文化施設等が不足 しており､ 555 560 563

道臥 公園等の郡市基盤施設の整備も不十分である｡ 芸諾 …窄芸蕊 ,43jE5D3333｡638
駅の北側は､バスターミナルはあるものの､農地とスフ /てス用/ト ス数 北口無印3､降車2､南口降

口-ル化した住宅地が混在し､有効な土地利用がなされ 申2

ていないc I(ス系統数 2

また､駅の南側は､狭軌 道路鮒 形成され､緊急車両 苧芸苦霊芝去胃宗教瀬芸諾 芸書芸喜.'ヲ3'瀬芸

の進入も困難な状況にある｡瀬谷駅の北側約172haについ 銀座通り商店会(1Dd) いちょう迫り商店会

ては､土地区画整理事業施行区域 (二ツ橋北部地区)と (30) 瀬谷脈前サンロード(3D)

して都市言十画決定がされている｡ 大型店舗数 2
街づ<りの組地名 帯筈脈周辺aLづくり協は会

瀬谷駅周辺の整備方針 祷づくりのルール等 爺づくり協uI地区

1)瀬谷駅の北側 瀬谷駅北地区(土地区画毎理事#)

北側の地域約89hElについては､土地区画整理事業(瀬谷 施行者 横浜市

駅北地区)により､道臥 下畑 等の- 基盤施設を充 蓋芸芸青書3.富合

実するとともに､街の顔ともいうべき駅前を整備 し個性 雁行面相 的89ha

ある空間を創造する｡また､同地区に憐揺する東側部分 施行期間 昭和63年度一平成4年度

についても､土地区画整理事業の事華化を図る｡ 都市計画決定 昭和33年3月3旧

2)瀬紺 の南側 :≡芸画芸芸%昭和63年18月-5日

相鉄J:り南側の環状 4号線部分については､沿道区画整 1土地利用計由

理型街路事業 (瀬谷駅南地区土地区画整理事業)により 公共土地 26500nl

幹線道路を骨格とした道路整備とあわせて良好な市街地 宅地 622ロOrTl

の整備を行うOまた､駅前については地権者等の協力を 2+竺竺聖画‥… .
交通広場 35DDnl
公Eg 1ヶ所 3800rTl

都市計画道路 環状4号繰(幅員18m.延長285
m)三ツ鳩下ZE抑揚(増員18rTl,延長315m)
区画街路 (幅員45-llm.延長147DrTl)
歩行者車用道路 (特則5-4Dm.延長150rTl)
供措処72施設 上下水道 都市ガス,可気､喝
Lt

東谷駅南地区(方谷駅南地区土地区il監理事業)
施行者 横浜市

土地所有者 41人

事業Pl的38億円
施行面横 約3～ha
施行朋間 昭和63年度一平成d年度

都市計画決定 胞和63年8月5日
平群計画決定 昭和63年12月5日
1土地利用計画

公共用地 122DUrTl
宅地 19600rr1
2施設J十両

都市計画iB箱 環状4号繰(将兵18-21m.延長

510m)

横浜厚木線 (嶋艮IB～21m,延長70m)
区画街路 (帽貝45-6rn.延長390m)

得て､駅周辺の市街地再開発事業等をすすめ､安全で快

適な都市環境の整備とあわせて商店徳の活性化を園るC

街づくりの経過

1)瀬谷耶北地区土地区画生理事業

昭和33年 3月

｢二ツ橋北部地区土地区画整理事業施行区域｣(約172ha)

都市計画決定

昭和63年5月

｢瀬谷駅北地区土地区画整理事業施行条例｣制定

昭和83年10月

｢瀬谷駅北地区土地区画整理事業計画｣決定公告

平成元年3月

｢瀬谷駅北地区土地区画整理審議会｣発足

平成2年 1月

換地設計案公表

2)瀬谷駅南地 区土地 区画整理事業

昭和63年8月

｢瀬谷駅南地区土地区画聖I里事業施行区域｣

(約32ha)都市計画決定

昭和63年9月

r瀬谷駅南地区土地区画整理事業施行条例｣制定

昭和63年12月

｢瀬谷駅南地区土地区画整理事業計画｣認可
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土地区画整理事業施行地区

横浜市の土地区画整理事業

横浜市が発展する上で､関東大震災と太平洋戦争の戦災

は特に大きな障害であった｡本市がこの被害の智興野蕪

の手法として導入したのが土地区画整理串叢であり､都

心部を中心に都市の骨格づくりが行われた｡

昭和30年後半の高度経済成長期､郊外部では住宅地造成

を主目的に組合施行による土地区画整理事業が盛んに行

われ､良好な宅地の供給に大きな役割を果した｡

現在､都市部では rみなとみらい2lJ事業､金沢ハ寮駅

前､瀬谷駅前等で都市計画施設の整備が土地区画整理事

業により行われている｡

本市では平成 2年6月現在､市街化区域面積32.580haの

約23%にあたる7.438haが土地区画整理串菓により整備さ

れ､この面積は西区､中区､醸子区､南区､瀬谷区の合

計面群とほほ同面積に当たる.

道路整備においては､市全体の都市計画逝箱の完成及び

概成に対し､その割合は約36%｡駅前広場は都市計画決

定された27箇所の内15箇所､計画面概の約55%｡都市計

画公鳳は面積228haで計画の約63%にあたり､他に整備さ

れた公園は153簡所､7g79haにのぼる｡さらに､下水道

整備は市街化区域面積の約22%を土地区画整理事業によ

り整備されている｡このように､これまで土地区画整理

事業は､本市の都市づくりに､大きな役割を果してきたO

土地区画整理事業の今後の展開

21世矧 こ向けて今日郡市をとりまく横矧 ま大きく変化し

ている｡とりわけ人々の価値観の多様化､高齢化社会や

高度情報化社会の到来､国際化への一層の進展､これら

に対応した生活環境の向上が求められているC

本市では､社会情勢の変化に対応した総合的aiづくりの

ために､つきのJ:うな考え方に基づき今後の土地区画整

理事業を進めていくc

l)居住環境の整備改善

道路や公園など都市基盤施設の不足から生活環境が悪化

している既成市街地において､環境改善と防災上必要な

公共空間の確保に努め､居住環境の維持向上を図る.

2)道招 ･鉄道との一体的整備

郊外部におEj-る幹線道路の効率的な整備 ･促進と併せて

良好な市街地の整備を-体的に推進する.軒繰 ･補助幹

線道路の線的整備と同時に､沿道の土地利用を有効に高

めるため沿道型区画整理事業を促進する.軟遵新線の整

備､延伸､新駅の設壷､駅前広場､立体交差等の整備､

また高速道籍やインターチェンジの整備と併せて計画的

な市街地整備の誘導をEglる｡

3)区画整理の促進と民間エネルギーの活用

郊外部においてスプロールを未然に防止し､優良な宅地

の供給と良好な街づくりに寄与する組合施行等による区

画空理事業を促進し､計画的な市街地の形成を図る｡既

成市街地周辺吉即こおける､都市基盤施設や住環境の整備

改善を図るため､民間のエネルギーやノウハウを活用し

て､土地所有者等の軽減を行い､市涜地の早期整備を推

進する｡

l横浜而土地区画整理事典一覧表 平成2年6月 1日作成

換地処分37 一I rl J) ZI t+ 早 合 J+

地区叔 JL Nt(ha) ■■■■(百万円)地区故 面 fJ(ha) t■■I(百万円)地区和 ■ l一【ha) ～++I(百万円)士FET+ +(ha) ■■■■(百万円)

J L.舟 ㍉ 6 ー78.5 5.917 0 0 0 0 0 a 170.5 5.9｢7

7 21泊.6 21.2820 D D1 8.7 8 218ーコ 21.2G)

地 合 Z垂 ~ 午 ～.813.1 256.381 7 159.8 5L.】DZ 3 26_7 捕

公 Egl - A 674.7 66.559 5 1.572.6 415_83LlD □ 9 JEZE.393

Jii共EiZl休題行 0 ロ 0 3 l4.5 ～ 200.1 5

行較庁Zt 25 3B.B730 0 ロ】 2勺.0 26 38.El7g1.145.3

tI災 3(■一文 日 475.0 1.B50ロ ロ 00 E) ー】 Ll75.0 I.B58

5 224.2 I.79g0 0 □D D 5 ど24.2 lJ90

■ 姐収恥 培gl行 3 l58.0 I.721 D □ qD 0 3 150.0 1.721

LP'tefJ 6 26EI.1お.71B8 0 01 21).0 7 288.I 33.7tB
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●アラカル ト (16頁)

海の公Eg

蛾浜養

独川

野島沖

三渓Ed

本牧市民フール

大患り公Eb

本牧海づり庵投

シーサイドラインFIt公曲収

JR錬浜脈

京急神宗川新町釈

相鉄いずみ中央伊

賀急大書LIJ駅

JR&L'木gJ脈

JR本埠台釈

地下鉄関内脈

醐内駅南口公衆トイレ

谷戸絹公衆トイレ

弘明寺公衆トイレ

新横浜耶北口公衆トイレ

たまフラーサ駅前公衆トイレ

人形の家公衆トイレ

青葉台脈前公衆トイレ

椴河浦公衆トイレ

水の守3E神 ドナル ホード
コンクリート 山下公e#

駅想 オーギュスト Dダン
プロンス 大Jワ公Eq

踊り子 ジi'コモ マンスー
プElンス ジョイナスのrZtはl公書

三つの部分からなるオブジェ ヘンリー ム-ア
フDンス 大書り公d

あら今日は =さ慣
フロンス dl弟FZZ5⊂】

白い花 新吉菅
ステンレス ステーIL'日事丸メモリアルパーク

ま力､せなさい 中岡tl太郎
白花ht 太JttAl

テレパーティー ユンケル ･ゲーツ
70ンス YBP

7t首領とベイブリッジ

フランスヰ

西I一足凍

夕照gi■8[
■t

I】JBt

JTtンモク ･シーポート ストリート

+水辺 (2Llfi)

野島公Eg

港北二ユ-タウンかt,/の木台ハイツ

納浜挺断カヌーレース

LIJ下公Eb

本牧市民公J

海の公Eg

本牧滞づり足技

B川

拍尾川

横浜脈架E]地下air光の雨｣

マリナード地下街の瀬

イセサキモール3､4丁目 rかもめ｣

高島屋港南台店

横浜高島屋6時 r串せの坑｣

横浜無口地下広場 r白い航海J

ジョイナスの砕彩刻公取

間門小学校

あざみ野第-小学校

若葉台センター地区

竹山Eヨ地

金沢シーサイドタウン

4駅 (30･3135頁)

'41JJ) QLl可H 看ttSlV!

横浜脈(西口) 蒔田脈

横浜駅(無口) 弘明寺駅

保土ヶ谷駅 港間中宍耶

東戸塚駅 上永谷駅

戸塚駅 下永谷脈

大船折 方岡耶

+胃浜y!北棟

tB見駅

新子安駅

東神奈川脈

桜木町駅

関内IR

石川田7釈

LU字訳

t艮岸駅

iR手IR

新杉田駅

洋光台脈

港南台JR

本姓台IR

+!■菜は

長津田JR

十B市場堺

中LIJ駅

a居駅

小机IR

新横浜駅

大EjI尺

●■t7Jr

匡Iiβ節

句見小事事駅

弁天橋耶

_-ITIVi

安善耶

新芝浦m

一毎芝浦脈

●柄Ztは

矢向那

●市営地下n

岸根公園研

片倉町朋

三ッ沢上町駅

三ッ沢下町IR

高島町脈

朋内駅

伊勢佐木長者町朝 生兼併

板東tf駅 讃急新子安脈

JC刻 ･街路灯 (58頁)

光の雨 新宮書 ステンレス tR東研東口地下aiポルタ

行列 三木牧冶 ブロンズ a美ビi,ネスJt-ラ

往i籍iT 港町くすのき広I

水浴の女 工ミリオ･クL'コ ブロンズ ジョイナスの良A;刻公も

薫司花 A油保7t プDンズ ジョイナスの誹 iI公■

見事の象駁一円 Eq損伸天 ステンレス 鉄 tA涙ビi/-ネスJt-ク

謹i持灯 BtZrlモール

果実 アントウ-ヌ･プールテン プEjンス i,ヨイナスの羅t糊公Eg

tI庇 マリノ マリーニ フDンス i,ヨイナスの排 刻公Eg

近tT J8 切辞■3 ブロンズ ジョイナスの毘E刻公■

赤い枕はいてた女の子 LLJ芋正恵 フロンス 山下公市

やくそく 加BtJ フDンス 山下公司

オーローJL' 井上tZZI ブロンズ 丑の見える丘公ED

ai籍灯 大舌り公F4

tbく女 オシップ ザッキン ブロンズ 大通り公Eb

太隈の母子 本号邦 ブロンズ .%ZF壷モール

若い女 従事思艮 ブロンズ イtzサキモ-ル1 2

新見 小EilA ステンレス 吉田塊スクエア

無EEE志水q児 ステンレス 健康7iAt托合センター

街路灯 イセサキモールI.2

海辺の少女 プェナンツ才 クDチエツティ ブロンズ 丸井qQ浜店偶Zrih比

布い降りた愛の神EZi-色邦彦 ブロンズ 韓島中突モ-ル

ニケとこコラ 胡*Y子 ブロンズ .%申ihモ-ルEm内ホ-ル横

平和 r マルタ バン ステンレス 鴨申iFモ-ル朋内ホ-ル耶

魁の舞い 城田孝一即 ブロンズ 横浜駅西口AR荊

エテン 明地借之 石 ステンレス 横浜ビジネスバーク

無限 名imF太恥 ステンレス 日本丸メモリアルパーク

海鳥漣の風 はEZ]七郎 フロンス 日本丸メモリアル/ト ク

3i緒灯 LLJ下公領通り

希盟 項内治杜 ブロンズ El本丸メモリアルパーク

ヨコハマ トライアンクル 鈴木明 鉄/ステンレス 太用境線EL

出会い 覆水空路 Ala)f石 太尾程は迫

プリーズ､リクエスト JR川花房 ブロンズ 木 太尾ほはiE

界 ･空RJ)内EEq之 ステンレス t一票アリーナ前

便線 内本島判 Jt御E石 太尾哩は3I

濃の虫 田中殺 JA御E石 太尾理は遜

折りたたまれたかたち dt山8 JA初t>石 太尾gEJiZL

むき出す五 官内正和 ブロンズ tI兵PZ西口相鉄不71前

3i籍ナT tl浜研西口よこはまパルナード

発句 BEEl*二EB ステンレス St東研西口(I;刻ヨo)

+探 (148･149頁)

tLtt4

EB覆q見川撫 ホンモク シIJボート ストーリート

新jdtIai 吉野境 地の下8iVIZ 蒲FB水苛切 昇荘子売

声書塊 大久保甘 花の木壌

;*tl絹 宮ノ前bt 天神壌

布袋絹 G]Ftコルフ編 笠同校

PlrLI4 tのtL FETt

池上靖 稚魚壌 吉上境

斬EE]R8tZE 旭大塊 大権

紅葉tA 暮堤 戸塚琵緑頓

西叫Lg確 やっと坂絹 qF意寺ti

荘堤 下今宿凍 赤魂おとなり楕

幸租 夕顔は 言訳筏

さわやか絹 野島練 LIJ王絹

弁天絹 夕照輯 大神上絹

都絹 瀬戸絹 二俣川歩石橋

旭輔 大川絹 実Lが丘第3歩迫嬬

太由梢 再勝絹 横浜駅東口歩道橋

架絹 子金屑

谷戸絹 中山跨繰歩適格 (ラフニールなかやま85)

耶EStt Jtq

亀の侶 大網将 フランス楕

gl確 新横浜陸絹 叫見西口歩道確

住吉I書 椙坂†書 石川町新前歩道橋

灯名状 芽ケ埼貝塚絹 高絹

市喝遡り絹 せせらぎ硯 新競演歩道橋

代官tf 頚戸稽 Jlt-リン楕

長者dt 大山絹



各地区の窃づくり手法

爺づくりの手法についこ 各地区ごとに r都市計画等に焦る事秦J.r地区訂iZiIii)づくり協定等｣､r王事領空il その他｣に.分類撃理した｡

r都市ff由等に係る事 藁)については､土地区車整理中井や市街地再開発事業等のifはi地開先事業や､街づくりとともに行われるit)指事業.鉄iEl串薬等の萎襲SEfA事薬を掲<したQ
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地 区 壱 Et 境 IE瀬 .そ の 他

○ 拓づ<り協EI地区

アルJt-ク等)

○ 街つくり協lI地区

○ St束y!西口周辺地区

3iづくり協ZA地区

○ 街づくり協班地区

○ 区地区

i方づくり塩ZA地区

○

吉EZ)町街づくり協定
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地 区 壱 Zt 現 生 gI .そ の 他 IfI

0 山手JL牧地区 山手地区*れ1致保全FJl

0 斬Lll下地区 筏琵事# (北方事一)

◎ 漸本牧地区 新本牧地区JI蕪協定

○

◎

II1lJI1I

◎ tI見I尺周辺地区

3iづくり協舛地区

0 上大岡耶Jg辺地区 上大岡耶研轟改良

★句川+LII■aiづくり協h地区

◎ 戸塚収用辺地区

◎

● 円Iト 西平j召Jm 地区 萄づくり協1地区

○

○ 街つくり協u地区

◎ ttケqL悶 辺地区 筏づくり協l■地区

◎ 祷づくり協牡地底

1

_ _ ー ■ ｣
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地 区 名 t} tI t t . そ の セ

◎ 能見台駅周辺地区 'diづくり協AL地区

◎ 金訳文■脈周5ZZ地区

筏づくり協牡地区

◎ 街づくり協ZJ地区

◎ 金沢J筆立地区

◎ IRJI脈周辺地区 街づくり協bL地区

◎ 名JR月辺地区 日吉J相1台改良

◎ 筒づくり協放地区

◎ 十日市qB耶周辺地区 市営住宅建坪事♯

◎ &57EE釈周辺地区 市営住宅建菅事弗 街づくりtB■地区

◎ I菓台一R脈舎改良

◎ 東戸塚脈周辺地区 東戸蝶特定萌区 街づくり拓一■地区

◎ >同駅周辺地区

◎

◎ 大船駅Jg辺地区 iiiづくりや牡地区

◎

◎ 街づくり愉快地区
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あとか吉

舎昭和56年に r横浜の街づくりJ を刊行し､すでに10年が軽もました｡

当時､事業中､計画中であった地区や皆さんと街づくりを模索中であっ

た地区のうち､幾つかは順調に事業完了し､また幾つかは事業着手し､新

しい街づくりが進んでいます｡

時の変遷､社会経済情勢の変化は､市民の皆さんの街づくりに対す香

要望の変化にもあらわれてきております｡

そこで､r横浜の街づくり｣をここに改訂し､皆さんと共に横浜の未栗､

街の将来やあり方を見つめ直し､考えていきたいと思います｡また､21

世紀を目前に控えた今､横浜の萄づくりを捻合的に捉え､過去の積み正

ねの上に､将宋どのような姿とすべきであるかを､市民の皆さんと共に

考えていくことは､街づくりを進める上で欠かすことのできないことで

あると認識しております｡

本書では､本市がこれまでに実践してきた等iづくりや､市内各地区の

街づくりを今後どう進めていくべきかの提案も含め､本市の考え方を招

介しております｡本書の内容のうち､各地区の革本構想につきましては､

本市の試案とも言うべき性格のよいものもあり.このたびの発刊を契横

に､今後の笥づくりについて市民のJ=旨さんと共に学び､考え､論議し､

そしてそれが実現へ向けての大きなステップとなることを期待するもの

です｡

最後に､本省の刊行にあたって､こ協力をいただいた関係書の皆さん

に深く感謝する次第です｡

平成 3年 横浜市都市計画局長 中 将 恵 一

本書の絹雄に際しては､多くの万々をはじめ各局のこ協力をいただきました.
ここに紙面を借りてお礼申し上Elます｡
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